

[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]






口絵・本文イラスト／ゆーげん　







序章







　報告書の作成には、思った以上に時間を費やしてしまったようだった。

　窓の外を見ると──すでに風景は夕暮れ時の朱あかい色に染まっている。ほどなくして夜の闇がすべてを覆い尽くすだろう。月齢からすれば今日は新月である。夜間に出歩く場合に携帯用のランプは必須だ。多少の夜目は利いても、完全な闇があちらこちらにできあがっていては、やはり転倒の危険がつきまとう。星明かりも望めない曇天なら、なおさらだ。

「……そろそろ行くか」

　約束は『完全に日が落ちてから』だったが──出発は夕刻の方が良い。夜間に出歩くとどうしても目立つからである。戻ってくる際には、すでに夜中なので起きている者も少なく、見み咎とがめられる可能性は低い。

　私は軍服を脱いで私服に着替え、さらに壁に掛けていた外がい套とうを手にとった。

　寒暖の差が激しいこの地では、夜になるといきなり冷え込むことも多い。もっとも私が外套を着込むのは風ふう体ていをごまかす意味もあるのだが。丈が長いために尻尾も見えないし、フードを被ってしまえば耳も目立たないから、顔つきは無論、人種すら分からなくなる。

「──さて」

　ランプを軽く叩たたいて中の精霊を起こす。

　柔らかく白い光をランプが放ち始めたそのとき──

「──？」

　扉を叩く音に私は玄関の方を振り返った。

　強い叩き方ではない。だが間をおかず幾度も繰り返すその叩き方には──焦りのようなものが滲にじんでいる。人目を憚はばかりつつも、ひどく急いでいる……そんな感じだった。

「……誰だ？」

　扉に歩み寄って私はそう訊たずねる。

　一応──声は潜めて、扉の向こう側にそっと問いを押し出すように。

「クラーラです。お姉様……！」

「クラーラ？」

　返ってきた声と名に私は眉を顰ひそめた。

　もちろん、覚えがないからではない。クラーラは軍における私の部下だ。片腕と言っても良いだろう。私をよく慕ってくれているので、職務を離れている際にも、一緒に食事をとったり、世間話をすることが多い。

　今日の待ち合わせにも一緒に来る予定だった。

　だが……彼女とは街を出たところで落ち合う手て筈はずになっていた。なのに私の家にまでやってくるのはおかしい。クラーラは若いが優秀な軍人だ。意味もなく打ち合わせに反した行動を取るようなことはない。

　つまり──

「いったいどうした？」

　何か予定外の事態が生じているということだ。

　街の外で落ち合うはずのクラーラが、わざわざ私の家にまでやってくるほどに──突発的で重要な何かが。

「憲兵がこちらに向かっています！」

　扉を開けたとたん──クラーラは身体を隙間にねじ込むようにして滑り込んできた。扉が開ききるのを待つ時間すら惜しい、とでも言うかのように。

「憲兵が？」

「はい」

　クラーラはあまり感情が顔や声に出ない方だが、注意して見ていると、その分だけ耳や尾が彼女の内心を物語っていることが多い。ウェアタイガーの特徴である細くしなやかな尻尾は、緊張で毛が逆立って一回り膨れたように見えるし、尖とがった耳は落ち着きなく、痙けい攣れんするかのように震えている。

　焦りと怯おびえ。私はそう読んだ。

「詳細は分かりません。ただ、私が装備の交換のために、詰め所で手続きをしていると、憲兵がやってきて、お姉様を逮捕すると話しているのが聞こえて──」

　クラーラは半ば開いたままの扉の向こうを──おそらくは彼女が走ってきた通りの方を振り返る。通りにはほとんど人通りもなく、整然と並ぶバハイラム式住居が見えるばかりだ。少なくともまだ、こちらに向かっているという憲兵隊の姿は見えない。

　だがクラーラがいい加減なことを言うとも思えない。

　それに──

「……まさか。バレたのか」

　私には身に覚えがあった。

　職務のうえで憲兵隊に捕まるような失敗をした覚えはない。

　となれば職務の外──だ。

　まさに今、私は、見方によっては国家への反逆ととられかねない行動に出ようとしていたところだ。私自身にこのバハイラム王国を裏切る気持ちはない──むしろこの国の未来を思ってのことなのだが、上に報告しないまま、他国の人間と定期的な書簡や物資のやりとりをしていれば、二に心しんを疑われても仕方がない。
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　アマテナ・ハーナイマンは文化侵略の片棒を担いでいるのではないか、と。

「逃げましょう──お姉様」

　クラーラが私の腕を摑つかんでくる。

　申し開きはできない──と彼女は思っているのだろう。

　私も同意見だ。憲兵隊がわざわざやってくる以上、私の家も隅々まで調べられてしまうだろう。そうすればあの男──エルダント帝国皇帝の寵ちよう愛あいを受けているあの、変わり者の異世界人と交わした書簡も、そして彼から『見本』として送られた幾つかの品も、見つけられてしまうに違いない。

　国家への逆心の証拠としては十分だ。

　おそらくそれらをすべて処分している暇はない。

「早くしなければ……」

　クラーラは何度も通りの奥を振り返る。いつ憲兵隊がここに押し寄せるかと気が気ではないのだろう。もちろん、彼らの姿が見えればその時点で手遅れだ。逃げ切ることは不可能だろう。身体能力に優れた半獣人を捕らえようという以上、憲兵隊にも半獣人や魔法使いが配されているのは間違いない。

「分かった。行こう」

　私はクラーラと共に家を出ると──街の外を目指して走り出した。

「しかし……」

　このような状況で使う言葉でもないのだろうが……私は微苦笑を浮かべて言った。

「憲兵隊が来たのが今日、この時間、というのは好都合だったな」

「お姉様──」

　クラーラが目を瞬しばたたかせて私の顔を見る。

　この窮地に、いったい何を言っているのだ──と言わんばかりだが。

「逃げる先の地理に通じた道案内がいる方が、何かと心強い」

「……あ」

　ようやく私の言うことの意味を理解したらしい。

　そう。好都合だ。

　憲兵隊から逃れようというのならば、その権勢の及ばぬ場所に行くしかない。

　たとえば──エルダント帝国のような。

　彼かの地には私も何度か小規模部隊を率いて潜入したことがあるが……長期間の潜伏となると、やはり地元に馴な染じんだ協力者がいるに越したことはない。そして今日はエルダント帝国からやってくる『運び屋』と落ち合う日だった。

　いまひとつその『運び屋』──協力者個人には、性格的にも能力的にも不安があるのだが、この際、贅ぜい沢たくは言っておれまい。

「一気に街の外まで出てから、例の場所に身を潜めて、日が落ちるのを待つ」

「はい！」

　頷うなずくクラーラ。

　私と彼女は──黄昏たそがれ色いろに染まる街を全力で駆け抜けて、その『運び屋』との待ち合わせ場所へと向かった。





第一章　撮る時は一声かけて願かけて







「シンイチ先生！」

　呼び掛ける声に──僕は反射的に振り返った。

　いつもの通りの教室風景。

　教壇があって。黒板があって。ロッカーがあって。掃除用具入れがあって。

　それから四十組ばかりの机と椅子が並んでいて。

　そこには同じ数だけの生徒達が座っている。僕と同じ人間が半数だけれども、中には耳の尖とがった生徒達──エルフやドワーフの生徒達の姿も見受けられる。以前はそれぞれの種族の違いでよく喧けん嘩かが起きていたけれど、最近はその手の人種差別的な揉もめ事は減りつつあった──まあ代わりに、萌もえ属性やらカップリングの違いで揉めたりしてるけど。

　そう。ここは異世界。

　エルフやドワーフが、そして半獣人が人種の一つとして数えられ、ドラゴンが当然のように生息していて、魔法なんかも使えちゃったりする──そんなトー●キンも真っ青なファンタジーの世界だった。

　ある日、なんの脈絡もなく、日本はこの異世界にある神聖エルダント帝国という国家と、富士の樹海に存在する穴──『超空間通路』で繫つながってしまった。

　僕達の世界とは異なる土地、異なる資源、異なる文化、異なる民族。

　異世界との交易は莫ばく大だいな利益を生むと判断した日本政府は、極秘裏に神聖エルダント帝国との国交を結ぼうと画策、さまざまな手段で親睦を図ってきた。

　さまざまな手段が試された結果、最も異世界の人々の反応が良かったのは、驚いたことに、日本が誇る漫画やアニメやゲームといったオタク文化の産物だった。この中世西欧にも似た文化水準の異世界では、エンターテイメント関係の発展が遅く、その手の分野において円熟した日本が生み出すもろもろのオタク文化は、彼らにとってめくるめく刺激を与えてくれる貴重なものだったのだ。

　そういうわけで。

　日本は異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉を立ち上げる。

　そしてこの僕──加か納のう慎しん一いちは、いろいろあってこの〈アミュテック〉社の総支配人という立場に据えられているのだった。

　僕の仕事はもちろん、この世界で日本のオタク文化をより広く流行させること。

　この学校もそのために造られた施設であり……生徒達は日本のオタク文化という『最先端の異文化』を学ぶためにやってきた若者達だ。まあ僕もまだ未成年で、彼らの大半は歳下とはいえ年齢は大差ないから、僕の口から彼らを指して若者達、なんて言っちゃうと微妙に違和感が残るけど、それはさておき。

　名を呼ばれ、板書をやめて振り返った僕は……

「…………？」

　飽きるほどに見慣れた教室の中で、ついぞ見慣れぬ風景を目にすることになった。

　いつものように席に着いている生徒達。

　彼らの顔が──見えない。

　いや。正確には、彼らが揃そろって顔の前に掲げているものに遮られているのだ。顔のすべてというわけではないけれど、上半分、特に目許が隠れてしまっている。

　でもって彼らが何を掲げているのかというと。

「いやちょっと待っ……」

　止める間もあらばこそ。

　カシャ──という独特の機械音が響く。

　最初の一つが鳴り終わらぬうちに、続けて同じ音があちこちから聞こえてくる。まるで波紋のように広がっていく、軽くも硬い動作音。それらは、しばし繰り返されて──教室を満たした。

　カシャ。カシャ。カシャカシャカシャカシャ。

「あー…………」

　僕は苦笑を浮かべて溜ため息をつく。

　音の正体は生徒達の手にした──彼らの掲げた携帯ゲーム機だった。

　３ＴＳ。以前、サッカーの御前試合の賞品としてこの神聖エルダント帝国に持ち込まれた品だ。正確にはこれを手に入れたのは準優勝を果たしたリザードマン達なのだけれど、いまひとつ、携帯ゲーム機というものがなんなのかわかっていなかった彼らは、これを貴族相手に高値で手放し、その子弟達……つまりは学校の生徒達のところに回ってくることになった。

　以後、生徒達の多くはこの携帯ゲーム機を持ち歩いているのだけれど。

　ここ数日、彼らの間で流行しているのは、そのゲーム…………ではなかったりする。

　撮影だ。

　３ＴＳにはカメラとしての機能が備わっている。通常はゲームを遊ぶうえで使うものなのだけれど……カメラ単体としても使用は可能なのだ。で、これに気付いた生徒達は、面白がって写真を撮りまくり始めたのである。

「えへへ」

　教室の最前列──その席に座って満足げに笑っているのはドワーフの少女だった。

　ロミルダ・ガルド。

　ドワーフ達で構成されたエルダント帝国屈指の大工房──ガルド工房を取り仕切る親方の娘である。年齢は十代後半で僕と変わらないはずなのだけれど、ドワーフの特徴である短たん身しんに加えて、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔がよく似合うため、ともすると小学生と見紛うような可愛らしい容姿をしている。まあ全体的にロリ方面に偏った姿なのは、彼女に限らず、ドワーフの少女達に共通なのだけれど。

「シンイチ先生のびっくり顔、ゲット」

　とロミルダが言う。

　他の生徒達も手にした３ＴＳを下ろして、画面を見ている。僕の驚いた間抜け面が綺き麗れいに撮れているか確認しているのだろう。そんなもの写真に撮っても、面白いとはとても思えないのだけれど。

「みんな、ハマってるなー……」

「はい！」

　短くまとめたツインテールの赤毛を、ぴょこぴょこと揺らしながら、ロミルダは嬉うれしそうに頷うなずくと、また僕の方に向けて３ＴＳのボタンを押す。

「だってボタンを押すだけで、風景が一瞬で画面の中に切り取られるんですよ!?　すごいじゃないですか！」

　ロミルダはどこか得意げな笑顔を浮かべてそう言ってきた。

　その様子を見て僕は──妹の紫し月づきが初めて自分の携帯電話を手にいれた当初、無駄に友達や風景の写真を撮りまくっていたことを思い出す。要するに『写真が撮れる』ということそのものが珍しくて、面白くて、手当たり次第使ってみたかったのだろう。撮るものはなんでも良いのだ。

　気持ちは分かる。僕だってそうだった。

　もちろん、すぐに飽きて写真を撮る量は減るのだけれど──それでも何か目新しいもの、面白いものを見つけると、備忘録みたいな形でまず写真を撮っておく、というのはもう習慣になっている。

　写真そのものに慣れている僕でさえそうなのだ。写真という概念のなかったこの世界で、魔法を使わずに一瞬で写真を──景色や人を切り取って残せるとなると、生徒達が熱中するのも当然だ。魔法でも同様のことは可能らしいのだけど、何よりカメラは呪文詠唱だの精神集中だのを必要としないし、魔法を使う練習も必要ない分、お手軽さは比較にならない。

　結果──生徒達は、休み時間になった瞬間、３ＴＳを構えて、ところ構わず写真を撮りまくっている。

　まあ写真の流行、それ自体は微笑ましくて良いのだけれど。

　問題は今が授業時間だということだ。

　ちょっと注意しようと僕は気を引き締めるのだけど──

「ほら、見てくださいよ先生！」

　ロミルダが３ＴＳを操作して、今まで撮った写真を見せてくる。

　その様子は本当に嬉うれしそうで、可愛らしくて──もちろん、悪意なんぞはこれっぽっちもないので、非常に叱り辛い。獲った鼠ねずみを得意げに持ってくる猫を前にしたような気持ちだった。

「あー……あのね。ロミルダ」

　それでも最低限のことは言っておこうと僕が口を開いたそのとき。

「はっはっはっは！」

　より得意げな……というか明らかに相手を小馬鹿にする響きを含んだ笑い声が、僕とロミルダの方に投げ掛けられる。彼女は眉を顰ひそめて３ＴＳを閉じると、教室の後ろの方を振り返った。

「まだそんなものでシャシンを撮っているのか！　遅れてるぅ！」

「…………」

　いや、『遅れてるぅ』って、お前こそどんだけ旧ふるいんだよ──などとツッコミが喉まで出掛かったけれど、僕はかろうじてそれを吞のみ込んだ。相手が挑発しているのは僕ではなくてロミルダだからである。僕までその応酬に巻き込まれてしまっては収拾がつかなくなってしまう。

「何よ、ロイク」

　ロミルダが唇を尖とがらせて言った。

　声の主は──長ちよう身しん瘦そう軀くのエルフだった。

　ロイク・スレイソン。

　ロミルダと同様にこの学校の生徒であり、エルフとしては珍しく帝国の政務官に就いた父を持つ──まあ言うなればお坊ちゃんである。長い髪をした端整な顔立ちで、いわゆる美形イケメンなのだが、いかんせん、妙に子供っぽいというか、幼稚な挑発をロミルダに対して仕掛けることがある。

　今回もそれなのだろう。

　彼は左手を腰に当て、右手を──何かを隠しているかのように背後に回している。

　いや。明らかに何か隠している。

　彼は見るからに得意げな表情を浮かべて言った。

「これを見るがいい！」

　そう言ってロイクが隠していた右手を掲げる。

　彼がそこに持っていたのは──

「──！」

　ざわりと教室中にどよめきが広がった。

　いや。改めて驚くほど、珍しいものじゃないのだけれどね──僕にとっては。ただしこの神聖エルダント帝国の住人達にとっては、ほとんどオーパーツに等しいだろう。

　デジカメである。

　いわゆるデジイチ──デジタル一眼レフカメラと呼ばれている代しろ物ものだ。

　３ＴＳと違って、なんと言うか、実に『機械！』であることを強く強く主張するゴツさ。それが何か特別な代物だということは、あまりこの手の品物について知識のない生徒達にも分かったのだろう。

「それって……まさか……ロイク、それ、どうしたの？」

　生徒一同を代表して尋ねるロミルダ。

「サトウさんに売ってもらったのだ！」

　なおも得意げにロイクはそう言った。

「佐さ藤とうさんって──自衛隊の？」

「はい！」

　ああ──そういうことか。

　ロイクがデジイチを持っているのには僕もちょっと驚いた。僕はそれをこの学校に──いやこの世界に持ち込んだ覚えがなかったからだ。ほとんどの場合にこの神聖エルダント帝国に存在するデジタル機器は、僕がオタク文化の振興に必要と判断し、日本政府に申請して輸入したものである。僕が把握していないデジタル機器が生徒達の間に出回るということはまずないはずだった。

　けれど──

「佐さ藤とうさんの私物なわけか」

　この世界に日本のものが持ち込まれる経路ルートには僕達〈アミュテック〉の他にもう一つ──自衛隊によるものがある。日本政府の命令を受けて僕達〈アミュテック〉を護衛しているエルダント駐留部隊。〈アミュテック〉の業務とは別に、彼らが私物を日本から取り寄せるための定期便があって……自衛隊の人達は、日本の食材や雑誌、趣味の品なんかをその定期便で持ち込んでいたりする。

　駐留部隊の佐藤さんは、確か写真が趣味らしくて、以前も私物としてデジカメやら何やらを持ち込んでいるのを見たことがある。

　またそれとは別に、自衛隊は活動記録としてこのエルダントのあちこちを撮影したりしているから……その様子を見て、ロイクはこのデジイチもカメラだと理解したのだろう。

　そういえば自衛隊の人達って、こっちの世界の生活費とかどうしてるんだろう。

　いくら衣食住のほとんどは日本政府とエルダント帝国から供給、貸与されるとしても、ずっと駐留していれば現地で買い物をする必要も出てくる。その際にこっちのお金を持っていないと困るのではないだろうか。

　そもそもこの異世界のことは機密事項なので、エルダント駐留部隊の人達は、そう気安く日本に帰ることができない。有給休暇ですらこっちで消化するのを推奨されているくらいだ。そうなると当然──こっちのお金がなければ何もできなくなるだろう。

　エルダント帝国からなんらかの援助はあるのかもしれないけれど、それで足りない場合は自分で調達しなければならない。

　たとえば──私物をこっちの人間に売るなどして。

「見るがいい」

　何やら勝ち誇るような口調で言って、ロイクがデジカメを操作する。

　さらに彼はこれをくるりと回して、小さな液晶画面を僕達に──というか主にロミルダに見せつけてきた。

　言うまでもなく、そこに映っているのはデジカメで撮影された写真だ。

　内容としてはロミルダと同じく風景だのなんだの、他愛もないものばかりで、特筆するような部分はないのだけれど……さすがは高価な専用機、写真の鮮やかさや色調なんかは、３ＴＳの写真とは別次元だと一目で分かる。

　まあそもそも画素数も違うだろうしねえ……

「これは……」

　ロイクに歩み寄ってカメラの液晶をのぞき込んだロミルダは勿もち論ろん……、彼女の肩越しに見ている他の生徒達にもそれは分かったらしく、皆は一様に驚きの表情を浮かべていた。

「３ＴＳでシャシンを撮るなんてもう古いんだよ。今の時代はこれ、デズィカメさ！」

　自慢げに笑うロイク。

　対してロミルダはというと──目に見えて膨れっ面になっている。

　ああ……またか。

　僕はこっそり溜ため息をついた。

　もともとドワーフとエルフは伝統的に仲が悪い。エルフはドワーフを『ちんちくりん』だの『泥臭い』だのと言うし、ドワーフはエルフを『ひょろながの軟弱者』だの『空気頭』だのと言うし……とにかくお互いを馬鹿にするような語彙には事欠かない。

　その中でも特に喧けん嘩かが多いのはこの二人──ロミルダとロイクだ。

　どちらもこの教室にいるドワーフ生徒、エルフ生徒のリーダー格で、他の者を代表して衝突することがしばしばある。暴力沙汰に発展することはほとんどなくなったので、決して深刻な対立ではないみたいなのだけど──とにかく、何かにつけて張り合うのだ。

　もっともこの二人、喧嘩も多いけど、一緒に行動することも多かったりする。

　なので実はそう険悪な関係でもないというか──あれだ、『喧嘩をするほどに仲が良い』というやつなのではないかと思っている。そもそも本当に嫌っている相手なら、いちいち話し掛けたりもしないだろうし。

「むうぅぅ……」

　手を伸ばしてデジカメのスイッチを触るロミルダ。

　最近のデジカメは、３ＴＳなんかとボタンの配置というか、操作の法則性も似通った部分が多いので、直感的にどう扱えば良いのか分かるのだろう。

　次から次へと表示される高画質の写真に、ロミルダは唸うなるばかりだ。

　当然、ロイクは得意絶頂といった表情である。

　そんな二人を僕が苦笑しながら眺めていると──

「……む？」

　ロミルダの唸り声が唐突に止まった。

「どうしたの？」

　何事かと僕も横からデジカメの画面を覗のぞき込む。

「おぉぅ……これは……！」

　思わず感嘆の声が漏れてしまった。

　液晶画面に映し出されているのは、女性の胸元──そのアップだった。タンクトップの下にかろうじて隠されたまろやかな二つの膨らみ。思わずその谷間に顔を埋めたくなるような柔らかさが、高画質で余すところなく表現されているではないか……！

　素晴らしい。素晴らしい写真だ。

　思わず液晶画面を凝視してしまう僕。

　しかし──

「あんた、これ……」

　その写真にロミルダはあまり感銘を受けなかったようだ。

　彼女はジト目で液晶画面を指差す。

「え？　あ、あっ──」

　ロミルダに言われて、初めて画面に何が映し出されているのか気付いたのだろう。ロイクが慌てたように、デジカメを回して画面を確認すると、それを後ろ手に隠した。

「いや、これは、その……！」

「この変態！　どうせミノリ先生でしょ!?」

「そ……それは」

　口ごもるロイク。

　まあ答えるまでもなくこれは美み埜の里りさん──女性自衛官ＷＡＣで僕の護衛役を直接務めてくれている人の写真だろう。これだけの巨乳にして美乳──タンクトップの上からでもそれと分かる逸品にはなかなかお目に掛かれるものではない。
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　問題は、この写真が明らかに隠し撮りだってことである。

　でかくてごついデジイチでどうやったのかは分からないけど、あるいは望遠レンズとかも使ったのかもしれない。いずれにせよ『デジカメいじってると偶然撮れちゃった』ような写真でないことは確かだった。

「この助平エルフッ！」

「や、やめろ、暴力は──」

　拳を振り上げるロミルダに両手を掲げて首を振るロイク。

「恥を知りなさい恥を！　勝手にこんなもの撮るなんて！」

　いやロミルダ。君も今、了承なしに僕の写真撮ってたじゃん。

　──などというツッコミが脳裏を過よぎったけれど、やっぱり僕がそれを口にすることはなかった。了承のない撮影と言っても、男性と女性ではまあ、事情が違いますね。はい。

「粛清してあげるからそこに座りなさい！」

「うわっ──」

　もう話し合いでどうにかできる段階を通り過ぎたと理解したか、ロイクは悲鳴を上げて逃げ出す。そして『待ちなさい！』と叫びながら彼を追ってロミルダも教室から飛び出していった。

　いやあの。君達。授業中なんですけど？

　僕が溜ため息をつきながらそんなことを考えていると──授業終了の鐘が鳴った。

　ああもう。

「美み埜の里りさんが見たら怒るだろうなあ……」

　思わず撮ってしまいたくなる気持ちは分からないでもないけど、さすがに盗撮は問題である。その辺のことも含めてロイクに限らず、生徒達には釘くぎを刺しておくべきだろう。エルダントには写真という概念がつい先日までなかったわけだから、盗撮を禁じる法律はもちろん、そもそもそれを悪いことだと戒める道徳観そのものがない。

　窘たしなめることができるのは、日本から来た人間だけだろう。

　僕がそんなことを考えていると──

「──慎しん一いちさん」

　ふと、教室の出入り口から僕の名を呼ぶ声がする。

　見ればそこに──ゴスロリ服に身を包んだ、可か憐れんな少女が立っていた。

　いや。正確を期そう。可憐な少女──みたいな人が立っていた。断言を避けたのは、その人物が女性でないことを僕は知っているからだ。どれだけ美少女に見えても中身は正真正銘の男なのである。

〈アミュテック〉での僕の補佐役アシスタントで、この学校で僕と同じく先生を務める──綾あや崎さき光流ヒカルさんだ。

「どうしたの？」

「授業のことでちょっと聞きたいことがありまして」

　長い黒髪を緩やかに靡なびかせながら、さながら映画のワンシーンのように優雅な足取りで、僕の元へ歩いてくる光流ヒカルさん。

　まったく、この人は本当に、美人さんだ。隙なく容姿が整っているせいで、ことさらにポーズとかをとったりしないでも──ただ立ったり座ったりしているだけでも絵になる。

　歩くたびに揺れるスカートの裾から、ちらりと覗のぞく白い足なんて、目の毒以外の何物でもない。彼のその両足の間に、僕の股間と同じアレがついているのだという事実が、ものすごく理不尽に思えて仕方がない。

　なんだかな……

「授業で次の題材にこれを使おうと思ってるんですけれど」

　そう言いながら光流さんは脇に抱えていた書類を差し出してくる。

　その瞬間──教室に再びシャッター音が溢あふれた。

　皆が一斉に、光流さんを撮り始めたのだ。

　まあ取り立てて特徴のある容姿でも服装でもない僕ですら、被写体として撮っちゃうくらいに、彼らは写真撮影にハマっている。光流さんみたいに見栄えのする被写体が前にいれば、そりゃ当然に撮ろうとするだろう。

「ああ、良いんじゃないかな」

　僕は手渡された書類を一いち瞥べつして頷うなずく。

　ただ──

「…………」

　光流さんは眉を顰ひそめて黙ったままだ。

　シャッター音はその間も鳴り続けてやむことがない。生徒達の視線とカメラのレンズは、ずっと──無遠慮に光流さんを捉え続けていた。

　そして……

「…………いい加減にしなさい！」

　ばん！　と教卓が鳴った。

　突然──光流さんが平手で叩たたいたのだ。

　いきなり怒鳴った彼に、僕は驚いて思わず身を震わせてしまう。

　見れば、生徒達も驚いた様子で、３ＴＳを構えたまま固まっている子がほとんどだ。

　いやもう本当にびっくりした。

　普段、光流さんはかなり落ち着いた話し方をしていて、めったに声を荒らげたりはしないんだけど──

「毎日毎日！　いい加減にしてください！」

　生徒達を睨にらむように見回して──それから光流ヒカルさんは大きく息を吸い込んだ。

「レイヤーさんの確認を取らずに写真を撮ってはいけません！」

　漫画だったら背景に『バーン！』とか効果音がつきそうな迫力でそう言う光流さん。

「レイヤーというか……女装じゃないの？」

　思わず揚げ足をとってしまう僕だけれど、光流さんは怯ひるまず、むしろ僕を睨み付けながら唸うなるように言った。

「……慎しん一いちさん、そんなこと今は関係ありません」

「あ、はい、すみません」

　まずい。本気で怒ってる。

　思わず黙り込んだ僕を見て──多少は頭が冷えたのか、光流さんは小さく咳せき払ばらいを一つすると、改めて教室の生徒達を見回した。

「今まではそんなに実害もないだろうと黙っていましたが……昨日今日とエスカレートするばかり！　さすがに目に余ります！　目新しいものが珍しいのは分かりますが、礼儀を守りなさい！」

　両手を腰に当てて、光流さんは続ける。

　おおう。すごい威圧感。

　とりあえず彼の怒りの矛先が自分に向いているわけではないと知って、僕は状況を客観視する余裕ができていた。容姿の整った光流さんだけに、眉尻を吊り上げて怒鳴るその姿は、思わず見ている側の身が竦すくんじゃうような迫力があった。

「写真を撮るには礼儀があります！」

　いきなりチョークを手にして光流さんは黒板に文字を書き付ける。

『肖像権』

　……いや、あの、光流さん。

　いきなり、そんな高度なことを言っても皆、理解できないと思うけどな。

　そもそも法治主義どころか、堂々と人治国家やってるこの神聖エルダント帝国で、個人的な権利云うん々ぬんを言ってもなかなか理解してもらえないだろう。そもそも僕がこっちに来た当初は『平等』という概念すらなかったみたいだし。

　──などと思うけど、光流さんの怒りっぷりが怖くて口にできないチキンな僕。

「レイヤーさんにはちゃんと一声を掛ける！　何より肖像権というものがあってですね、無断で写真を撮るなんてそれこそ……」

「ショーゾーケン？」

「なんですか、それ？」

「被写体本人に了承を得ない撮影は、盗撮、というもので……」

「トーサツ？」

「ヒシャタイ？」

　…………

　ああ──やっぱり。

　生徒達はきょとんとした表情を浮かべて首を傾げるばかりである。

　そんな彼らの反応に──光流ヒカルさんの口調に漲みなぎる怒りも、みるみる萎しぼんでいった。

　相手が反発したり無視したりするならば、怒鳴り甲が斐いもあるというものだろうけれど、そもそも何を叱られているのかもよく分かっていないのだから……何もないところにボールを投げているようなもので、光流さんとしても徒労感ばかりが募るのだろう。

「だからつまり……っ！」

　それでも、なんとか写真撮影の礼儀について説明しようとする光流さん。

　けれど結局──休み時間の終了を告げる鐘の音が鳴って、ロイクの襟首を摑つかんで引きずるロミルダが戻ってきても、彼の説教が生徒達に通じたとは思えなかった。
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　──放課後。

　僕達は羽車に乗ってこの国の中枢……すなわちエルダント城へと向かっていた。

　というのも急きゆう遽きよ、エルダント皇帝陛下から呼び出しを受けたからである。皇帝の命を受けた騎士がわざわざ学校までやってきて、僕を名指しし、『皇帝陛下がお召しである』と告げてきたのだ。

　珍しいことである。

　学校に行く前に登城して〈アミュテック〉社の運営や学校の状況を報告することは定期的にしているけれど、放課後にエルダント城へ行くのは久しぶりのことだ。しかもわざわざ騎士を学校に遣わしての呼び出しである。急ぎの用でもなければ、明日の朝の登城でも事足りるはずだった。

　何かあったのだろうか。

　僕が、そこはかとない不安を覚えていると──

「…………」

　僕の向かいに座っている光流さんが溜ため息をつくのが聞こえた。

　彼は羽車の客室に設けられた窓の枠に肘をつき、物憂げな表情を浮かべている。これがまた──ゴスロリ衣装と相まって妙に絵になるわけだけれども、それはさておき。

「あ、あの、どうかされたのですか？」

　そう問うたのは──僕じゃない。

　僕の隣に座っているメイドさんだ。

　……いやまあ、今はメイド服ではなく外出着姿なのだけれども。

　ミュセル・フォアラン。

　亜麻色の髪と薄紫の瞳で、清せい楚そ可か憐れんをそのまま絵に描いたかのような、可愛らしい女の子である。僕達の住む屋敷に勤めるメイドさんであり、僕が最初に会った異世界人でもある。

　僕達と接している時間が長いため、彼女は日本語を比較的早く習得していて──たまに学校でも講師役をしてくれているのだ。

「お体の具合でも悪いのですか？」

　少し身を乗り出して、ミュセルが光流ヒカルさんに尋ねる。

　その動きで彼女の、ツインテールにしている亜麻色の長い髪が揺れた。

「いえ、違います」

　光流さんは首を左右に振る。

　彼はそのまま、また窓の外を物憂げな表情で見つめていたが──僕とミュセルが見つめ続けているのに気付くと、背筋を正し、座席に座り直した。

「生徒達の写真のことについて、考えていたんです」

「ああ、あれね」

　と──苦笑して言うのは、これまた僕ではなくて。

　光流さんの隣に座っている、古こ賀が沼ぬま美み埜の里りさんだった。

　そう。先にロイクの盗撮の一件で名前が出た、素晴らしい胸の女性自衛官である。

　黒髪を後頭部でお団子状態に纏まとめて眼鏡を掛けている彼女は、一見すると暴力なんぞとはまるで縁のないおっとりさんに見えるけど──実は怒らせると怖い、もとい、とても頼りになるお姉さんなのである。

　何しろ本物のドラゴンに蹴りをかますくらいの度胸の持ち主だ。

　ちなみに、そのときに助けられて以来……ロイクは美埜里さんにぞっこん（死語）なのである。

「光流君、撮られまくりだったもんねえ」

「……ええ」

「楽しいのは分かるんだけど、最近ちょーっとやりすぎなところはあるよね」

　そう言って肩を竦すくめる美埜里さん。

　貴女あなたもロイクに撮られてましたよ──と喉まで出掛かった台詞を僕は吞のみ込んだ。

　写真を撮られたくらいではたぶん、美埜里さんは怒らないだろうけれど、それが胸元のアップとなると話は別だろう。誰もが注目するような、けしからん胸の持ち主であるくせに、美埜里さん本人はあまり自分のそんな体型を良く思っていないようなところがある。

　ともあれ──

「勝手に写真を撮るのはいけないことです。レイヤーさんには一言声を掛けるべきであるし、相手がレイヤーでなくてもそうすることがマナーです」

「そうよねえ」

　頷うなずき合う美み埜の里りさんと光流ヒカルさん。

　光流さんはもちろんだけれども、美埜里さんもコスプレの経験があるので、こういうことでは意見が合うのだろう。

　オールラウンドなオタクを自認する僕だけれども、純然たるコスプレをしたことはないし、撮影会とかにも行った経験がない。コミケやら何やらのイベントで直じかにレイヤーさんを見たことは何度もあるし、エルダントで映画を撮ったときには、僕も衣装を着て出演したので、コスプレ経験あり、と言うことはできるのだけれども──まあその程度だ。

　つまりはコスプレ業界──でいいのか？　──の礼儀だのお約束だのはよく知らない。

　当然それはミュセルも同じで……

「そうなのですか？」

　首を傾げて彼女は尋ねる。

　その仕草がまた小鳥のそれみたいに、無む垢くで可愛らしく──僕は密かに萌もえ萌もえしているわけなんだけども、まあ、それはどうでもいい。

「別に写真を撮られること自体はいいんですよ」

　光流さんはもう一度溜ため息を挟んで続けた。

「ただ──何も言わず撮られるのは嫌っていうか」

「私は、旦那様にシャシンを撮っていただけると嬉うれしいです」

「──慎しん一いちさん」

　光流さんが何やらジト目になって僕を睨にらんできた。

「ミュセルが何も言わないからって、勝手に写真を撮ったりしてないでしょうね」

「し……してないよ!?」

　写真のなんたるかとか説明する前に撮っちゃったことならあるけど。

　盗撮の類いはしてないと思う──たぶん。

「ふぅん？」

　慌てる僕を──光流さんは、さらに目を細めて睨んでくる。

　嗚あ呼あっ。信用されてない!?

「まあ、いいですけれど。それより、最近の生徒達の行動は目に余ります」

　光流さんは言って肩を竦すくめた。

「写真を撮るのは構わないんです。けれど、マナーは必要です」

「こうなる前に、先に写真についてきっちり教えておくべきだったのかもしれないね」

　美み埜の里りさんも腕を組んでそう言った。

　前述の通り──もともとエルダントには、写真やカメラなんて存在していなかった。

　何かの姿形を残す方法と言えば絵画が主流だ。水晶球の中に風景や人物の姿を写し込んで固定する魔法もあるみたいだけれど──そもそも水晶が高価だし、魔法を使う、ということそのものが、呪文詠唱などの手間と集中力を必要とするうえ、正確さに欠ける。

　写真のように、道具を取り出して気軽に一枚──というわけにいかないのだ。

　結局のところ、現代日本においても同じだけれど……流行というものには何より『お手軽さ』が必要なのだ。そしてカメラという道具は絵画や魔法に比べて圧倒的に手軽だ。

　しかし、手軽だからこそ、気楽に広がってしまい──その裏側に潜む問題には、なかなか気付かない。揉もめ事を防ぐための自主的な決まり、いわゆるマナーの普及が追いつかないのだ。

「こういうのは、考えて持ち込まないとね」

　僕は自戒の意味も込めて言ったのだけれど──視界の端で光流ヒカルさんが居心地悪そうに顔を背けるのが見えた。

　もちろん──彼は忘れていないだろう。

　以前、彼がカード・ゲームやエロゲを持ち込んだ際に、どんな騒動が起こったかを。

　刺激というものに慣れていない人間は、新しい娯楽を与えられると、自己抑制が利かずに『依存症』に陥りやすい。カード・ゲームのときも後先考えずに強いカードを求めてお金を浪費する生徒が出てきたし、エロゲに至っては、丸一日トイレに閉じこもってゲームに耽たん溺できする生徒すら出てきた。

　そう。娯楽は時に危険なのだ。

　けれどもそうした問題について、エルダントの人々はまだあまり経験も知識もない。だからこそ供給側の僕達が気をつけてあげないといけない。そのすべてを予測するのは難しいとしても、問題の芽を見つけて迅速にこれに対処しなければ、また、ややこしい事態を引き起こしかねないのだ。

「でも、いきなりマナーを頭ごなしに押しつけても定着はしないでしょうね」

　と美埜里さん。

　それはその通りだと僕も思う。

「一度……そうだな。写真撮影の講習会とかやるのはどうですかね。そのときについでに、マナーのことも教えるとか」

「ついで……ね」

　苦笑する光流さん。

「まあでもそれがいちばん現実的かも」

「じゃあ慎しん一いち君、仕切りよろしく」

　少しおどけた仕草で美み埜の里りさんが敬礼してくる。

「え？　僕がやるんですか？」

「言い出しっぺでしょ？」

「あー……まあそうなんですけど」

「あの、シンイチ様、私にできることがありましたら、お手伝いいたします」

　気を遣ってミュセルがそう言ってきてくれる。

　まあなんとかなるかな。写真撮影そのものの講習は佐さ藤とうさんにお願いすれば良いだろうし、教えるマナーの内容については美埜里さんや光流ヒカルさんにお任せで。僕は講習会というイベントの外枠だけ用意すれば良いだろう。

　そんなことを考えているうちに──

「──着きました」

　羽車が停車し──御者台から、御者がそう告げてくる声が聞こえた。
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　エルダント城内で公式に皇帝陛下と会う場合──必ず謁見の間へと通される。

　これは皇帝の身辺警護やこの国の身分制度から言って当然の話なのだけれど、面白いのはエルダント城には幾つか謁見の間があって、相手や状況によって、これを使い分ける習慣がある、ということだ。

　数多くの重臣らも列席しての謁見ならば、当然に大きな部屋に通されるが、わりと少人数で内輪の話をする場合には、比較的小さな部屋に案内される。たとえば朝に〈アミュテック〉や学校運営の進捗状況を報告するのは、だいたいが後者である。

　でもって今回──僕が通されたのも小さい方の謁見の間だった。

　さすがにここに来るのも慣れたもので、僕はいつも通り警護の騎士達に一礼すると、臆することもなく謁見の間へと足を踏み入れた。

　その瞬間──

「──!?」

　突然に強い光が瞬いた。

　視界が一瞬、真っ白に染まる。

「な、何……？」

　僕は目を細めながらそう問うた。

　閃せん光こうに白く塗り潰されていた視界に、ゆっくりと本来の色が戻ってくる。僕は何度か瞬まばたきしながら謁見の間の奥へと視線を投げ掛けた。

　床から一段高くなったそこには、豪ごう奢しやな造りの玉座が設しつらえられていて、そこに綺き麗れいな女の子が座っている。癖のない銀の長い髪と、翡ひ翠すい色いろの大きな瞳がまず印象に残る、とても可愛らしい少女。彼女は何やら両手で黒い塊を抱えながら、得意げな表情を浮かべてこちらを見つめていた。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世。それが彼女の名前だ。

　要するに皇帝陛下なのである。

　びっくりするくらいの愛らしい顔立ちで、しかも小柄。何も知らずに出で会くわせば、ついついぎゅっと抱き締めたくなっちゃうような女の子であるが、もちろん、そんなことをしようものなら首が──比喩でもなんでもなく──飛びかねない。

　年齢は十七歳だそうだけど、四つか五つ下に見えるその幼い容姿を彼女自身はたいそう気にしていて、迂う闊かつに『幼女キター！』などと言うと激怒するのだ。いやまあ容姿のことがなくても皇帝陛下の前でいきなりそんなことを叫べば、怒られて当然なのだけども。

　いやもう本当……いまさらだけど、よく命があったな、僕。

　ともあれ──

「ペトラルカ……」

　僕は彼女が持っているその黒い塊がなんなのか、すぐに気付いた。

　カメラなのだ。しかもこれまた見るからに高価そうなデジイチ──デジタル一眼レフ。

　それを彼女は、実に嬉うれしそうに──まるで新しい玩具を見せびらかす子供のように、胸元で構えている。さきほど、僕の前に閃ひらめいた白い光は、どうやらこのデジイチのフラッシュらしかった。
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「ど、どうしたの？　それ」

「学校で流行っていると聞いてな。それは妾わらわも試しておかねばならぬじゃろう」

　ふふん──と得意げに鼻を鳴らして僕の問いに答えるペトラルカ。

　彼女は改めてカメラを構え直すと、再びシャッターをきった。

「うわっ──」

　またもや強いフラッシュの光を浴びて僕は片手を額の辺りに翳かざす。

　まさか、学校どころか謁見の間で写真を撮られるとは思ってもみなかった。

　ふと気になって同行している女性陣を振り返って見ると──ミュセルは皇帝陛下から直接写真を撮られるということそのものにひどく緊張しているみたいで、何やら表情が強こわ張ばっている。美み埜の里りさんは僕と同じ考えらしく苦笑しているけれど、光流ヒカルさんはやはりマナーが気になるのか、憮ぶ然ぜんとした表情だった。

　うーん。ちょっとまずいかも。

　光流さん、かなり頭にきているみたい。普段だと、皇帝陛下の前でこんな露骨に顔をしかめるような人じゃないからだ。良くも悪くも損得計算に長たけていて、それに従い自己抑制が利く人なのである。

　とりあえず僕は、ペトラルカの無遠慮な撮影を止めることにした。

「そ、それにしてもペトラルカ、そのカメラどうやって入手したの？」

「む？」

「いや、ペトラルカがそんなの持ってるなんて思わなかったからさ」

　３ＴＳはペトラルカも持っているのは、知っているけれど──さすがにデジタル一眼レフみたいな専用機を彼女が手に入れているとは思ってもみなかった。

　しかし……

「ああ、これはザハールが、ジエータイに頼んで譲ってもらったのじゃ」

　あっけらかんとそんなことを言ってくるペトラルカ。

「え？　ザハールさん？」

　意外な持ち主に思わず目を瞬しばたたかせてしまう僕。

　ペトラルカが同意を求めるかのように──玉座の少し後ろに控える二人を振り返る。

　一人は長い銀髪の美形騎士、ガリウス・エン・コルドバル卿きよう。

　そしてもう一人は白髪と白しら髭ひげのお爺じいさん──ペトラルカの教育係であり摂政でもあるザハール宰相である。ペトラルカのカメラは、彼のもの、ということらしいのだけれど……

「カメラ、ザハールさんのなんですか？」

「いやはや、お恥ずかしい」

　尋ねると、ザハールさんは苦笑めいた表情を浮かべながら頷うなずいた。

　宰相、というとファンタジーなんかではよく、国王を傀かい儡らいとして操り、すべての悪事の元締めという役柄だったりするのだけれど──ザハールさんに関して言えば、そういう『腹に一物』的な仄ほの暗ぐらさがみじんも感じられない。というか単純にわがままな姫様に振り回されるお付きの爺じいや、そのまんまの雰囲気だった。

「陛下の成長を記録するのに便利だと思いまして。無理を言ってお願いしたのです」

「あー……」

　やっぱりザハールさんも、佐さ藤とうさんから譲ってもらったらしい。

　ただし、こちらは写真が学校で流行する前の話らしく……ペトラルカとその周辺を撮影するだけで城の外に持ち出したこともないらしい。

　もう本当にペトラルカの親代わりなんだな、この人。とにかく彼女のことが可愛いんだろう。そのうち、身内に配る用にペトラルカの写真集とか作りかねない。

　しかし……わりと日本からもたらされるもろもろに対して、ザハールさんは年寄りゆえの距離感というか、若い人達みたいに即座に飛び付いたりせず、一線を引いたうえで冷静に観察しているような印象があったけれども。それでも影響は受けていたみたいだ。

　まあそれはともかく。

　そんなザハールさんのカメラを、学校での写真撮影の流行を聞きつけたペトラルカが、『妾わらわにも使わせろ！』と奪って好き勝手に、あちこち、いろいろと、撮り始めたらしい。

　あー……まずい。これはまずい。

　学校の生徒達と同じ状態だ。

　僕は慌ててペトラルカに言った。

「あ……あのねペトラルカ？　いきなり写真を撮るのは、マナー違反でよくないんだよ」

「そうなのか？」

　きょとんとしたような顔で、ペトラルカがいったんカメラを膝の上に下ろす。

　この可愛い皇帝陛下は、もちろん、絶対権力者特有のワガママを言うことも多いのだけど──変にすれていない分、素直なところはとことん素直なのだ。少なくとも『これはこういうものなのです』と説明すると一応聞く耳は持ってくれる。

「肖像権というものがあってね？」

「ショーゾーケン？　む。必殺技か」

「それはショーリューケン」

　とりあえず突っ込んでおく僕。

　しかし──

「ということはアキバのアレも罪なのか？」

「アキバ？」

「ほれ。先日妾わらわがアキバに行った際──ニッポンの連中が妾のシャシンをいきなり撮っていたではないか。アレも良くないことではないのか？」

「あれは……ええと」

　とたんに僕は答えに詰まった。

　ペトラルカが言っているのは、この間、僕が日本に一時帰国していたときのことだ。

　我らが皇帝陛下も、あろうことか、荷物に紛れて日本に密入国しちゃった結果──まあせっかくだからとアキバにお連れしたわけなんだけど。諸事情あって、ペトラルカやミュセルは、日本では『まだ無名だが外国の女優』という扱いなのである。

　でもってわりと『有名人の写真は勝手に撮っちゃっていい』みたいな認識が日本では広まっている。有名税というか──宣伝にもなるから有名人、特に俳優とかプロスポーツ選手とかは勝手に写真を撮られてもいちいち肖像権を主張して目くじらを立てたりしない、みたいな風潮がある。

　だからアキバを出歩いたときも、通行人に山ほど、写真を撮られちゃったわけだ。

　あくまでも行為それ自体は、違法性が問われ得るものなのだけれどね。

「うーん……」

　どう説明すれば納得してくれるだろう。

　さすがに有名税だのなんだのまで説明するのも難しいというか、肖像権っていう概念自体がペトラルカ達には分かりにくいだろう。そもそもアレは『手軽に』かつ『勝手に』写真が撮れるからこそ問題になる概念なのだろうし、カメラが流行して間もないエルダントの人には、理解しにくいはずだ。

　なので──

「……そ、そう、実はね、迂う闊かつに写真に写るとね、魂を抜かれちゃうんだよ」

「なんじゃと!?」

　苦し紛れに僕が捻り出したそんな理屈に──ペトラルカが目を剝むいた。

「だからね、写真を撮るときは一言声を……」

「なんということじゃ──妾は魂を抜かれたのか!?　いや、それにシンイチ、妾は、汝なんじの魂を抜いてしまったのか？　それとも今から抜けてしまうのか？」

　目に見えて動揺しちゃうペトラルカ。

　こういうオロオロしている彼女も可愛いのだけれど──今は彼女の無む垢くっぷりを愛めでている場合ではない。脇に控えていたザハールさんも、寝耳に水の話だったのか、驚きの表情で固まっている。

　しかも──

「そうなのですか？」

　と不安げに尋ねてくるのは僕の隣にいるミュセルだ。

　彼女もまた明らかに怖がっている様子である。まあ何十枚──いや、たぶん百枚以上、僕は彼女の写真を撮っているわけで。そりゃ怖くもなるよな。

「私──魂を抜かれてしまったのですか？」

「ああ、いや、違う、違うんだよ、それはものの喩たとえ……」

「え……？」

　目を瞬しばたたかせるミュセル。

　彼女は『ものの喩え』という言葉の意味が分からなかったのか、束の間、口元を押さえて何か考えているみたいだったけど──

「抜かれた魂は、旦那様がお持ちになっているのでしょうか……？」

「いやだから比喩表現というか」

「でしたらその……安心です」

　そう言って──ほんの少し頰ほおを赤らめながら目を伏せてそんなことを言うミュセル。

　というかなんなの。魂抜かれても僕が持ってれば安心なの？　抜いて固めてチップにされちゃっても敵のスタ●ド使いを斃たおせば魂は戻ってくるの？　……というかこの国における『魂』の概念っていったいどうなってんだか。

「えっと……」

　どうしよう。無意味な誤解が蔓まん延えんしそうなんだけど。

　などと僕が困っていると──

「──陛下」

　それまで黙って成り行きを見守っていた美み埜の里りさんが声を上げた。

「慎しん一いち君の話は冗談です」

「む？　そうなのか？」

「はい。ところで陛下、魔法少女の映画。覚えておられますよね」

「──は？」

　突然振られた話題にペトラルカが固まる。

「陛下が主演なさった、神聖エルダント帝国初の──」

「ぬああああっ!?　黙れッ!!　言うなッ!!」

　玉座の上で身を捩よじってペトラルカは叫んだ。

　魔法少女の映画というのは、僕が、自衛隊の動画流出をごまかすために作った、エルダント初の自主製作映画のことである。ちなみにアキバでペトラルカ達が女優扱いを受けていたのも、この映画のメイキング映像を、故意にネットに放流したからだが──

「そのようなものは存在せん！　せんのじゃ！　黒歴史というやつじゃ！」

　いやペトラルカ。

　黒だろうとなんだろうと、歴史とか言ってる時点で認めてますけど。

　──などと、彼女の激げき昂こうぶりを見ていると、突っ込めるはずもなく。

「写真もそうなる可能性があるんです」

　しかし美み埜の里りさんは冷静にそう告げた。

「……む？」

「自分の意図しない姿形を残される。これは時に──身もだえするほどに恥ずかしいことなのです。特に一瞬を切り取る写真というものは、映像と違って動きがありませんから、そんなつもりはなくても、変な顔に写ってしまう場合も、あります」

「ふうむ……？」

「たとえば陛下、瞬またたきをされますよね？」

「む？　それはもちろん──するが、それがどうかしたか？」

「一瞬のことなので、我々はあまり意識していませんが、つまり、その一瞬を切り取るということは──」

　言って美埜里さんは、目を半眼にして見せた。

「瞬きをしている途中、こんな目をしている瞬間を、写真に切り取られる恐れがある、ということです。撮影者も意図していない状態を」

「…………」

　まるで寝ね惚ぼけているかのような目の美埜里さんを見て、ペトラルカがザハールさん達と顔を見合わせる。

「そういえば……陛下、失礼いたします」

　とザハールさんが手を伸ばしてカメラを操作する。

「この辺りのシャシンなどは……」

「むう……」

　二人が顔をつきあわせて見ているカメラの液晶画面に、何が映っているのかは分からないのだけれど、ザハールさんやペトラルカが撮った写真の中に、美埜里さんが言うような『不本意な瞬間』を切り取ったものが、何枚かあったのだろう。

「分かっていただけましたでしょうか？」

　と美埜里さんは微苦笑を浮かべて言った。

「本人の自覚がないうちに写真を撮られるのは、けっこう、恥ずかしいことなのです」

「……なるほど」

　まとめるような美埜里さんの説明に、ペトラルカは納得したらしかった。

「ありがとうございます、美埜里さん」

　安あん堵どの溜ため息をついて礼を言う僕。

　それにしても──やはりマナーも含めた写真撮影の基礎講座、みたいなのは早急に開催しておく必要があるかもしれない。今はまだ学校周辺での流行だけれど、『皇帝陛下もお気に入り』などという噂うわさが出回ると、とにかく最高権力者とお近づきになりたい貴族や商人が我先にとカメラを求めるようになるのは間違いない。

　しかしこの神聖エルダント帝国においては、カメラは稀き少しよう品ひんだ。そうなると次はまた、以前の偏ったバランス調整でばらまかれたカード・ゲームのように、異常な価格での転売やら、品物の強奪事件やらが発生する可能性があるわけで──これを防ぐためには、一定数の供給が必要になってくる。

　でもって──供給したらしたで、急激に増える撮影者人口は、撮影マナーなどに絡む問題を生み出すのは、想像に難かたくない。

　適当なところで調整が必要なのだ。

「そういえば今日呼んだ理由って……」

　ふと思い出して僕はペトラルカに問うた。

　もしかして、カメラを手に入れたから見に来い、なんて理由だったりするのだろうか？

　僕達だけが相手ならともかく、重臣やら何やらにもカメラ自慢、写真自慢とかされた日には、当然──前述のようなカメラ需要の『爆発的拡大アウトブレイク』が生じかねない。

「カメラを僕達に見せるため？」

「いや、さすがに違う」

　と首を振るペトラルカ。

　同時に一歩前に出て──それまでは黙って脇に控えていた騎士ガリウスが言った。

「それは私から話そう」

　あ。ひょっとしてかなり真剣シリアスな話なのだろうか。

　ペトラルカの従兄いとこである騎士ガリウスは、ザハール宰相と一緒に彼女の摂政──つまりは政務関連の補佐をしている。そしてガリウスの主な担当は軍事や警務といった方面で、必然的に彼のする話には殺伐とした内容のものが多い。

「実はここ数日で、バハイラムとの小競り合いが妙に激化している」

　バハイラム王国はエルダントの隣国だ。

　全面戦争には至っていないものの、決して友好国というわけではない。国境付近での小規模紛争や、密偵の潜入等は日常茶飯事──互いに敵国として牽けん制せいし合う関係である。

「報告を聞く限り、仕掛けてきたのはおおむねバハイラム側だが……そのわりにはどうも『本気』ではないらしくてな」

「どういうこと？」

「戦力の規模が小さい」

　とガリウスは言った。

「本格的な侵攻が目的とはとても思えないのだ。いつもの国境での小競り合いかとも思ったが、それにしては妙に頻繁でな」

　つまり、小規模な戦力が、いつもよりも回数多めにぶつかってきている、と。

　うーん。確かによく分からない状態だな。僕はあんまりガチの軍事には詳しくないから、ただそれだけの情報ではバハイラムの思惑なんて、想像もできない。

　ただ──

「いずれにしろシンイチ、気を付けておけ」

「え？　僕？」

「前に攫さらわれた一件があるだろう。忘れたか？」

「あー……はい」

「小競り合いと言っても、こちらの防備が薄い場所を突破されれば、そのまま、バハイラムの兵がこちらの領土の奥深くまで入り込んでくる可能性がある」

「……気をつけます」

　騎士ガリウスの言う通り、僕は過去に一度、バハイラムに攫われたことがある。

　そのときにはミュセルや美み埜の里りさん達が助けに来てくれて、事なきを得たし、結果的に仲良く──というか協力的な関係になれたバハイラム側の知り合いもできたので、僕としては、あまり悪い記憶として残っていないのだ。

　ただ──

「そしてあのウェアウルフに関してだが」

「！　──エルビアは関係ないよ!?」

　僕は慌ててそう言った。

　エルビア──エルビア・ハーナイマンは、僕らの屋敷で絵師として働いているウェアウルフの少女だ。彼女はバハイラムから使い捨ての密偵スパイとして、エルダントに送り込まれてきたという前歴がある。いや。実際、バハイラム側の認識では、今も彼女は潜入任務を実行中の密偵であるはずだ。

　だからバハイラムとの関係が緊張すれば、彼女の扱いが微妙になるのは仕方ない。

　けれど、バハイラムに攫われた僕を救い出してくれた面メン子ツの中には、エルビアもいたし、良くも悪くもおおらかで開けっぴろげな子なので、僕らに隠れて、破壊工作やら何やらをしているとも思えない。

「落ち着け、シンイチ。さすがにもうあの娘を疑ってはおらん」

　と口を挟んできたのはペトラルカだ。

　なんだかんだでペトラルカは、僕達の屋敷に遊びに来たりして、エルビアと接する機会も多い。エルビアの性格や今の立場はよく理解してくれているのだろう。

「だが、故郷の家族を人質にとられて──など、なんらかの理由で、こちらを裏切らざるを得ない場合は考えられる」

「それは……」

「気は進まんじゃろうが、一応、警戒だけはしておけ」

「あ…………うん」

　ペトラルカの表情を見ていれば分かる。

　彼女もエルビアを疑いたくはないのだろう。だが第三者として見ればペトラルカやガリウスの忠告は筋が通っている。何より彼女らの忠告は、僕の身を案じてくれてのことなのである。それを僕が非難するわけにはいかない。

「……了解しました。ご忠告感謝いたします」

　僕の代わりにそう言ってくれたのは──護衛役の美み埜の里りさんだった。
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　城での謁見の後──僕達はまっすぐ屋敷へと戻ってきた。

　御者に礼を言って羽車から降り、玄関に入ると、ミュセルはそそくさと外出用の上着を脱いで畳んでいる。どうも屋敷の中ではいつものメイド服でないと落ち着かないらしいのだ。いつもながら真面目な子である。

「それでは、私は夕食の準備をいたしますので」

　頭にフリル付きのヘッドドレスを装着するとミュセルはそう言ってきた。

「ありがとう、ミュセル」

「いえ、私の仕事で…………あ」

　そのまま廊下の角を曲がって厨ちゆう房ぼうへと向かいかけたミュセルが……何かを見つけたらしくてその場に立ち止まる。なんだろうと僕も角から奥の方を覗のぞき込むと──

「あ。エルビア」

　廊下を走ってくるエルビアの姿が見えた。

「おかえりなさいっす！」

　元気印の獣ケモノっ娘こは僕達の前までやってくると、笑顔でそう言ってきた。

　頭から生えている垂れた獣耳と、お尻から生えている獣尻尾を、喜んでいる犬のように揺らしている彼女が、お城でも名前が出た元バハイラムの密偵──今はうちの専属絵描きであるエルビア・ハーナイマンである。

　そして──

「いや、おかえりなさいはこっちの台詞せりふだよ」

「いつバハイラムからお帰りになったんですか？」

　僕が苦笑しミュセルがそう尋ねる。

　エルビアは総合エンタメ商社〈アミュテック〉において、専属の絵描きであると同時に、バハイラムにオタク作品関連のブツを『密輸』する役──すなわち『運び屋』でもあるのだ。まあ密輸とか運び屋とか言うと殺伐とした雰囲気になるけれど、要は僕がエルビアに頼んでやっているのは『世の中にはこういう面白いものもありますよ』というのをバハイラムの人達に見せたうえで、『エルダントと仲良くするって方向もあるんじゃない？』的な考え方になってくれると嬉うれしい、といった程度のものだ。いわば啓けい蒙もう活動である。まあエルダント側に提案するときには、あえて『文化侵略』なんて言葉を使いはしたけれど。

「今朝帰ったっす！」

　エルビアは明るい口調でそう答える。

　彼女は全体的に仕草が大ぶりというか、たとえば頷うなずくだけでも身体全体を使って頭を上下させるような傾向があって──おかげで、チューブトップ型の服に支えられている彼女のたわわな胸が、そのたびに、それと分かるくらいにはっきり揺れたりする。

　しかも上半身は下着のようなその一枚と装身具だけ、下半身はローライズのズボンなので、おへそも丸出し。動きやすさを重視した格好なのかもしれないけれど、この肌色面積というか露出面積というか──が非常に多い姿は、わりと目の毒である。本人の元気一杯な言動のおかげで、あんまりエロく見えないのが救いなんだけども。

「それで、あの、シンイチ様──」

「特に何もなかった？」

「……え？」

　僕の言葉に──きょとんと、エルビアが目を瞬しばたたかせる。

「いや──その」

　僕は頭の中で無難な言葉を選びながら言った。

「実は今日、エルダント城に呼ばれてね。バハイラムとの国境線でちょこちょこ揉もめ事が起きてるみたいだから、注意しろって」

「は、はあ……」

　エルビアの表情がわずかに曇ったように見えたのは気のせいだろうか。

「その様子だと特に何もなかったみたいで、よかったよ」

「やっぱりああいうことが起きると、ガリウスさん達もピリピリするんですね」

「そりゃそうよ」

　僕の後ろでは光流ヒカルさんと美み埜の里りさんがそんな会話を交わしている。

「国境警備って言っても、まさか万里の長城みたいなの築くわけにもいかないし」

「慎しん一いちさんを誘拐した部隊なんかは、この屋敷まで来たわけでしょう？」

「そうね。帝都郊外といっても、国境線にはわりと近いから。間に山脈があるからそう簡単に大軍団が攻めてくるようなことはないだろうけれど」

「あ……あの」

　何やら不安げな表情でエルビアが言う。

「も、もし、その、バハイラムの軍人とかが、侵入してきたのが見つかったりしたら、どうなるっすかね？」

「ああ、大丈夫、エルビアは大丈夫だよ」

　僕は彼女を安心させるために笑顔を取り繕ってそう言った。

　しかし──

「まあエルビアは例外としても」

　美み埜の里りさんは肩を竦すくめて言った。

「非公式、非合法にエルダントに入ってきたバハイラムの人間は、見つけ次第、捕まえられて処刑でしょうね」

「しょ……処刑っすか!?」

　処刑、という単語にエルビアが顔を強こわ張ばらせる。

「エルビアのときだって、慎しん一いち君の取りなしがなかったら、そうなってたはずよ」

　と容赦なくそう言う美埜里さん。

「ちょうど、エルビアが絵が描けるからって理由で、強引に慎一君がお抱え絵師に抜ばつ擢てきしたわけだけれど、そうじゃなかったら、庇かばいようがなかったと思う」

「そ……そっすか……いや……そっすね……」

　がくがくと頷うなずくエルビア。
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　なんだか顔色が急に悪くなったみたいだけれども──どうしたんだろう。

　やっぱり自分が元バハイラムの密偵だってことで、負い目を感じていたりするんだろうか……？

「だからエルビアは大丈夫だよ。エルビアは」

　慌てて僕はそう言ったのだけれど──エルビアは顔を強こわ張ばらせたままだ。

　なんだろう？　他に何か心配事でもあるのだろうか。

「どうしたの？」

「……な、なんでもないっす」

「そういえばエルビアさん、さきほど何か……シンイチ様にお話があったのでは？」

「へっ……!?」

　ミュセルにそう問われて──エルビアが素っ頓狂な声を上げた。

「あ……そうなの？　何？」

　言われてみれば、エルビアの台詞を途中で遮っちゃったような気もする。

「あ、い、いや、なんでもないっす！」

「そう？　でも──」

「ほ、ほ、本当になんでもないんす、ないんすよ！」

　エルビアは叫ぶようにそう言うと──いきなり踵きびすを返して僕達に背を向けると、廊下を走り去ってしまった。

　まるで何かから逃げようとするかのように……

「──何あれ？」

　僕としては首を傾げるしかない。

　彼女の言うように、なんでもない──ようには、とうてい、見えなかったのだけれど。

「さあ……」

　不思議そうにミュセルも目を瞬しばたたかせながら首を傾げる。

　やっぱり、僕だけが不自然に感じているわけでは、ないようなのだけれど。

　そんな中──

「…………」

　美み埜の里りさんが、目を細めてエルビアの去った廊下の奥を見つめている。

　いつもはのんびりした雰囲気の彼女の──今その横顔に滲にじむ、自衛官としての厳しさが、僕は少し気になった。
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　夕食は皆で一緒に。

　これが〈アミュテック〉社の──というか、僕らの屋敷の流儀である。

　だから僕や美み埜の里りさん、エルビア、光流ヒカルさんはもちろん……エルダント本来の流儀ならば、晩ばん餐さんに同席することはない使用人達──メイドのミュセルや庭師のブルーク、その妻でやっぱりメイドのシェリスも、同じ食卓につく。

　ちなみにブルークとシェリスはリザードマンと呼ばれる種族で、見た目はまんま直立二足歩行の蜥蜴とかげである。生態的にも変温動物だったり、卵生だったりと、爬は虫ちゆう類るい側に寄っているため、食事は別の内容メニユーである。具体的には生ものが多い。

　ついでに言うと味覚が少し違うので、エルビアもまた僕達とは別の内容だ。

　このために、複数種類の夕食を用意せねばならず、ミュセルの手間が少し増えちゃうのだが──シェリスが来てくれるようになってからは、彼女の手伝いもあり、むしろ食事に関しては楽になったとミュセルは言ってくれている。

　でもって──

「今度特別授業って形で、写真についてのマナーとかを生徒に教えなくちゃね」

　今日一日の出来事を思い返しながら僕はそう言った。

「なるべく早くしたいですね。これ以上勝手に写真を撮られてはたまりません」

　溜ため息交じりにそう言うのは光流さんだ。

　コスプレイヤーってことで、写真を撮られることそのものには抵抗がないみたいだけど、だからこそ断りなしにいきなり撮られちゃうのは、我慢ならないらしい。

「今は被害がないみたいだけど、盗撮みたいなことが起こってからじゃ遅いしねえ」

「ああ、じゃあもう手遅れかも……」

「え……？」

「あ、いや、なんでもないです！」

　聞き返してくる美埜里さんに、僕は慌てて首を横に振る。

　ロイク……あの写真は今のうちに消しておいた方がいいよ。……ってロミルダ達に見られたからもう遅いか。遅かれ早かれあの写真のことは美埜里さんの耳にも入っちゃうだろう。それで美埜里さんに軽蔑とかされた日には、彼は、しばらく立ち直れないんじゃないだろうか。

「ミュセルはああやって撮られるの、嫌じゃない？」

　僕は話の矛先を変えるべくミュセルへ話を振ってみた。

　僕達の会話を聞きながら黙々と食事をしていたミュセルは──いきなり話を振られて驚いたらしい。一瞬、きょとんとした表情で手を止めて瞬まばたきを繰り返していたけれど、すぐに我に返って首を振った。

「私は……ただ単純に……一瞬で景色を残せるのはすごいなあと……」

　ああ──なんという純朴な感想。

　ミュセルと喋しやべっていると、たまに、自分がものすごくドス汚れた存在のように思えて、いたたまれないときがある。いやまあ、僕は常に清廉潔白です、とか白々しいことを主張するつもりはないけどさ。

「それに、撮るのは好きな風景や人のシャシンを、手元に残したいという気持ちがあるからでしょうし……」

「まあそれは確かにそうかもね」

　まあ好意か嫌悪かの二者択一ならば、劣情の類いも好意の側に分類されるわけだし。

「私も機会があれば、その……」

　ミュセルはちらりと僕を見て──それからすぐに、何かに気付いた様子で、慌てたみたいにさっと目を逸らした。そんな彼女の頰ほおが、ほんの少し赤らんでいるのに僕は気付く。

　これは……

「もしかしてミュセルも、カメラほしい？」

「え？　あ、いえ、そんな……」

　そう言ってますますミュセルは身を縮こまらせて俯うつむいてしまう。

　慎ましいというか奥ゆかしいというか──正直、激萌もえです。

「あれだけ周りがパシャパシャ撮ってたら、ほしくなるよね」

「え……あ、その、それも、ちょっとはあります……」

　ミュセルの性格や立場からして、カメラがほしいなんて言えないだろうし──ここは僕が気付いてあげるべきだろう。一眼レフとか本格的なものじゃなくても、日常の気軽なスナップ写真が撮れるような、コンパクトデジカメがいいかなあ。申請すればたぶん、次の定期便で手に入れることができるはず──などと考えている僕に、

「ミュセルがほしいのは、実際はカメラじゃないんだけどねえ」

　苦笑を浮かべて美み埜の里りさんが言った。

「へ……？」

　違うの？

「ミ、ミノリ様！」

　珍しくミュセルが慌てたような声を上げた。その反応を見て、何やら美埜里さんは楽しそうに笑っている。

　いや待って。なんなのこれ？

　これがガールズトークってやつ？（たぶん違います）

「まあ今度ミュセルの分のカメラも手配してあげましょっか。……あ、そうそう、写真といえば、日本で撮った写真を何枚かプリントしようと思うんだけど、ミュセルやエルビアは、いる？」

　食卓を見回して美埜里さんが問う。

「よろしいのですか？」

「もちろん。陛下のところにも持って行くつもりだし」

「そういえばブルーク達には、アキバの写真、見せてなかったね」

　日本土産として買ったドライフルーツとか、白●懐炉とかは、すでに渡してあったのだけれど──そういえば写真の方はまだ見せていなかった。

　僕はポケットから取り出したスマホを操作して、日本で撮った写真を画面上に開く。それから手を伸ばしてそれをテーブル越しに、向かいに座っているブルークとシェリスに見せた。

「この立ち並ぶ城壁は……!?」

　アキバで撮ったミュセルの写真を見ながら──ブルークが注目したのは、しかし私服姿のミュセルではなく背景の方だった。

　まあブルークも元軍人さんだし、そういうのが気になるのかもね。

「それペトラルカも同じこと言ってた。これは城壁じゃなくて、ビルっていう建物だよ」

「衣装もずいぶん違いますね。けれど、皆様、よく似合ってます」

　こちらはシェリスの感想。さすがに女性ってことかな。

　ぶっちゃけ──ブルークもシェリスも硬い皮膚に覆われているせいで、あんまり表情というものが表に出ない。だから表情から二人がどんなふうに考えているかを読み取るのは不可能に近いのだけど──まあ、全体的な雰囲気と会話の流れからすれば、二人がそれなりに興味を持って写真を見てくれているのは、分かる。

「アキバで囲まれてパシャパシャ撮られちゃったから、ミュセルやペトラルカも写真を撮る、撮られるってことに、抵抗ないのかもしれないなあ……」

「確かに。最初があれだと、判断鈍っちゃうわよね」

　と笑う美み埜の里りさん。

　厳密に言えば、それよりも前に映画撮影でカメラの前に立つことはあったし、アキバでもカメラ小僧（でも三十前後）みたいな人に写真撮られたりしたことはあったのだけど。どうしてもあの、一斉に携帯やら小型のデジカメやらを向けられる経験をした後では、そっちの方が印象が強くなってしまうのだろう。

「よし、じゃあ陛下とミュセルの分をプリントして……エルビアはいる？」

「…………」

「……エルビア？」

「……へっ!?」

　再度名前を呼ばれて──そこで初めて気付いたのだろう。エルビアがびくりと肩を揺らして顔を上げた。

「ボーッとしてるみたいだけど、どうかした？　ご飯もあんまり減ってないし……」

　エルビアのお皿を見た美埜里さんが尋ねる。

　見れば確かに、エルビアのお皿に載っている食べ物は、ほとんど手つかずの状態だった。

　珍しいことである。彼女は相当に燃費が悪いらしく──いつも、僕達が呆あきれるくらいにたくさんのご飯を食べる。だからミュセルはあらかじめ、エルビアのお皿には多めに盛るのが常だ。そしてそれでもたいてい、最初に食べ終わるのがエルビアなのである。

　なのに──今日は全然、減っていない。

　そういえば今も、全然会話に入ってこなかった。

　なんとなく元気がないようにも見えるし……

「美お味いしくなかったですか？」

「そ、そんなことないっすよ！　ミュセルの作るご飯はいつもウマいっす」

　不安げな顔でミュセルに尋ねられて、エルビアは慌てたようにご飯を食べ始める。

　しかし──

「…………」

　ほどなくして、また、その手が止まってしまう。

　やはり何か悩み事を抱えているようにしか見えない。

　彼女の様子がこんなふうに普段と変わってしまったのは、バハイラムから帰ってきてからである。いや──正確に言えば国境線での話をした直後からか。

　ということは……

「もしかして、アマテナやクラーラのことが心配？」

　僕はそう尋ねてみた。

　アマテナ。そしてクラーラ。

　二人とも、以前の、僕を誘拐したバハイラムの関係者だ。そしてアマテナはエルビアの姉である。二人は国境線にほど近い街に軍人として駐留している。当然──戦闘が起きれば最前線に駆り出される恐れはあった。

「…………！」

　エルビアの表情が強こわ張ばる。

　同時に椅子の陰に隠れていたもふもふの尻尾が──まるで静電気でも発生したかのように総毛立ち、ピンと天井に向かって伸びているのが見えた。

「シッ、シンイチ様、な、なんで……？」

　そう訊たずねてくるエルビアの頰ほおははっきりと引き攣つっていた。

「なんでって──」

　故郷にいる家族の心配をするのは当然のことだと思うけど。

　それとももっと何か別の事情が──

「そういえば──エルビア」

「は、はい!?　なんすか!?」

　ふと、何か思い出した様子のブルークに話しかけられ──エルビアは、裏返った声で答える。

「使っていなかった離れの小屋、掃除して空けといた。いつでも使えるぞ」

「あ、ありがとっす」

「え？　何それ」

　初耳だ。

　確かにこの屋敷には、離れの小屋が幾つかある。そのうちの一つは改装してブルークとシェリスが住んでいるけれど──他は物置小屋の扱いで、ずっと放置されていたはずだ。

「エルビアさんが離れの小屋を使えないかとおっしゃったので」

　と言うのはシェリスである。

「なんで？」

「あ、あの、えっと」

　だらだらと汗をかきながらエルビアは無意味に両手を動かしていたけれど──

「その、そう！　が、画材とか、描き溜ためたものとか！　その、いろいろ出てきたんすよ！　で、保管しておくのにどこか部屋がほしいって思ってたんす！」

「……自分の部屋じゃダメなの？」

　エルビアには、わりと広めの部屋が宛あてがわれていたはずなのだけれど。

　それでも足りないくらいってことだろうか？

　でも、そんなに大量の画材とかを、いつの間に？

「あ、あう……その、描いたものは別の部屋に置きたいというか……あ、湿度！　湿度が悪いんすよ！　だから……」

　そんなことを言いながら──エルビアは、突如、勢いよく立ち上がった。

「よ、用事、用事を思い出したっす！　なので、夕食は部屋でいただくっすよ！」

「あっ……」

　僕達が止める間もなく、両手で夕食の載ったお皿を持ったエルビアは、慌ただしく──それこそ駆け足で食堂を出て行ってしまった。

「エルビアさん、どうされたのでしょうか……？」

「……なんか帰ってきてから、おかしいよね」

　アマテナ達のことが心配で、食事が手に付かないとか？

　でもそれなら、わざわざご飯を部屋に持って行かないような気もするし。今は食べず夜食にするってこと？

　うーむ。分からん。

「……でもまあ、もともとエルビアって変な行動多いしね」

「確かに」

　僕の言葉に頷うなずくのは美み埜の里りさんだ。

「慎しん一いち君を押し倒したりねぇ」

「えっ、なんですかそれ!?」

　美埜里さんの言葉に、光流ヒカルさんが驚きの声を上げた。

　……あ、そういえば。

　光流さんは、エルビアの月のモノのことを──月のモノが来るとエルビアがどうなっちゃうのか、具体的には知らないんだっけ。彼がこの屋敷にやってきたのは、エルビアが僕を押し倒した件の後だし、最近はエルビアも屋敷の周りを走ったりとかして、月のモノの衝動をなんとかごまかしているみたいだし。

「エルビアは、月のモノが来ると発情しちゃうのよ」

　と、あっさり美埜里さんがばらした。

「月に一度の発情期というか。それでまあ、つい、慎一君を──ね？」

「なんですかそれ」

　汚らわしい、とでも言うかのように、口元に手を当てて光流さんが僕を睨にらんでくる。

「それで据え膳を食べちゃったと……？」

「ち──違う、違うんだ」

「いやらしい。男は皆そう言うんです」

「光流さんも男でしょ!?」

　なんで自分は無関係です、みたいな言い方してんの!?

　だいたい、もし僕の代わりに光流さんが支配人として〈アミュテック〉に来ていたら、押し倒されてたのは彼の方だったわけじゃんか！　あ、でも光流さんだったら、そもそもエルビアを庇かばったりはしないかも？　いやそうじゃなくて──

「未遂、未遂だから！　というか僕、押し倒された方だから！」

「ああ、誘い受け？」

「ちーがーうーッ!!」

　そこの女性自衛官（絶賛腐敗中）ッ！

　ややこしくなるからよけいなこと言うな！

「僕は何もしてないから！　……いや、だから、ちょっと、その引いたような目やめて！　僕は無実だから！　弁護士を、弁護士を呼んで──ッ!?」

　冤えん罪ざいで裁判に引きずり出されたような気持ちで悲鳴を上げる僕を──しかし光流さんはジト目でなおも睨み続けていたのだった。
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　まあそんなこんなで──夜。

　執務室で撮影講習会の大枠について考えていた僕は、扉を叩たたく音に顔を上げた。

「シンイチ様──ミュセルです」

「どうぞー」

　パソコンのキーボードを叩く手を止めて待っていると──扉を開き、ワゴンを押してミュセルが入ってくるのが見えた。

「夜食をお持ちしました」

「ありがと」

　ワゴンには、サンドイッチと、茶器一式と、コップが一つ、載せられている。

　……ん？　茶器とは別に、コップ？

「お疲れ様です」

　微笑みながらミュセルは、僕の執務机のところまでワゴンを押してくると──パソコンの横にサンドイッチの皿を置いた。

「本日はどのようなお仕事を……？」
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　以前は、そのまま彼女は部屋を出て行くことが多かったのだけれど、最近は僕が頼んで、少しお喋しやべりをしていってもらうようにしている。夜に一人で仕事をしていると、どうも考えが変な方向に偏ってしまうというか──一歩、退ひいて仕事の全体像を見るための、気分転換が必要になってくるからだ。

「写真についてのこと、生徒にちゃんと説明しなきゃって思ってね。講習会の計画立ててるんだけどさ」

「あ……昼間の」

「うん。美み埜の里りさんがペトラルカに説明したような感じでやれば、分かってくれるかなとは思うんだけど……なかなかね。僕らにとっては当たり前のことでも、エルダントの人達にはそうじゃない部分も多いし」

「なるほど……どうぞ」

　頷うなずきながらミュセルは、コップを直接僕に手渡してきた。

　受け取って中身を見れば──それは半透明で黒に近い色をしていた。シュワシュワと微細な泡が出ていて、そう、喩たとえるならコーラに近い。

　なんだろう。初めて見る飲み物だ。

「これは？」

「はい、お疲れのシンイチ様のために──作ってみました」

　優しく微笑みながらそう言ってくれるミュセル。

　嗚あ呼あ──本当にこの子は、なんてよく気の付く良い子なんだろうか。

「いつもありがとう。ミュセル」

「いえ、そんな……」

　はにかむミュセルの様子が、これまたやたらに初々しいやら可愛いやら。

　僕は胸の中で萌もえ上がって溢あふれ出てきそうな気持ちを押し戻すように、コップに口を付けて中身を──

「ブルークさんの尻尾が入っています」

　──きちんと飲み込む前に噴き出した。

「シ、シンイチ様!?」

「ご、ごめ……」

　慌てるミュセルに、咳せき込みながらも、大丈夫、といった感じで片手を挙げて見せる。

　嗚呼──一口含んだだけなのに、この舌の上に広がる味は。

　何か甘い中にも苦みが強く、こう、焦げ臭い風味が、絶妙な大人の…………大人の………………………………………………っていうか何？　ブルークの尻尾!?

　なんでそんなもんが入ってるの!?

　ひょっとしてこれって黒焼き!?

　そりゃ確かに漢方か何かで、蜥蜴とかげの黒焼きとかを精力剤に使うとか聞いたことはあるけど！

　いや、今はそんなことよりも──

「パ……パソコン……！」

　咳せき込みながらも僕は手元のノートパソコンを見る。

　僕が噴き出した液体──ミュセルの言葉が正しければ、ブルークの尻尾入り炭酸ジュース──は、べっとりと液晶画面に付着し、しかもキーボードの方にまで垂れてきている。

　まずい。このノートパソコンは防水仕様じゃないから、さすがに中に液体が入ったら壊れる。そうでなくてもキーの接点にジュースなんかが入っちゃった日には、そのキーだけ使えなくなってしまう。

「な、何か拭くもの……！」

　雑巾や布巾みたいなものはこの部屋にあったっけ。

　僕は、慌てて部屋の中を見回そうとして──

「げっ……」

　慌てすぎていたのだろう──無理矢理体を捻ひねった際に、平衡バランスを崩し、イスの上から転がり落ちるという失態を、さらにやらかした。

　しかも片手に、まだ中身が半分以上残っているコップを持ったまま。

　当然──

「うわあっ！」

「シンイチ様！」

　投げ出されるコップ。その真下で床に転がる僕。

　結果──僕はコップの中身を、ほとんど頭から被ってしまった。

「ああっ──目が、目が、痛っ……？」

　どうやらジュースが目にも入ったっぽい。

　どこぞの大佐みたいに『目が、目が』と目め許もとを押さえて叫ぶすぐ脇で──ミュセルが慌てて屈かがみ込む気配があった。

「だ、大丈夫ですか？」

「うー……た、たぶん」

　何度か瞬きしていると、ジュースは涙で薄められたのか、痛みはすぐに引いていった。

「も、申し訳ありません、私がこんな──」

「ああ、いやミュセルは悪くない、悪くないよ、僕のために作ってくれたんでしょ？」

　悲しげに目を伏せるミュセルに、僕は言った。

　まあお手製の栄養ドリンクといえば、ゲテモノが出てくるのはたいていの作品でお約束である。ミュセルの出してくれる食事やお茶はたいていが、非常に美お味いしくて真っ当な代しろ物ものなので、僕もつい油断していたのだ。

　いやまあ……どうもミュセルの態度を見ていると、こっちの世界じゃリザードマンの尻尾の黒焼きを使うのは、わりと一般的な民間療法らしいんだけども。

　改めて訊たずねてみると、やはり、リザードマンの尻尾を黒焼きにしたものを刻んで入れてあったらしい。もちろん、まるまる根元から一本、ではなくて本当に先っぽを使っているだけで、数日もすれば再生してくる程度の分量らしい。

　炭酸は匂い消し、甘いのは苦さを和らげるために蜜を多めに入れてあるからだそうで、先入観さえなければ、別に飲めないような代しろ物ものではなさそうだ。

　ただ──

「あ、でもこれすごくベタベタする」

　髪にたっぷり付いたジュースが垂れてきて、迂う闊かつに目を開けることもできない。

　顔を拭おうにも、シャツも思いっきり汚れているので、顔を拭えるものが部屋にない状態だった。

「シンイチ様、とりあえずお風呂に……」

　そう言いながらミュセルがエプロンでとりあえず目の周りだけ拭いてくれる。

「そうだね……たぶんその方が早いか」

「お手を──私がお風呂場までご案内します」

　そう言ってミュセルが僕の手を握ってくる。

　ああ。可愛いメイドさんと手を繫つないじゃってる！　などと普段なら生まれてきたことを神に感謝する僕なのだけれど、さすがに今はそんな余裕もなくて。

　また髪からジュースがぽたぽたと垂れてくる。

「あ、大丈夫、自分で行けるから、ミュセルは部屋の掃除をお願い──特にパソコン」

　細く片目だけを開けて僕はそう言った。

「あ──はい！」

「ご、ごめんよミュセル……せっかく作ってきてくれたのに」

「いえ、私こそ申し訳ありません……」

　声を聞いているだけでも、彼女がものすごく落ち込んで萎縮しているのが分かる。

「ミュセルの気持ちは僕、本当に嬉うれしいからね。ただ僕達はこう、こういうものを食べるというか飲む習慣がなくて驚いただけで──さ」

　壁に手をついて立ち上がりながら、僕はとりあえずそう告げる。

　蜥蜴とかげの黒焼き、という以前に、知り合いの身体の一部とか、いくらなんでもきついんだけど──まあこれは価値観の相違だろう。僕達の世界にだって、人肉食を伝統にしていた部族とかいたみたいだし。

「だから気にしないで」

「あ、あのっ……あ、ありがとうございます、シンイチ様」

　ほんの少しミュセルの声が明るさを取り戻したのを確認すると、僕はやっぱり壁に手をついて手探りしながら──部屋を出て風呂場に向かった。
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　そういうわけで本日──二度目のお風呂である。

　ちなみにこの屋敷では、僕がいつも一番風呂である。

　これは僕が屋敷の主人、つまりは〈アミュテック〉総支配人だからで、そういう意味では二番目が光流ヒカルさん、三番目が美み埜の里りさん、その後がミュセル達──というふうに順番が決まっている。正直、僕としては順番とかどうでも良いのだけれど、ミュセル達が頑として僕の前に風呂に入ろうとしないので、僕も早めにお風呂に入らざるを得ないのだ。

　食事のときに同席するのはまだ『同じ立場に引き上げてもらった』程度で済むらしいけど、風呂の順番の場合は、『旦那様を差し置いて』となってしまい、許されない──というか、ミュセル達としては、ものすごく後ろめたいらしい。

　まあ、それはともかく。

「うー……」

　脱衣所に入った僕は、いちばん扉に近い場所でシャツを脱ぐと、まだ汚れの少ない背中部分で勢いよく顔と頭を拭った。

「はー……やっとすっきりした」

　頭も身体もべたべたで、髪なんてシャツを脱ぐときに妙な感じに固まっちゃって、思わず『覚醒ッ！　スーパー日本人３！』とか叫びたくなるような形になっているみたいだけれど──まあそれでもかなり、すっきりした。

「さっさと入っちゃおう」

　ミュセルだけに掃除をさせるのも気が引けるし、早く身体を洗って、手伝いに行こう。

　僕はさらにズボンもパンツも脱いで、脱衣所に置いてある籠の中に服を入れようとした。

「あ──しまった」

　そういえば着替えを忘れた。仕方ない、ズボンとパンツはもう一度着られないこともないし、お風呂から出たらそれだけはいて、着替えを取りに行こう。

　そう思って籠を覗のぞき込んだ僕は──

「……あれ？」

　そこに、別の誰かの服が入っていることに気付いた。

　短いズボンと、チューブトップ型の服。

　これは──エルビアの？

「……まさか」

　これはあれか！　伝説のお約束ッ！

　昔のカレと街角で──もとい、同居する美少女と風呂場でばったり、ラッキー・スケベの基本形かッ!?　おお、神様、メガサンクスッ!!

　いや、脳天気に喜んでる場合じゃない。

　夕食のときにもさんざん、光流ヒカルさんに白い目で見られたばっかりだし──

「…………！」

　などと焦っていると──風呂場に続く扉が勝手に開いた。

　案の定、湯気の立ちこめる風呂場から姿を現したのは、全裸の、エルビア！

「きゃあああああ!?」

　悲鳴を上げつつも反射的に両手で前を隠す──僕。

　お風呂で裸のご対面！　なんというお約束！　頭にタオルを巻いただけのエルビアはもうそりゃあますところなくすっぽんぽん、弾力と張りのあるすんばらしーいおっぱいがこう、今僕の目の前に！　目の前に！　というかエルビアも隠そうよ!?　そうじゃないと僕ガン見しちゃううぅ！　いやまて、それともむしろ、見て、私を見て──ってことなの（錯乱中）!?

　──などと。

　混乱しつつも男の性さがには逆らえず、僕は硬直したように立ち尽くすエルビアを、同じく硬直したように凝視し続けて──そこでふと気付いた。

「……あれ？」

　湯気越しでよく見えないけれど、彼女の背後から少しだけ見えているその尻尾が、なんだか……白い……？

「エルビア……？」

　なんか違う？

　いつの間にか自分の身体を隠すことも忘れて──僕は違和感の正体を突き止めようと、さらに目の前のエルビアを凝視する。

　すると、それまでは前を隠そうともせずに棒立ちだった彼女が、慌てた様子でむしろこっちに近付いてくる。え？　何？　これってもっと間近でよく見てって──

「慎しん一いち君っ!?」

　ばん！　と次の瞬間、僕の背後で扉が弾け飛んでいた。

　いや。正しくは爆発するかのような勢いで扉が蹴破られていたのだ。

「ぎゃっ!?」

　当然ながら旋回した扉が、すぐ近くにいた僕の背中に激突。

　僕はエルビアの方に突き飛ばされていた。

　そして──

「シンイチ様！」

「どうしたの!?」

　脱衣所に踏み込んでくる足音に混じって、ミュセルと美み埜の里りさんの声が響く。

　どうやらさきほど、僕が上げた悲鳴を聞きつけて、二人が駆け付けてくれたらしいのだ。籠城事件の現場に突入する特殊部隊ばりに扉を蹴破ったのは、いうまでもなく美埜里さんだろう。

「うっ……」

　僕は背中の痛みを意識しつつ、頭を振る。

　僕の頭部は柔らかな何かに押しつけられていて、倒れた際にはそのおかげで頭を打つこともなかったらしく──……………………って。

　この展開は、まさか。

「…………」

　僕は恐る恐るその柔らかな何かから顔を離して──確認する。

　目の前に広がる素晴らしい双丘。柔らかな白い肌が描き出すその曲線は、まるでもっと触れてと僕を誘っているかのようで、実に──

　いや、ちょっと待って。

　おお、神よ、僕にいったい何を望んでおられるのですか。

　なんということでしょう──美埜里さんに蹴破られた扉によって突き飛ばされた僕は、あろうことか、エルビアを押し倒し、その豊かな胸の谷間に顔を埋めていたのです。

　あ。ちょっと待て。

　ということは何？　僕の頰ほおに触れていた、オパーイとは異なる小さな蕾つぼみの如き感触は、ひょっとして、ああ、ひょっとして……あああああああ？

「し、慎しん一いち君…………！」

　美埜里さんの声が、錯乱中の僕を我に返らせてくれた。

　いや。このまま正気を失っていた方が、この状況、いくらかマシだった気もするけれど……！

「まさかとうとう、とうとう……!?」

「ち、違います、違うんですよ美埜里さん！」

　僕に恨みでもあんのか、神ッ！

　よりにもよってこのタイミング……！

　僕は慌てて言い訳──もとい身の潔白を証明しようと、立ち上がって振り返る。

　そこには、驚きの表情を浮かべる美埜里さんと、そしてミュセルがいた。

　美埜里さんはまだ多少、冷静さを保っているみたいだけど、ミュセルはというと、両目を見開き、両手で口元を押さえて震えている。まるで見てはいけないものを見たかのような──今にも卒倒しそうな表情である。

「というより、こうなったのは美み埜の里りさんのせいなんですから！」

　今の状況はただのラッキー・スケベに過ぎない！　僕に悪意はないんだ！　だからこそのラッキー・スケベ、だからこそ少年漫画でも、主人公に対して多用されるお約束なんだよ！　分かって！

　そう訴えつつ僕はミュセルの方に目を向ける。

　美埜里さんはともかく、僕の心のオアシスたる彼女にまで、冷たい軽蔑の視線とかで見られたら、なんという御褒美──もとい、僕はもうたぶん、生きていけない。

　見つめ合う瞳と瞳。

　次の瞬間──

「……っ！」

　声にならない短い悲鳴を上げると、ミュセルは己の顔を両手で覆い隠し、それでも足りないとばかりに僕から顔を背けた。

　そ……そこまで!?

　衝撃を受けてよろめく僕は──そこでようやく気付いた。

　自分が今どういう格好をしているかを。

「いやーん！」

　咄とつ嗟さに身を捩よじって股間を両手で隠す僕。

「男ならもっと男らしい悲鳴を上げたら？」

　呆あきれの混じった声で美埜里さんが言う。

「へ、平然としてないでくださいよ！　せ、せめてあっち向いてあっち！」

「大丈夫、もう見てないから」

　そう言いながらも、美埜里さんは後ろを向いて──ついでにミュセルの肩を摑つかんで、回れ右、背を向けさせてくれた。

　その間に僕は慌ててパンツとズボンを回収しこれをはく。

　で──

「まだ？　慎しん一いち君」

「も、もう大丈夫です、はい」

　とりあえずそう答えると、まず美埜里さんが、そしてミュセルがおずおずと、こちらを振り返ってきた。美埜里さんはともかくとしても、ミュセルの様子を見ていると、改めて恥ずかしさが募ってくる。

「うぅ……慎しん一いちもうお嫁にいけない……」

「大丈夫。ガリウス卿きようならもらってくれるわ」

「ヤメテクダサイ」

　冗談に思えないので。

「だいたいですね、こうなったのは美み埜の里りさんが扉を蹴破ったのがもともとの発端で……あ、そうだ、ごめんねエルビア」

　自分が恥ずかしがるばかりで──故意ではないとはいえ、結果的に押し倒すことになってしまったエルビアのことを僕はすっかり忘れていた。セクハラ云うん々ぬんは抜きにしたとしても、けっこう痛かったのではないだろうか。

　そんなことを思って風呂場の方を振り返ると──

「あれ……？」

　そこにはもうエルビアの姿はなかった。

「エルビアは……？」

「さっき出て行ったわよ？」

　と美埜里さん。

　どうやら僕がミュセルに見られて焦りまくっている最中に、さっさと出て行ってしまったらしい。見れば籠の中にも、もう彼女の服はなかった。いつの間に──と呆あきれるくらいの早業である。

　しかし……

「…………」

「どうしたの、慎一君？」

　僕が首を傾げていると美埜里さんがそう訊たずねてくる。

「あ……いえ……」

　僕は前に一度──勿もち論ろん、故意ではないのだけれど──エルビアに抱きついちゃったことがある。

　そのときの彼女は、むしろあまり気にしていなかったというか……朗らかに笑いながら、僕になら押し倒されてもいい、みたいなことまで言ってくれていた。

　まあ、それは冗談だとしても、自分を押し倒してきた相手に、咄とつ嗟さにそういうことが言えちゃうエルビアの性格を考えると……いまさら、恥ずかしくなって逃げた、というわけでもないと思うのだけれど。

「…………まさか」

　今日一日妙だったエルビアの態度。

　さきほど見た彼女の白い尻尾。

　ほぼ無言で逃げるように立ち去ったエルビア。

　これって……一体？
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　翌日──学校は休みだった。

　起きる時間が変わらなくても、とりあえず決まった時間に予定が入っていないというのは気分的に少し楽だ。気が向いたときに気が向いたことをすればいい。

　とはいえ『朝晩の食事は皆で揃そろって』と僕が決めちゃった以上、朝食の時間は動かすわけにいかないのだけれど。

「おはよー……」

　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら食堂に入って声を掛ける。

「おはようございます、旦那様」

「おはよう」

「おはようございます」

　食堂には三人の姿があった。

　まず挨拶を返してくれたのはテーブルにお皿を並べていたミュセルだ。続けて応えてくれたのが美み埜の里りさんと光流ヒカルさん。三人とも、僕よりずっと早く起きていたのだろう──眠たそうな様子はみじんもない。

「すぐにご用意できますので」

「うん。ありがとう」

　微笑むミュセルに頷うなずいて、僕も美埜里さん達同様、椅子に腰掛けた。

　ぼんやりと食堂を眺めていると──厨ちゆう房ぼうからシェリスがやって来て、テーブルにミュセルが作ったのだろう料理を置いていく。そんな彼女とも、いつもの如く朝の挨拶を交わしていると──

「おはようさんっす。お腹空いたー」

　エルビアがやってきた。

　彼女はいつも通りの朗らかな笑顔である。

　どうやら昨夜のことを引きずったりはしていないみたいだ。僕の方はといえば思い出すだけで恥ずかしいやら申し訳ないやらで、顔が火ほ照てってきちゃうんだけども。

「あ、あの、エルビア」

「はい？　何すか？」

　声を掛けると──エルビアは椅子に座るよりも先に僕のところにやってきた。

「その……昨夜はごめんね」

「へ？　何がっすか？」

　エルビアが目を瞬しばたたかせる。

　まるで昨日のことなど覚えていないかのような反応だ。それともこれは恥ずかしいから触れてくれるなという意味なのか。

　しかし──

「ああ、いや、だから昨日──」

　別に内緒話というわけでもないけれど、大声で話すようなことでもないだろう。

　エルビアに顔を近づけて、僕は囁ささやくような小声で言った。

「僕がエルビアを押し倒しちゃったことだけどね……」

「……ええっ!?」

　エルビアが素っ頓狂な声を上げる。

　僕の配慮なんて完全に無意味になっちゃうような、大声だった。美み埜の里りさんや光流ヒカルさん、食事の用意をしていたミュセルやシェリスまでもが、何事かと驚いた様子で目をこちらに向けてくる。

　そして──

「ア、アーマーねーえええーッ!!」

　両の拳を握って吠ほえるエルビア。

　明らかに激げき昂こうしているけれども──その後、すぐに我に返った様子でエルビアは両手で口元を押さえた。もちろん、慌ててそんなことをしても、いったん、口から出た言葉が消えてなくなるはずもない。

「アマねえって……アマテナのこと？」

「あ、い、いや、なんでもないっす」

　エルビアはごまかすように僕から目を逸らす。

　しかしどっちを向いても、他の皆から視線を浴びていることに気付かざるを得ないわけで──エルビアは居心地悪そうに身じろぎすると──いきなり、ほぼ準備の終わっていた自分の分の朝食を皿ごと両手に抱え込んだ。

「あ、あの、アタシ、今日も部屋でいただくっす！」

　そう言い残して食堂を飛び出していくエルビア。

　そんな彼女の後ろ姿を見送りながら──

「……やっぱりなんか様子おかしいよね」

　ぽつりと漏らした僕の言葉に、皆が頷うなずいた。

　やっぱり誰の目から見てもエルビアの様子はおかしいのだ。

「突然部屋でご飯を食べたがって、離れの小屋を使いたがって、人目を避けてこっそり夜中にお風呂に入る……」

　僕は腕を組んで首を傾げた。

「定番の展開だと、こっそり拾ってきたペットを飼ってる感じなんですけどね。ほら、捨て犬とか」

「ウェアウルフが捨て犬飼うの？」

　と苦笑する美み埜の里りさん。

「いやでも、人間が猿をペットにしたりもしますよ？」

「問題はそこじゃないでしょう」

　と光流ヒカルさんが呆あきれたように言ってくる。

「じゃあ猫？　鳥？　実は親子で数匹とか？」

「そうじゃなくて。とにかく何か隠そうとしているのはバレバレですね」

　光流さんは小さく肩を竦すくめた。

「彼女──噓うそのつけない性格のようですし」

「そうだね」

　最初に捕まったときもそうだったけれど──根が素直なのか、彼女は何かをごまかそうとすればするほどにボロが出る。ただひたすら黙っていればいいものを、疑われると不安になってくるのか、とりあえず適当な言い訳を言い繕っては、そこからまたボロが出る、ということの繰り返しだった。

　正直、密偵なんて仕事には、いちばん向いていない性格である。

　ただ……

「──遅くなってすいやせん」

　ここで──のっそりとブルークが食堂に入ってきた。

　エルビアを除けば食堂に屋敷の住人全員が揃そろったことになる。

「ミュセル達の準備も終わったみたいだし……とりあえず朝食にしましょうか」

　とりあえず僕はそう提案した。
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　朝食の後は、完全に自由時間だ。

　僕達はそれぞれの休日を満喫すべく食堂で解散した。

　もちろん、ミュセルやブルーク、シェリスに完全な休日というものはないし、美埜里さんにしても僕や光流さんの護衛という意味では、二十四時間年中無休なわけだけれど──皆で屋敷でまったりしている限り、いつもよりは楽なはずだった。

　僕はといえば自室で、まず溜たまっているアニメの消化だった。

　アニメは日本で放映されているものを、ハードディスクに録画した状態でこちらに運んできてもらう手て筈はずになっている。もちろん、すべてを詳細に鑑賞している暇はないから、二話か三話分くらい観みて、自分には合わないと思えば倍速、三倍速で流し見することになる。

　それでもハードディスクのデータは溜たまる一方だ。

　ここらでガッツリ消化しておきたい。

　そういうわけで──僕はミュセルの焼いてくれたお菓子とポットにたっぷり入れた飲み物を脇に置きながら、朝からぶっ通しでアニメを観ていた。

「そういえば親父のラノベも、今期アニメになってんだっけ……」

　そんなことを思い出しつつリモコンを操作する。

　そのとき──

「──シンイチ様」

　不意に部屋の扉が叩たたかれ、ミュセルの僕を呼ぶ声が聞こえてきた。

　アニメの再生を一時停止──僕は立ち上がって扉を開ける。

「ミュセル？　どうかした？」

「アニメご鑑賞中にすみません。あの……」

　部屋の入り口には戸惑うような表情を浮かべてミュセルが立っていた。

「ロイクさんとロミルダさんがいらっしゃいまして……」

「へ……？」

　意外な名前が出てきて僕は目を丸くした。

　前述の通り今日は学校はお休みである。ロイクやロミルダに限らず、生徒達と顔を合わせることはまずないと思っていたのだけれど──

「分かった。どうしたのか話聞いてくるよ」

　そう答えると僕はアニメの鑑賞をいったん中止して機材の電源を落とし、ミュセルと共に屋敷の玄関の方へと向かう。すると確かに、そこではロイクとロミルダが待っていた。

「先生！」

　二人は僕とミュセルの姿を見つけると、明るい笑顔で駆け寄ってきた。

　その手には共にデジカメが握られている──ってロミルダも？

「ロミルダ、どうしたの、そのカメラ」

　ロイクのようなデジタル一眼レフではないのだけれど、わりと本格的な、専用機である。

「ジエータイの人に借りてきました！」

「あー………」

　佐さ藤とうさんに限らず私物としてデジカメを持ち込んでいる自衛隊員は何人かいる。また活動記録用に自衛隊が公式に持ち込んでいるものもあるし、その予備も幾つかあったはずだ。ロミルダが借り出してきたのはそうしたものの一つなのだろう。

　どうやらロミルダ、ロイクにデジカメの自慢をされたのがよほど悔しかったとみえる。

　しかし──

「それはそうと、二人とも今日はどうしたの？　わざわざ屋敷まで来て」

「はい。充電させてほしくて」

　とロイクがデジカメを掲げて言った。

「……はい？」

　で──まあ、二人の話を聞くに。

　デジカメに、というか撮影にハマった二人は、どちらがより素晴らしい写真を撮れるかということで、延々と勝負を繰り返しているらしいのだ。

　ところが二人共、パソコンの類いを持っていない。

　だから撮った写真の確認は、デジカメの液晶画面ですることになるわけだけど、野外で液晶画面を見ようとすると、輝度を上げないと見づらいし、そもそも液晶画面というものが意外に電力を喰くう。

　省電力モードだとか、こまめに液晶を消す、というような小技を知らない二人は、ところ構わず写真を撮っては確認を繰り返し、あっという間に電池を空にしてしまったらしいのだ。

　でもって……改めて充電しようにも、そもそもこの神聖エルダント帝国には、電力供給のインフラがない。発電設備と言えば学校近くに設置された太陽光発電機や、風力発電機、後は自衛隊の非常用燃料発電機くらいのもので……そこから電気を供給してもらっているのは、学校と、この屋敷だけ。つまりこのいずれかに持ち込んで充電させてもらうしかないわけだ。

　しかし学校は今日はお休みで施設ごと施錠されているし、ロイクやロミルダの家からは自衛隊の駐留地よりも、僕達の屋敷の方が位置的に近い。そういうわけで二人は電池の切れたデジカメ片手に、押しかけてきた、ということらしい。

「充電させてください！」

　同時にそう口にして、頭を下げる二人。

　ロイクとロミルダ、普段は喧けん嘩かばかりしているくせに、何故か、妙に呼吸が合っているときがあって微笑ましい。僕がバハイラムに攫さらわれたときも、二人してドラゴン人形──〈フェイドラ〉を動かして駆け付けてくれたみたいだし。

「分かった、いいよ」

「やったー！」

　苦笑しながら頷うなずくと、二人は顔を見合わせて嬉うれしそうに笑う。

　なんと言うか、ミュセルの可愛らしさに萌もえ萌もえするのとはまた別で──この二人を観ていると、じゃれ合う子犬と仔こ猫ねこを観ているかのような、ほっこりするような気持ちになれる。

　それはともかく……

「えっと、二人が使っても大丈夫なコンセントは……」

「居間はどうでしょうか」

「じゃあそこにしよっか」

　僕は頷うなずいて歩き出す。

　そこに──

「あ、シンイチ先生」

　ふと思い出した様子でロイクが声を掛けてくる。

「今日、ミノリ先生は？」

「たぶん部屋だと思うけど」

「……そうですか」

　ロイクは残念そうに項うな垂だれた。

　目に見えて落ち込んでるな。どうもロイクとしては充電にかこつけて美み埜の里りさんに会えないか──なんて下心もあったみたい。隣ではロミルダが半眼で軽蔑するような視線を彼に送っていた。

　うーむ。

「まあずっと部屋にこもりきりってわけではないと思うから」

「は、はい！　そうですね！」

　とりあえず慰めるように言うと、面白いくらいに表情を輝かせてロイクが頷き──でもってロミルダが露骨に顔をしかめた。

「またミノリ先生の変な写真、撮る気じゃないでしょうね!?」

「な、何を言う!?　ぼ、僕はただ純粋な気持ちで……」

「へーえ？」

　焦るロイクと呆あきれるロミルダ。

　二人はしばらく睨にらみ合っていたけれども──

「私が勝ったらあんたのカードもらう約束なの、忘れないでよね」

　ロミルダが鼻を鳴らしてそう言った。

　駄目だロミルダ、それは負けフラグだ──と心の中で突っ込む僕。

　しかし……

「そっちこそ。手持ちのカードがなくなって泣く羽目にならないようにな」

　ロイクも素晴らしくお約束な感じの捨て台詞ぜりふを吐く。

　君達、どっちもどっちだよ。お似合いだよ。いっそくっついちゃえよ。

　それはさておき……どうも撮影勝負の結果、勝った方が相手の持っているトレーディング・カードをもらえるという約束をしているらしい。変なところでシビアな二人である。こういうのはむしろ、『負けた方が勝った方の言うことをなんでも一つ聞く』とかの方が、いろいろ愉たのしいというか、想像の翼が広がって良いんだけどなあ。

　まあそれ以前に写真の善し悪しとか、当事者同士では客観的に判断しにくいと思うんだが……その辺の基準はどうなっているのやら。

　そんなことを考えて苦笑しつつ──僕とミュセルは二人を案内して居間へと向かった。
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　せっかく来たのだから──ということで、僕はロイクとロミルダに屋敷で撮影勝負をすることを勧めた。

　これならば電池がなくなればまた充電すれば良いし、何より、二人が撮影している様を近くで僕が見ていれば、マナーの指導もしやすいと思ったからだ。

　撮影講習会はもちろん、別にやるつもりだけれど、そもそもカメラを手にしたばかりのエルダントの住人が、何を『やらかす』かは僕にもいまひとつ想像がつかない。先にロイクとロミルダの撮影する様子を見ておけば、講習会にも何かと役に立つかもしれない。

　もちろん──二人はすごく喜んだ。

　考えてみれば、生徒達で僕達の屋敷を自由に見て回るのは、この二人が初めてだ。

　そしてこの屋敷は〈アミュテック〉の社屋でもある。

　つまりロイクやロミルダにとって、ここは『ニッポンのオタク文化』の最前線──田舎から出てきたオタクが、東京の秋葉原に立ったときのような感動があるのだろう。

　そういうわけで……

「これも！　これも！」

「おおっ……これは！」

「ちょっとロイク邪魔、どいて！」

「ロミルダこそカメラの前でちょろちょろ走り回るな！」

　とかなんとかやりながら二人は──僕の本棚やら、フィギュア棚はもちろん、厨ちゆう房ぼうやら食堂やらまで、屋敷の中で写真を撮りまくっていた。どうも満充電までは待てないらしく、ちょっと充電しては飛び出していって撮影、電池が切れたら戻ってきて二人して充電、そしてまた撮影、この繰り返しだった。

　そうして撮影をすること、およそ三時間余り。

　デジカメの記録容量をお互いにほぼ使い切ったところで、二人は居間に戻ってくると、撮影勝負の判定を僕に依頼してきた。要するにどちらがより良い写真を、数多く撮ったか、それを僕に決めろというのだ。

「……それにしても、たくさん撮ったね」

　居間で、まずはロミルダが撮った写真をデジカメで見ていた僕は、思わず苦笑を浮かべてしまった。

　ちなみに居間には、僕以外にもミュセルや、ロイクとロミルダが来たと知って自室から出てきた美み埜の里りさんや光流ヒカルさんの姿もある。

　ソファに座る僕の隣にミュセル、テーブルを挟んだ向かいには美埜里さんと光流さん。ロイクとロミルダは僕達の側に並んで立っている。

　僕は全員に見えるように、テーブルの上にノートパソコンを置いて、そこに取り込んだデジカメの画像を表示していた。

「これは……光流さんの部屋？」

　クローゼットと、ハンガーに掛けられているゴスロリ衣装。机の上にはパソコンと──指輪やイヤリングといった小物。

　どう見てもこんな部屋、彼のもの以外にあり得ない。

「ええ、そうです」

　光流さんはデジカメを覗のぞき込むと、そう言って頷うなずく。

　彼の部屋の写真は他にもあって──そこには衣装の他にも、衣装を作る材料らしい布や、ミシンなどが写っていた。

「ヒカル先生の部屋、楽しかったです！」

「ふふ、ありがとうございます」

　ロミルダに言われて光流さんが微笑む。

　生徒達の撮影にあまり良い顔をしていなかった光流さんだけれども、やはり了承を得ず勝手に──というのが嫌なだけで、写真を撮られることそのものは、むしろ好きらしい。

　まあレイヤーさんだしなあ。

「これは廊下でー……これは……」

　続けて写真を表示していった僕は──本棚の写真で動きを止めた。

「……これは、美埜里さんの本棚ですね」

「え？　どうして分かるの？」

「だってタイトルが……」

　アップで撮られた本棚の写真は、並んでいる本のタイトルがよく見えた。

『どＭ眼鏡』から始まり、『彼は鬼畜なご主人様』だの『僕と先生の秘密』だの、意味深なタイトルがずらりと並んでいる。

「ああ、そこは肌色中心の本棚だったから。初心者はもっとソフトな可愛い絵柄のものから始めないと」

「いえ、いいです。見たくないです」

　手を伸ばしてパソコンを操作しようとする美み埜の里りさんに、僕は首を横に振った。

　というかＢＬ本に初心者向けと熟練者向けってあるのか……!?　どっちも見たいとは思わないけれども。というかロミルダも何撮ってんの。

　呆あきれる僕だったが──それとは別に、何やら衝撃を受けている者が一人。

「ロ、ロミルダ！　まさかミノリ先生の部屋に入ったのか!?」

　ロイクである。

「ぼ、僕は入らなかったのに……」

「だってミノリ先生がいいって言ってくれたんだもの」

「くッ……！」

　そう言って唇を嚙かむロイク。

　一応、彼なりに遠慮して、美埜里さんの部屋には入らなかったらしい。わりと僕がしつこく『マナー』だの『空気読もうね』と言ったからだろうけれど──しかしいざロミルダが写真を撮っているのを見ると、彼は悔しくて仕方がないようだった。

「あ、ほら、ミュセルも写ってる」

「な、なんだか恥ずかしいです……」

　さらに写真を見ていけば──洗濯途中らしいミュセルの姿もあった。

　表示を拡大するとミュセルは恥ずかしそうに頰ほおを赤らめて目を伏せた。

　他にも、廊下ですれ違ったらしいブルークやシェリスの写真もある。

　こうして続けざまに見ていくと、わりと、撮影者の癖というか、撮影の方向性みたいなのが見えてくる。

「ロミルダは人中心に撮ってるって感じなんだね」

「はい」

「じゃあ次はロイクの分」

　そう言って僕は彼のデジカメから取り込んだデータのフォルダを開く。

　ロイクの撮った写真は、どちらかといえば風景が多いみたいだった。屋敷の窓から見える庭とか、逆に外から撮った屋敷とか。

　ふむ。ロイクって意外に、こういうセンスいいような気がする。

　カメラを持ってまだ数日の者が撮ったとは思えないような、印象的な構図が何枚かあった。あるいはカメラの性能に助けられたうえでの、偶然の産物なのかもしれないのだけれど……

「あ、ここの窓、ミュセルが写ってるよ。洗濯物運んでるところじゃない？」

　庭から撮ったらしい屋敷の窓に、歩いているミュセルの姿が映っている。

　そして次に出てきた写真は──

「これはエルビアかな」

　部屋の窓越しに見える獣ケモノっ娘こ。

　彼女は外に向かって伸びをしている。

「エルビアさん、今日はずっと部屋で絵を描くとおっしゃっていましたから」

　僕の隣で言いながら、ミュセルがノートパソコンの画面をよく見ようと、身を乗り出してくる。結果──ミュセルは、僕の方に身を寄せるというか、寄りかかるような形になっていた。

　おおう。腕に、腕に、柔らかな、柔らかな、肌の、あああああ。

　ミュセルにしてみれば無意識のことなんだろうけれど……こう、彼女の素肌剝むき出しの肩とかが、僕のやっぱり素肌剝き出しの腕に当たったりして、その柔らかさとか、すべすべした感じとか、体温とかが感じられたりなんかして、僕としてはついドギマギしてしまうのだ。

「えっと、あ、これは例の離れの小屋だね」

　ミュセル本人に気付かれると恥ずかしいので、僕は溢あふれ出る興奮をごまかそうと──意識を指先に集中させてパソコンを操作。

　次に出てきたのは、離れの小屋の写真だった。

　たぶん、ブルークが、エルビアのために掃除して空けたと言っていた──あの小屋だ。

　さして大きくはない。物置として使ってはいるものの、一応は使用人が増えた場合に住むこともできるような構造になっているらしく──壁には窓が塡はまっている。

　そして僕はそこに写っている人の姿に気付いた。

　ぼんやりとガラス越しに見えるその曖昧な人影は──

「し、心霊写真!?」

「え……？」

「ほ、ほらここ！」

　怪け訝げんな表情を浮かべる美み埜の里りさんに僕は写真を──そこに写る小屋の窓をカーソルで示した。皆にもよく分かるようにとその部分を選択し、拡大。

　すると──

「あ、なんだ、エルビアか」

　ホッと安心して息を吐く僕。

　そこに写っていたのはエルビアだった。

　もちろん、絵や画材の保管に小屋を使いたいと言っていたから、彼女がそこに写っていることそのものにはなんの問題もない。デジカメの焦点が窓枠の方に合ってしまっているので、彼女自身の姿がぼやけて、幽霊みたいに見えちゃっただけのことだ。

　しかし……

「……おかしくないですか？」

　ぽつりと呟つぶやいたのは光流ヒカルさんである。

「さっきエルビアさんの写った写真がありましたよね？」

「あ──うん」

「デジカメの写真は撮った順番に並べられているので、部屋にいるはずのエルビアさんがここにいるのはおかしくないですか？」

「でもそれから移動してたんなら、別に不思議はない──と思うけど」

　そう思って僕は写真のフォルダを開き直す。

　さきほど見た──自室で伸びをしているエルビアの写真。

　そして今見た──小屋の中に立っているエルビアの写真。

　一見するとなんの矛盾もないようだけれど──

「ほら、あの写真からこの写真まで、ほとんど間隔がありません」

　光流さんが画像ファイルの記録日時を指差した。

　言われてみれば……確かに二枚の写真の間には、一分も時間差がない。

　エルビアの脚力ならば、全力疾走すれば、自分の部屋から小屋まで行けないことはないだろうし、窓から直接飛び出せばもっと時間は短縮できるんだろうけども。そしてそれができるだけの身体能力を彼女は持っているけれども。

「しかもエルビア、今日は一日部屋にこもるって言ってたんじゃなかった？」

「は、はい……」

　美み埜の里りさんに訊きかれて、おずおずと首を縦に振るミュセル。

「それって……」

　念のために改めて写真を見る。

　自室のエルビアも、離れの小屋のエルビアも、どちらも何かの影がエルビアみたいに見えている──とかそんな見間違いではない。後者はぼやけているけれども、拡大して見ればその姿形はエルビア以外の何者でもない──少なくとも僕にはそう見えた。

「ど……どういうことなのでしょう……？」

　怖くなったのか──ミュセルが僕の服の裾を摑つかんでくる。

　ロイクとロミルダもようやく光流さんの指摘の意味に気付いたらしく……顔を青ざめさせていた。こっちの世界に幽霊だの二重存在ドツペルゲンガーだのの概念があるのかどうか、いまひとつ僕にも分からないけれど……『わけの分からない不自然なもの』に対する恐怖というのは、共通であるらしい。

「お、お祓はらい！　お祓いしないと！　この場合お祓いするのはエルビア!?　それとも写真を撮ったロイク!?」

「ぼ、僕ですか!?」

　目を丸くして硬直するロイク。

　どうも『お祓はらい』という概念はこっちにもあるらしい。

　しかし──

「落ち着いて、慎しん一いち君」

　美み埜の里りさんが苦笑して言った。

「それに本当にエルビアだったら生いき霊りようってことになっちゃうわよ」

「それは確かに……」

「そもそも何故エルビアなのか……ってことよね？」

　何か意味ありげな含みを持たせた口調で美埜里さんが言ってくる。

　僕は、改めて離れの小屋の写真を拡大表示して、そこの窓に写るエルビアの顔をまじまじと見つめた。当然ぼやけているのだけれども、もともとロイクのカメラは高画質・高画素数の一眼レフ──圧縮前のファイルを画像補正用のソフトで少し弄いじってやると、ある程度までは鮮明な画像にすることができる。

「…………」

　そこに写るエルビアは無表情だった。

　普段の明るい彼女からは想像できない、まるで感情を押し殺しているかのような。どっちかが幽霊だというのならば、間違いなく、こっちがそうなのだろう。

　ただ──

「美埜里さん。これってやっぱり」

「ええ。たぶんね」

　どうやら彼女もとっくに気付いていたらしい。

　納得の表情で頷うなずき合う僕と美埜里さんを──しかし、ミュセル達は、なおも不安げな表情で見つめていた。





第二章　色違いで大違い







　深夜……灯あかりの消えた廊下を、ひたひたと裸足はだしで歩く人影があった。

　周囲を気にしつつ。足音を殺しながら。気配を抑え込んで。

　まるでどこかに忍び込む泥棒か何かのように──静かに、しかし、迅速に。

　やがて彼女は脱衣所の前に辿たどり着くと、その扉に手を掛ける。

　頃合いや良し。

「やあ。エルビア」

「──ッ!?」

　掛けられた声に、彼女はびくりと反応した。

　タオル片手に身構える獣ケモノっ娘この前に──それまで息を殺して隅すみに身を潜めていた僕と光流ヒカルさんが姿を見せる。まさかこんな夜中に僕らと、しかも脱衣所の前で鉢合わせするとは思っていなかったのだろう。『エルビア』の表情にははっきりと警戒の色が滲にじんでいた。

　何故？　とでも言いたげだ。

　だがそれはこちらも同じ。

「こんな時間にお風呂？」

　僕は笑顔でそう訊たずねる。

『エルビア』は一瞬、言葉に詰まったかのように短く息を吞のんで──しかしすぐに冷静な表情を取り戻して、はっきり頷うなずいてきた。

「そうだ」

「へえ。そうなんだ」

「ああ。そうなのだ」

「…………」

「…………」

　僕らの間にわだかまる沈黙。

　気まずいことこのうえないのだけれど、『エルビア』は至極冷静な態度を崩さない──いつもの彼女からすれば、冷静すぎるくらいに、まるで別人であるかのように。

「用事はそれだけか？」

　沈黙を守ったままの僕に『エルビア』はそう言うと──まるでこの場から逃げようとするかのように横へと踏み出すと、僕らの脇を通って歩み去ろうとする。

「あ、ちょっと待って」

「……なんだ？」

　立ち止まり肩越しに振り返る『エルビア』。

「お風呂、入らないの？」

「…………」

　再び黙り込む『エルビア』。

　そんな彼女の様子をどう思ったのか──僕の隣に立っていた光流ヒカルさんが、『エルビア』の前に回り込むと、その両肩を摑つかんで回れ右。そのまま背中を押して『エルビア』を再び脱衣所の扉の前まで連れてきた。

「駄目ですよ。エルビア。サボろうったって、そうはいきません」

「……？」

「え……？」

　唐突な光流さんの言葉に驚く『エルビア』──と僕。

　あの、光流さんてば、何を？　打ち合わせにはなかった対応なんですけど……

「慎しん一いちさんの背中を流すのは、エルビアの役目でしょう？」

　平然と光流さんはそんなことを言い出した。

「ちょっ……!?」

「エルビアがバハイラムへ行っていた間は、私が代わりをしてたんですから。帰ってきたからにはサボらないでくださいね？」

「……背中……を？」

　少しぎくしゃくしたような口調で『エルビア』が問うてきた。

「ええ。もちろん──『背中を流す』というのはモノの喩たとえですよ、知っているでしょうけれどね？」

「……というと」

「実際には、後ろも、前も、です」

　と僕が否定の言葉を口にする前に、光流さんは言ってしまった。

　ちょっと待って。前って何、前って。

　いや言葉通りの意味だろうけど──そういう言い方をされると、ものすごく卑ひ猥わいに聞こえるのは僕の心が汚れているからですかそうですか。だいたい、エルビアが僕の背中を流すとか、想像するだけでものすごいエロいんですけど。

　まあこれで『エルビア』が音ねを上げてくれると僕らも助か──

「そうか。では行くぞ」

「……へ？」

　驚いて振り返ると、『エルビア』が何やら覚悟を決めたような表情で僕を見つめていた。

「あ……いやだから……」

　僕が言い訳する間も与えず、『エルビア』は僕の手を摑つかむと、脱衣所の中へと入っていく。振り解ほどこうにも彼女の握力はすごくて──たぶん、林りん檎ごだって握り潰せるだろう──僕は引きずられるようにして、ついていくしかない。

「え……ええええええ!?」

　助けを求めて光流ヒカルさんの方を振り返っても、彼はにこやかに手を振るばかりで何かしてくれる様子はみじんもない。というか明らかに面白がっている。

　なんなの、この間は、僕がエルビアに押し倒されたって話を聞いて『不潔！』みたいな反応していたくせに……!?

「光流さ──」

　それでも助けを請おうとして肩越しに振り返る僕の目の前で、彼の手により扉が閉められてしまう。

　完全に退路は断たれた。助けも期待できない。

　なんと言う袋小路……！

「あ、あの……！」

　こうなったら『エルビア』本人に思おもい止とどまってもらうしかない。

　彼女が僕を摑む手が離れる。僕は『エルビア』の方を振り返り──

「あのね、これは──ぁぁあああああ!?」

　僕の目の前に『どん！』とかいう擬音でもついているかのような迫力で存在する二つの大きな乳房が、続くべき言葉を封じてしまう。まあ確かにチューブトップなんてあっという間に脱げちゃうのだから、こういう状況は想像してしかるべきだったのだけれど……！

「えっと、つまり、これは」

　僕が泡を食って意味のない言葉をぽろぽろ漏らしている間に、『エルビア』は思い切り良く衣装のすべてを脱ぎ捨てていた。要するに生まれたままの姿ってやつ──もっと端的に言えばすっぽんぽん……！

「何をしている？　──ああ、脱がすのも役目か」

　硬直している僕の前で、一人納得した様子で頷うなずくと──『エルビア』は問答無用で僕の服をはぎ取りに掛かった。
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　どうしてこうなった……？

　風呂場で木製の小さな腰掛けに座りながら、僕はただひたすら目の前の壁を見つめて、素数を数えたりしていた。

　状況はもう完全に、進退窮まっていた。

　腰にタオルを巻いただけの僕。前は壁。でもって後ろにはタオルすら巻いていない全裸の『エルビア』がいる。もちろん、逃げ場とかそんな都合の良いものはない。前方の壁、後方の狼おおかみ、とでも言うべきか。もちろん、その気になれば、あますところなく見ることができるし見られちゃいもする。何を？　もちろんナニを含めてすべてを。

　というか本当──なんなのこの状況!?

　二次元じゃ定番ネタというか、よく見掛けるシチュエーションだけど、いざその現場に自分が放り込まれると、焦るわ、戸惑うわで、ろくに考えもまとまらない。もともと性根のヘタレな僕には刺激が強すぎてもう、ナニがアレでドレしそうなくらいにソレだった。

　こんなの初めて──…………でもないけれど。

　以前、バハイラムに攫さらわれたときに、僕の面倒を見てくれていたクラーラがやっぱり風呂に入ってきちゃったことがある。そういえばあのときは、クラーラに背中から抱き付かれたりなんかして、やっぱり焦りまくったっけ。

　というかバハイラムの貞操観念とか羞恥心とか、いったいどうなってんの？

　それとも半獣人が特殊なの？

「では──始める」

　まるで果たし合いでもしようかってくらいに堅い口調で宣言する『エルビア』。

　いや待って。始めるって何を？　背中流すだけだよね？　だけだよね？

「ひぁっ」

　混乱する僕の背中に、何やら柔らかな感触が。

　タオルで背中を洗ってる──わけではない？

　いや、これは石せつ鹼けんこそ付いているけれど、彼女の手そのもの……？

「ちょ、ちょおおおお!?」

　背中を流すってただお湯を流すだけではなく!?　ああそういえば前も後ろもとか言って──いやそうじゃなくて！　せめてタオルは!?　もしかしてタオル使わず手で洗う文化なの!?　他人の体も例外なし!?　どこのアレなお店だよ!?

　僕の脳はもう震えるほどにヒートだった（意味不明）。

　だいたい、このすぐ近くに全裸の女の子がいるって状況だけでも一杯一杯なのに、石鹼をつけたヌルヌルの手で、背中とはいえ直接肌を触られたりなんかしていると、くすぐったいと同時にイケない気分になってくる。

　ああ。駄目、駄目、僕は、僕はああああ……！

「ア……アマ……待っ……！」

　なんとか『エルビア』を止めようとするのだけれど、脳が沸騰中で上手く言葉が出てこない。落ち着け、落ち着くんだ僕、こういうときは『プリピュア』を初代から順番に数えて落ち着くんだ！　ええとブラックとホワイトとルミナスとブルームとイーグレットとドリームとルージュとレモネードとミントとアクアとピーチとベリーとパインとパッションとブロッサムとマリンと──ああそれからなんだっけ!?
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「タ、タンマ！　本当に待っ……」

　にっちもさっちもいかなくなった僕は、とりあえず背中の手の感触から逃れようと、勢いよく立ち上がる。

　だがその瞬間、のぼせていたのか、姿勢を崩し、なんとか体勢を立て直そうと踏み出した足が、床に落ちていた石せつ鹼けんを踏んで──滑る。

　なんと言うお約束っ!?

　──などと感嘆している余裕すら実際にはなく。

「わあああああ!?」

　悲鳴を上げながら僕は転倒する。

　なんとかしようと身をひねりつつも、取り返しはつかず──結果、真後ろにいた『エルビア』を巻き込んで、その上に。

　繰り返すけど僕は裸。『エルビア』も裸。

　腰のタオルすら倒れた拍子に外れちゃって、つまりは、その、僕と『エルビア』を遮るものはもういっさい、何もないというか、素肌と素肌が接触してもう、柔らかいやら熱いやらで何がなんだか……！

「…………」

「…………」

　さすがの『エルビア』もこの唐突な成り行きにはついていけていないのか、若干、強こわ張ばった顔で僕を下から見上げている。僕は僕でやっぱりどうして良いのか分からないまま、その目を見返すばかりで。

　風呂場にわだかまる──静寂。

　しかしそれとは別に僕の頭の中では痛いくらいに激しく自分の心臓が鼓動する音が響いていたりする。

「…………」

　しかも『エルビア』は、まるで覚悟を決めたかのように目を閉じたりして。

　あああああああ。

　やばい。これは本当にやばい。

　肉体的にも精神的にも僕はもう限界だ。

　限界だ！　限界だ！　もう一度言うぞ限界だ！

　接近な、遭遇は、潮吹き話でシシマイ！（激しく錯乱中）

　などと──脳内で即興の電波ソングが、何故かエルビアの声で鳴り響きまくっていた、まさにそのとき。

「お姉様！」

　勢いよく浴室の扉が開かれた。

　聞き覚えのある声に顔を上げれば──一人の少女が、僕達に向かってまっすぐ突撃してくるのが見えた。

　頭に猫のような尖とがった耳、お尻に尻尾を生やした、小柄な女の子。

　僕は瞬間的に青ざめていた。

　なんだこの修羅場!?

「ク……クラーラ!?」

　クラーラ・ベルバリス。

　ウェアタイガーでバハイラムの軍人。

　彼女まで来てたの!?

　いや、考えてみればむしろそれは当然だ。今も彼女は脱衣所の物陰か何かでずっと僕らの様子を窺うかがっていたのだろう。クラーラが、お姉様と慕う『彼女』の側から離れるはずがない。

　まずい。さきほどとは別の意味でまずい。

　愛しの『お姉様』を風呂場で押し倒しているこの僕が、彼女の目に、いったいどのように映っているのか──なんとなく想像がつくからよけいに怖い。

「これは誤解で……！」

　そう叫ぶがあまりに時間がない。

　猛烈な勢いで間近に迫ったクラーラは、僕と『エルビア』を見つめ──

「ひどいです！　私だけ仲間はずれなんて！」

「……へ？」

　思わず間の抜けた声を漏らす僕。

　次の瞬間、あろうことか──クラーラはその場でいそいそと服を脱ぎ始めた。

　ちょっと待て！　いやもう今回は何回目かよく分からないけど本当にちょっと待て！

　なんなの君は!?　僕をぶっとばし、お姉様を助けるんじゃないの!?

　ああ、そういえば彼女ってお姉様の次に僕のこと好きとか言ってくれて──ああああ!?

「違うから脱ぐのやめてクラーラ！」

　僕は悲鳴じみた声で叫んだ。

　これでクラーラに背中から抱き付かれてサンドイッチ状態とかになったら、本当に僕は、僕は、ああ僕は！

「というかやっぱり──エルビアじゃなくてアマテナなんでしょ!?」

「クラーラ！」

　僕の下から『エルビア』が叫んだ。

　おお。さすがは『お姉様』だ！　クラーラがびくりと身を震わせて脱ぐのをやめる。

　さらに『エルビア』はわずかに身を起こしながら、こう言った。

「馬鹿者！　バレてしまったではないか！」

「そっちかよ！」

　僕は思わず頭を抱える。

　どうやら自分の変装がバレていないと本気で思っていたみたいなのだけれど。

「あー……アマテナ、クラーラ」

　ともあれ──おかげでなんと言うか、馬鹿馬鹿しさで、一気に冷めた。

　僕は溜ため息をついてから『エルビア』──もとい、エルビアの姉アマテナと、その部下であるクラーラを見つめた。

「とりあえず、事情──聞かせてくれない？」
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　それから──半時間ばかり後。

　すでに時刻は深夜とも言うべき時間帯だけれど、居間にはランプが灯されていた。

　でもって、その真ん中で腰に手を当てて仁王立ちしているのが美み埜の里りさん。

　彼女の前に並んで正座させられているのが、エルビア、アマテナ、クラーラだった。ついでに言うと彼女達と一緒に僕と光流ヒカルさんも正座しているのだけれど。というかさせられていたのだけれど。

「さて、どういうことか説明してもらいましょうか」

　微笑む美み埜の里りさん。

　しかしその額にはどこかの漫画表現みたいに、くっきりと怒りの青筋が浮かんでいたりする。血圧上がりすぎて、まずいんじゃないかと思うくらい。

　やばい。かなり本気で美埜里さんは怒ってるっぽい。

　浴室での騒ぎを聞きつけて、ミュセルと美埜里さんが駆け付けてきたのは、クラーラが飛び込んできてから、すぐのことだった。

　かつてアマテナとガチでやり合ったこともある美埜里さんは、当然のことながら本気でバハイラム勢を制圧に掛かった。具体的には９ミリ拳銃を構えて『こちらの指示に従わなければ撃つ』と宣言したのである。

　僕を救出する際に、美埜里さんやミュセルが銃器を使っているので、アマテナやクラーラもその威力はよく知っていたらしい。意外と素直に二人は投降の意思を示した。

　で……

　素っ裸だった僕とアマテナ、半裸のクラーラはとりあえず服を着ることは許されたけど、そのまま有無を言わせず美埜里さんによって居間に連行された。近くで待機していた光流さんも関係者と判断されて同様だ。

　さらに言えば……この状況にエルビアが無関係なはずがない。

　そういうわけで美埜里さんに頼まれたミュセルがエルビアを呼んできて──現在の状況になっているのだ。

　そして──

「あ、あの、あの……」

　誰もが気け圧おされて沈黙する中……怒いかれる美埜里さんに対して最初に口を開いたのは、驚いたことにエルビアだった。

「なぁに？　エルビア？」

「実はアタシ、アマ姉とクラーラを屋敷でこっそり匿かくまってたっす！　ごめんなさい！」

　エルビアは土下座の勢いで頭を下げる。というか勢い余った彼女の頭が、床に当たってゴツン──とけっこう痛そうな音が聞こえた。

　美埜里さんは、そんなエルビアをしばらく半眼で見下ろしていたけれども──

「それが？」

　大きく溜ため息をついてそう言った。

「え？　それがって──だから」

「そんなのとっくに気付いてたわよ」

　呆あきれた様子で言う美み埜の里りさん。

「……へ!?」

　驚くエルビア。

　その隣では、やはり驚いた様子でアマテナとクラーラが顔を見合わせている。

「私も慎しん一いち君も光流ヒカル君も皆、気付いてたわよ。というかあれだけ不自然な行動しておいてどうして気付かれないと思えるんだか……」

　そう。実は僕達は気付いていた。

　エルビアがアマテナを匿かくまっているというそのことに。

　まあ正確に言えば察していたというか、疑いを持っていた程度で、それが確信に変わったのは昼間にロイクが撮った写真を見てからなのだけれど。さらに言えばクラーラまで匿われているとはさすがに気付いていなかった。

「エルビア、貴女あなたは自分が思ってるよりも分かりやすいんだから」

「うっ……」

　はっきりそう言われて衝撃を受けたように呻うめくエルビア。

　美埜里さんはもう一度溜ため息をついてから、視線を僕達に向けてきた。

「それより……慎一君、光流君？」

「は、はひ」

　思わず声が上擦ってしまう僕。

　光流さんもさすがに表情が引き攣つっている。

「私言ったわよね？　エルビアがアマテナを匿ってて、アマテナがエルビアのフリをしているのはたぶん間違いないけど──とりあえず様子を見ましょうって？」

「はい……」

「じゃあどうして、こんなことになったのかしらね？」

　腕を組んだ美埜里さんにジロリと睨にらまれて、僕と光流さんは改めて縮こまった。

「……私が様子を見ようと言ったのはね」

　少し口調を緩めて美埜里さんは続けた。

「匿っていることがバレた場合に──アマテナとクラーラが、慎一君や光流君を襲ったりするんじゃないかって、危惧してたからよ」

　アマテナもクラーラも半獣人で、身体能力は僕達よりも上だ。

　しかも二人は正規の軍人として戦闘訓練を受けている。つまりは暴力を使うことに躊ちゆう躇ちよがなく──脅威という意味では本当に洒しや落れにならないのである。たぶん、本気で掛かれば、彼女らは素手でも僕や光流さんを殺せちゃうだろう。

　一対一でやり合えば、格闘技の達人である美埜里さんでも、勝てるかどうか。

「だから私は、慎重にことを問い質ただすつもりだったの」

「……ごめんなさい」

　美み埜の里りさんが怒っているのは、僕らのことを心配してくれているからで──だから、僕らとしては、ただ謝るしかない。

「アマテナを待ち伏せしようと言い出したのは僕です」

　とりあえず正直に僕は告白することにした。

　面白半分というか──エルビアのフリをしているアマテナなんて他に見る機会がないからと、好奇心に負けてしまったのだ。アマテナの生真面目な性格も分かっていたので、からかえば面白いかな……とも思ってた。

　正直、僕はアマテナに関して『敵国の人間』だという認識が、ほとんどなかった。

　とりあえずオタク作品の『密輸』で協力関係にはあるけれど……一度は僕を拉致して、脳にぶっとい楔くさびをぶっ刺す用意までしていた相手だ。無条件に味方だと見なすわけにはいかない、というのが美埜里さんの考えだろう。

　そしてそれは正しい。

　協力関係も敵対関係も状況次第で変化する。

　僕達の屋敷に無断で潜んでいたアマテナが、再び敵となっている可能性は、否定できなかった。少なくとも細かい事情を知らない限り、お互いに無条件で信用し合える立場ではないのだ。

「そそのかしたというか……焚たき付けたのは、私です」

　と片手を宣誓するかのように挙げて光流ヒカルさんが言った。

「私もエルビアにそっくりのお姉さんを見てみたいと思って、慎しん一いちさんと一緒に待ち伏せてました。……慎一さんとアマテナさんを一緒にお風呂に入れたのは……その……」

　光流さんは少し言い淀よどんでから、続けた。

「慎一さんの慌てる顔が見たかったというか……ちょっと面白そうだなって」

「もしアマテナが武器を隠し持っていたらどうするつもりだったの？」

「…………」

「彼女が、正体がバレたと思って慎一君を殺そうとしたら？」

　もしその場合は僕なんか瞬殺だったろう。

「……はい……すみません」

　謝る光流さんの顔にはいつもの余裕と自信に満ちた表情はない。

　光流さんは僕が誘拐されたことを、話としては聞いているだろうけれど、直接には見ていない。そもそもバハイラムというエルダントと敵対する国家の存在すら、聞きかじりの知識として知っているだけなのだ。だから『敵』であるアマテナがどれだけ危険なのか──彼女が『敵』として本気を出せば、僕らがどうなってしまうのか、よく分かっていなかったのだろう。

　美み埜の里りさんはしばらく、僕達を睨にらんでいたが──

「……まあ結果として、面倒なことにならずに済んだから、よかったけれど」

　これ以上言っても仕方ないと思ったのだろう。

　美埜里さんは肩を竦すくめると、僕や光流ヒカルさんから視線を外して──バハイラム勢の方へと向き直った。

　エルビアはまあ当然として……アマテナもクラーラも大人しい。

　美埜里さんの警戒心が緩むのを待っているのか、それとも、もともと僕達とやり合うつもりはなかったのか。まあ今までの経緯からすると後者なのだろうけれど。

「アマテナ・ハーナイマン、クラーラ・ベルバリス、だったわね」

　美埜里さんの言葉にアマテナとクラーラは黙って頷うなずく。

「バハイラムの軍人の貴女あなた達がどうしてここにいるの？　目的は何？　具体的な説明を求めます。事と次第によってはエルダント側に引き渡さなければなりません」

　エルビアがアマテナ達を匿かくまっていたのは、まあ分かっていたのだけれど。

　問題はそれがどうしてか──だ。

「……お姉様」

　クラーラがアマテナの方に伺いを立てるかのように目を向ける。

　アマテナはというと、小さく頷いてから、美埜里さんの方をまっすぐ見上げた。

「……バハイラムで、大規模な粛清が始まった。その際に私達も疑いを掛けられたのだ」

「粛清……」

　なんだかこう危険な匂いがすごくする言葉だ。

「でも疑いって……？」

「ぎりぎりのところで逃げてきたので、詳細は私達にも分からない。だが以前から軍の腐敗は……贈収賄や軍需物資の横流しなどは、問題視されてきた。上層部がとうとう重い腰を上げたのだろう。そしてその腐敗軍人の一人と私は見なされたらしい」

「なんでまた──」

「お前がそれを言うか？」

　わずかに呆あきれの色を表情に滲にじませて、アマテナは僕を見据えた。

「私はお前から密輸して仕入れた『オタク作品』をバハイラムに流通させている」

「それは──でも」

　確かに僕はエルビア、アマテナを通じて、バハイラムにオタク作品を──主に台詞せりふ回りに訳語を添えた漫画を、試験的に送り込んでいる。だけどこれは文字通りに実験レベルで、細々と様子を見る程度のものでしかない。少なくともアマテナが私腹を肥やせるような規模のものではなかったはずだ。

「腐敗とか汚職とかそんな……たいそうな規模じゃないよね？」

「規模は問題ではない。そもそも上層部に断りもなく、敵国の人間と交易している時点で国家への、〝王父様〟への叛はん逆ぎやくと見なされても仕方ないのだ。とても申し開きなどできまい。少なくとも私が憲兵隊の立場なら、言い訳など聞く耳持たんな」

　だから逃げるしかなかったのだ──とアマテナは言った。

　しかも幸か不幸かその日、アマテナ達はちょうど、オタク作品を運んできたエルビアと接触する予定になっていた。

　で──

「アタシが言ったんす。シンイチ様ならきっと匿かくまってくれるって」

　エルビアが横からそう言い添えた。

「……あ。あのとき何か言いかけたのって……」

　バハイラムから帰ってきた日。

　確かエルビアは僕に何か言おうとしていた。たぶん、アマテナとクラーラのことを僕に話そうとしたのだろう。僕なら二人をなんとか匿える、そう思ったのだ。

　しかし……その話が出る前に、僕や美み埜の里りさん、光流ヒカルさんが、エルダントとバハイラムの緊張状態について話し始め、『バハイラムの軍人が見つかろうものなら処刑される』とまで言ってしまった。

　ここでようやくエルビアは、アマテナとクラーラの立場がどれだけ不安定で危険なものなのかということに気付いたのだろう。

　バハイラムでは犯罪人として追われ。

　エルダントでも敵国人として追われ。

　だからといって、今から、さらに別の国に逃げる余裕もなく──

「シンイチ様は匿ってくれるかもしれないけど、もしひょんなことから陛下にバレたりとかしたらって思うと、隠すしかなくって……」

　項うな垂だれて言うエルビア。

　まあそう思って当然だ。

「ごめんなさいっす……」

　エルビアはエルビアなりに、アマテナとクラーラを守ろうとしたんだろう。まあ隠しごとに向かない性格だから、明らかに失敗していたわけだけれども。

　しかし──

「……あれ？」

　ふと妙なことに僕は気付いた。

「バハイラムで粛清劇してるのに、エルダントに攻めてくるの？」

　内部がゴタゴタしているのであれば、他国へ戦争を仕掛けるような真似をしている暇なんてないんじゃないだろうか。

　しかし僕の疑問に、アマテナは首を横に振った。

「多分に推測が混じるが……国境紛争に関しては、内部の大規模な粛清劇をごまかすためのものだろう。内部で揉もめているのは好機、と他国が攻めてくる恐れがある。だからこそ悟らせないために、あえて侵入する素振りを見せているのだと思う」

「……なるほど」

　そういえば騎士ガリウスも『小規模な部隊が繰り返し小競り合いをしている』みたいなことを言っていた。要するに大規模な侵攻なんてもともとできる状態じゃないのだ。だが小規模な部隊を何度も国境越えさせることによって、大規模侵攻の前の強行偵察、みたいに見せかけているのだろう。

「事情は分かった。けど……」

　アマテナがエルダントへ逃げてきた理由も、国境紛争の事情も分かった。

　でも──最大の問題はここからどうするか、だ。

　アマテナもクラーラも、今は僕の敵じゃない。汚名を着せられ、国に追われて、ただ妹のいるところへ着の身着のままで逃げてきただけだ。

　しかし……彼女らは過去に僕を誘拐した犯人でもある。

　アマテナ達がここにいると、もしエルダント側にバレた場合……ペトラルカや騎士ガリウスはこれを見逃してくれるだろうか？

　いや。たぶん、無理だ。

　事実上、無害な存在だったエルビアのときとは違う。過去に国境を越えてエルダントの帝都マリノス近くまで部隊を侵攻させたという事実は、とても無視できない。ましてや彼女らがしたのは、エルダント帝国の国賓──僕のことだ──誘拐である。面メン子ツの意味でも無罪放免というわけにはいかないだろう。

　アマテナ達をエルダント側に差し出すわけにはいかない。

　僕を誘拐したのは、単に国の命令に従っただけで、僕に対して悪意があったわけでもないし、私利私欲に走った犯罪というわけでもない。彼女らは悪人ではないのだ。そして何よりアマテナはエルビアの姉だ。『見捨てろ』とはとても言えない。

「…………」

　どうやら美み埜の里りさんも考えることは同じらしく──彼女は顔をしかめて何事か考え込んでいる。エルビアは不安そうな表情を浮かべ、僕達の間で視線を右往左往させているし……本来は部外者であるはずのミュセルも同様だった。光流ヒカルさんも顎に手を当てて黙考中。

　いったいどうするべきだろう？　どうするのが最善なのだろう？

　気まずい空気の中──僕は解決策を求めてひたすら思考を巡らせていた。
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　休み明けの──学校。

　教室では相変わらずカメラが大流行だった。

　ほとんどの子は３ＴＳで撮影しているけれど、時折、どうやって入手したのか、ロイクやロミルダと同様に、デジカメ専用機を使っている子の姿も見受けられた。

　だがやはり専用機となると、高機能で扱い方を覚えるだけでも一苦労──誰の目から見ても上手いと思えるような写真を撮るとなると、やはり難しい。

　そういう意味では、いち早く自分のデジカメを手に入れて、写真を撮りまくったロイクやロミルダには、文字通り一日の長があるようだった。他の生徒達に囲まれながら、昨日僕達の屋敷で撮った写真を、自慢げに見せびらかしている。

「…………」

　僕は──休み時間に入ったこともあり、そんな生徒達をぼんやりと眺めていた。

　頭の中はアマテナ達のことで一杯で、正直、生徒達の方を見てはいるけれど、彼らが何をしているかとか、細かいことはまるで意識していなかった。

　なので──

「シンイチ先生！」

　気がつくと、僕は数名の生徒達に囲まれていた。

　男女も種族もばらばらだ。そして彼らは一様に３ＴＳやデジカメを手にしている。

「ど、どうしたの？」

　我に返ってそう問うと、生徒の一人が皆を代表するように前に出て、言った。

「今度の休み、僕達も先生の屋敷で撮影会させてください！」

「……へ？」

　間の抜けた声を漏らす僕に、別の生徒がさらにたたみ掛けるようにして言ってくる。

「ロイクやロミルダだけずるいです！」

「私だってヒカル先生の衣装見たーい！」

「先生のオタクグッズも見たいです！」

　口々にアレが見たい、コレが見たいと繰り返す生徒達。

　ああ──そうか。ロイクとロミルダが屋敷で撮った写真を見せまくったので、僕達も、と思ったのだろう。屋敷なら学校と同様、電池の心配もしなくていい、というのも大きいかもしれない。

「いいでしょ!?　先生！」

　僕を囲む生徒達が、期待に満ちてキラキラと輝く瞳を向けてくる。中には両手の拳を握り込んで前のめりになっている生徒までいた。

　なんなの、その純朴そのものな熱中っぷりは。

　そこまで来たいものなのか!?

「あー、うん、まあ大丈夫。いいよ」

　生徒の期待の眼まな差ざしに押されるような形で頷うなずいてしまう僕。

　まあロイクやロミルダに許可しちゃった手前、他の生徒を拒むわけにもいかない。

「やったー！」

　生徒達は嬉うれしそうな笑顔を作り、両手を挙げたり、ハイタッチしたり。

　うーむ。勢いに負けてつい頷いてしまったけれど──ここまではっきりと喜んでくれると、僕としても嬉しくなってくる。

「そんなに喜ぶこと？　別に特別なものは何もないと思うけど」

「そんなことないですよ！」

　首を傾かしげる僕に、生徒達は勢い込んで言った。

「先生のことだから部屋中ポスターと抱き枕だらけなんでしょう？」

「ベッドから動かなくてもパソコンとか使えるようになってるんですよね!?」

「『ぺっとぼとる』っていう携帯型の便所があるって聞きました！」

「食事がほしいときは壁を叩たたくんでしたっけ？」

「馬鹿──それ床だよ。床ドン」

　……等々。

　いい加減、慣れたつもりだけど、やっぱりエルフが『床ドン』とか口にしているのを見ていると、非常にシュールな気分になれる。いろいろと美しい幻想が崩れていく音が、耳に聞こえてきそうだった。

　それはともかく……

「何その偏った知識！」

　僕は憤慨した。

「っていうか、僕に対してちょっとひどくない!?」

　確かに引きこもっていたときは、ベッドの上から動かなくてもいいように、手の届く範囲に漫画とか飲み物とか持ち込んだりしてたけどさ！

「じゃあ先生、次の休みにみんなで行きますね！」

「すっごく楽しみー！」

　しかし生徒達は僕の抗議なんぞてんで聞いちゃいない。

　歓声を上げてはしゃぐ生徒達。

　彼らの喜びっぷりがあまりにまっすぐというか、率直というか、見ていても微笑ましかったので──僕もつられるようにして、とりあえず笑った。
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　日本には『馬ま子ごにも衣装』──なんて言葉があるけれど。

「お帰りなさいませ、シンイチ様、ミノリ様、ヒカル様」

　屋敷に帰った僕と美み埜の里りさん、光流ヒカルさんを出迎えてくれた可愛いメイドさん達に、僕はちょっと驚いた。

「ただいま、ミュセル」

　一人は言うまでもなくミュセル。

　お馴な染じみのメイド服に身を包み、優しく微笑むその姿は僕にとって心のオアシス──彼女の存在自体が癒やしとも言える。いちばん付き合いの長い異世界人であり、メイドさんなわけだけれど、今なお、その姿を見るたびに僕は新鮮な感動を覚えたりする。

　そしてもう一人は──

「おかえりなさい」

　無表情でミュセルの隣に立つ獣ケモノっ娘こだった。

　クラーラである。

　彼女は特にメイド服に違和感を感じる様子もなく、平然とした様子でミュセルの横に並んでいる。服の意匠デザインはミュセルのものと同じ──若干、フレンチに寄った感じのメイド服で、小さく細い肩口が覗のぞいている。見方によってはやや扇情的というか、ぶっちゃけ素肌を晒さらす面積が多めなのでエロく見えないこともないのだけれど、クラーラに限って言えば子供が背伸びをして大人っぽい格好をしているみたいで、むしろ微笑ましい。

　まあそもそも、クラーラは最初に出会ったときの服の方が遥はるかに露出度が高かった──っていうのもあるけれど。

「それ似合ってるよ、クラーラ」

「ありがとうございます」

　僕が褒めるとクラーラは、お礼と共に軽く会釈。

　ふわりとした翠みどりの髪に覆われるその頭部に、ウェアタイガーの特徴たる獣耳は見えず……代わりにフリル付きのヘッドドレスと、そしてエルフ特有の尖とがった耳が見えていた。

　もちろん……これは作り物だ。

　正確には獣耳の方をヘッドドレスで押さえ付けて隠したうえ、エルフっぽい尖り耳を改めてくっつけているのである。

　今のクラーラは、ミュセルの親戚──という設定になっているからだ。

　これは言うまでもなく苦肉の策である。

　三日と保もたずにアマテナの存在が僕らにバレちゃったように……彼女らを単に隠しておくことには、やはり無理がある。
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　なんの準備もしていなかったし、僕らの屋敷は来客も多い。つまりは、どうしても人目に付きやすいのだ──ロイクの写真にアマテナが写ってしまったことからも分かるけれども。

　だからといって、まさかアマテナとクラーラを、ずっと荷物みたいに物置小屋に押し込んでおくわけにもいかないだろう。

　ならばいっそ、堂々と屋敷の中を歩き回れるようにすれば良い。

　僕らは逆転の発想でそう考えた。

　エルビアそっくりのアマテナはともかく……クラーラは一見する限り、どこの国の人間か、なんてことは分からない。それこそ『新しいメイドさんです』とメイド服でも着せておく方が、よほどに目立たないだろう。

　ただ──その方法にも問題が一つ。

　僕らの住むこの屋敷は、実のところ、僕らの所有物ではない。厳密には日本政府が借り受けているだけで、本来は神聖エルダント帝国のものである。だから当然、勝手に住人や使用人を増やすわけにはいかない。要するに貸し主たるペトラルカに、その旨の報告をしなければいけないのだ。

　そしてその場合にはやはり身元保証というものが必要になる。

　さすがにこの神聖エルダント帝国で求められるそれは、現代日本みたいに厳格なものではなく──だから口添えというか、誰かの紹介があれば、それで充分らしい。

　そういうわけで、クラーラは『帝都郊外のお屋敷で働いている遠縁の親戚』を──つまりはミュセルを頼ってやってきたエルフの少女、ということになっている。今はとりあえずの試用期間、つまりミュセルの見習いという立場で、僕らの屋敷で働いている、というのが建て前だ。

　クラーラの衣装はミュセルのメイド服を光流ヒカルさんが手直ししてくれた。尻尾はもちろん、スカートの中に納めて隠してある。獣耳は前述の通りヘッドドレスで押さえて隠して、さらにエルフ耳は日本直輸入の品を使っている。

　というか、もともとは光流さんが持っていたコスプレ用品だ。

「それにしても、その耳リアルだよね」

　光流さんがドヤ顔で箱から取り出したときは、リアルすぎて、ある意味ホラーだったけど。

　肌の質感とか……ぱっと見には本当に区別がつかない。

「日本のコスプレ技術ってすごいからね」

　美み埜の里りさんが苦笑する。

「最近はハリウッドとかの技術もがんがん入ってきてるみたいだし」

「まあこういうことにはやたら技術力や応用力を発揮しますしね、日本人って」

　脳波を感知して動く猫耳とか、他の国の人間じゃまず作ろうとも思わないだろうし。

　しかし──

「…………」

　こうやって獣耳を隠して、尻尾も隠して、エルフ耳とメイド服を着けたクラーラは、確かにエルフの可愛いメイドさん──なのだけれど。

「……何か？」

　僕の視線に気付いたのか首を傾かしげて訊たずねてくるクラーラ。

「え？　あ、別に」

　僕は慌てて首を振った。

　なんだか──微妙な違和感がある。

　見た目は確かにメイドなんだけど、どうもメイドっぽく見えないというか。これはたぶん、クラーラの表情のせいだろう。喜怒哀楽をほとんど示さず、両手を身体の脇にぴったりと沿わせ、直立不動で立つその姿は、軍人そのもの──およそ愛想というものがない。

　同じようにただ立っているだけでも、ミュセルは両手を身体の前で重ねたりして、どこか慎ましい感じの姿勢になっているし──僕と目が合うと優しく微笑んでくれる。細かな仕草が本当にメイドさんぽいのだ。

　ミュセルだってもともとは軍にいたというし、これはだから、慣れの問題なのかもしれない。

　いずれにせよ、単にメイド服を着ればメイドさんになれるわけではないっていうのが、この二人を見比べているとよく分かった。

「クラーラさん」

　どうもそうしたことはミュセル自身も感じていたようで──

「メイドとして、旦那様と話すときは言葉遣いに気を付けてください」

　などと……ちょっと厳しめの口調で彼女はクラーラに注意する。

「あと、旦那様達がお帰りになったときは、きちんとご挨拶をしないといけません。両手は脇ではなく前に──お腹の下辺りで掌を重ねる感じで」

「…………」

　クラーラは別に反はん駁ばくする様子もなく、素直にミュセルの指導に従い、両掌を自分のお腹の下辺りで重ねる。まあ多少ぎくしゃくしているけれどもこれは仕方ないだろう。

「それでは、夕食の準備をしてきます」

　ミュセルは僕達に改めて微笑を示すと、一度お辞儀──それから踵きびすを返して屋敷の中に歩いて行った。メイド見習い、という設定のクラーラも一歩遅れて『師匠』の後に続く。

　そんな二人の背中を見送りつつ──

「なんだか珍しいミュセルが見れましたね」

　僕は思わずそう口にしていた。

　たぶん、ミュセルと付き合いの浅い人間には分からないだろうけれど──なんとなく今日の彼女は強気というか、厳しいというか、そんな感じがする。クラーラに対する彼女の指導を見ていると、気弱な彼女らしくないというか。

　これはあれか。『先輩を作るのは後輩』というやつか。

「メイドとしての誇りではないですか？」

　と言うのは光流ヒカルさんだ。

「メイド服を着て、メイドを演じる以上、いい加減な態度は許せないんでしょう」

　なるほど。

　メイドとしての矜持プライドと、指導役であり先輩である立場のせいで、気が張っちゃってる──ということか。特にこの演技は単なるお遊びではなく、クラーラの身を守るためのものでもあるわけだし、なおさら、真剣に取り組んでいるのだろう。

　そう考えると、あれはあれでミュセルらしい、とも言える。

「まあ、多少厳しい方がそれらしくていいんじゃないかしらね。仮にも一時的にお手伝いとして来ているメイドって設定なんだし」

「そうですね」

　美み埜の里りさんの言葉に僕は頷うなずいた。
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　厨ちゆう房ぼうに入ると、すぐにクラーラさんは私の目を見て訊たずねてきました。

「まず、私は何をすれば？」

「あ──これをお願いします」

　そう言って私は籠に入った芋を示しました。

「洗って皮を剝むいてもらえますか」

「分かりました」

　小さく頷くとクラーラさんはてきぱきとした動きで芋の籠を洗い場へと運んでいきます。わりと分量があるので重いはずなのですが、軽々と籠を抱えているように見えるのは、やはり小柄でも半獣人だからでしょう。

　口数が少なく愛想にも欠けるクラーラさんですが、料理や洗濯の手際は良く……正直に言えば、実作業の面で、わざわざ教えなければならないことは、ほとんどありません。むしろ仕事を手伝ってもらえるのは、とても助かっていました。

　ただ……

「…………」

　私も同じく野菜を切って下した拵ごしらえをしながら……芋を洗っているクラーラさんの方をついつい見てしまいます。

「──何か？」

　私の視線に気付いたのでしょう。彼女は籠を振って芋を水切りしながら、首を傾かしげて訊ねてきました。

「い、いえ、その……」

　いくら相手の人が『見習い』の立場とはいえ、特に意味もなく、何度も盗み見するような視線を送るのは、さすがに不ぶ躾しつけだったかもしれません。いまさらそう気付いた私は、慌てて首を振って──それから、微妙な空気をごまかしたくて話題を探しました。

「……そういえば、シンイチ様がバハイラムにいたときは、いったいどんな生活を？」

　バハイラムに拉致されて、しばらく彼かの地で暮らされていた間──クラーラさんが主にシンイチ様のお世話をしていたのだという話は、聞き及んでいます。ただ、シンイチ様御本人から教えていただいたのは、特段、ひどい目には遭わなかった、という程度で……詳しいことや具体的なことは、何も知りません。

「バハイラムでは私が世話をしていました」

　クラーラさんは皮剝き用の小さな包丁を手にすると、これまた手早く芋の皮剝きを始めながらそう答えました。

「お姉様の許可なしには、シンイチ様が部屋から出ることは許されなかったので、身の回りのことを」

「…………」

　つまり、私と同じようなことをしていた……と？

　何故でしょうか。なんだかそう考えると微妙に胸が苦しいような、変な気分です。

「そ、そうですか」

　無意識に止まっていた下した拵ごしらえの作業を再開しながら、私は頷うなずきました。

　野菜をゆでるための水をお鍋へと張って──

「まず、食事にするかお風呂にするか、それとも、私にするかを聞きます」

「えっ!?」

　がん、とお鍋が音を立てました。

　水を溜ためた状態で持ち上げようとしていたそれを、私が手を滑らせて調理台の上に落としてしまったのです。幸い、水は少しこぼれた程度で済みましたが。

「じゃ……じゃあ……その……貴女あなたは…………シンイチ様……と……？」

「お風呂にはご一緒しました」

「え……!?」

　抑揚を欠いたクラーラさんの声とは対照的に──自分の声が裏返ってしまうのを私は恥ずかしく思いました。これではまるで、私が動揺しているみたいです。

「二人……で……？」

「はい。もちろんです」

　と頷くクラーラさん。

　やはりその顔は無表情なままなのですが……なんとなく勝ち誇っているかのようにも見えてしまいます。私は彼女の顔を見続けることができなくて、つい、俯うつむいて視線を手元に落としました。

　お鍋の中でまだ揺れている水に、私の顔が映ります。

　大きく歪ゆがんだその顔は、なんだかとても醜いものに見えて……胸が苦しくなりました。

　シンイチ様がクラーラさんと一緒にお風呂に入った。

　いえ。それだけではありません。部屋からずっと出ることができなかったシンイチ様のお世話を彼女がしていたということは……つまりずっと二人っきりだったということです。おそらくは眠るときも。

「…………」

「ミュセルさん」

「…………」

「ミュセルさん。次は？」

「──え？　あ……」

　クラーラさんに呼ばれて私は我に返りました。

　いつの間にか彼女の担当する芋は、すべて綺き麗れいに皮を剝むかれていました。

「で、では次は、こちらを切ってください。大きめに、ざく切りで」

「はい」

　クラーラさんから芋を受け取って、私は別の野菜の籠を渡します。

　彼女はそれもまた手早く水洗いしてから、まな板の上に移すと手際よく切り始めました。

　作業をする彼女の動きに合わせて、エプロンやヘッドドレスのフリルが揺れています。

　…………

　そういえば前にシンイチ様は『僕はメイドさん好きなんだ』と言って笑っておられました。まだお会いして間もなかった頃のことです。確か私が初めてシンイチ様にお目に掛かった際にも『メイドさんキター!?』と、たいそう喜んでおられたのを覚えています。

　シンイチ様曰いわく、メイド服を着ているだけで女の子の魅力は三割上がる──とのことでした。他にも『眼鏡』とか『尻尾』とか女の子の魅力を底上げするものはたくさんあるというお話ですが──何はともあれシンイチ様は、メイド服がずいぶんとお好きらしく。

　私も褒めていただいたことが何度かあって──だから単なる仕事着であるこの衣装にも、それなりに愛着があります。シンイチ様が喜んでくださるならば、ずっと着ていようとも思うくらいで。

　ただ──

「…………」

　では、今のクラーラさんはどうなのでしょうか？

　彼女の姿はシンイチ様の目にどう映るのでしょう？

　もちろん、今は隠していますが、彼女はシンイチ様がおっしゃる他の『萌もえポイント』──『獣耳』や『尻尾』もその身に備えています。そこにメイド服が加わっているのだから、きっとかなり魅力的に映っているのではないでしょうか。

「──何か？」

　またクラーラさんが私の視線に気付いて首を傾かしげます。

「いえ、な、なんでもありません」

　慌てて首を振る私。

　私の中で、もやもやした妙な気持ちがわき上がってきます。

　……このままクラーラさんにメイド服を着せていて……良いのでしょうか……？

　何がどう良いのかとか。何がどう悪いのかとか。

　具体的なことは何も分からないままに、気持ちだけが焦る感じで。

「……はぁ」

　こんな状態では、また何か失敗をしでかしてしまいそうです。

　私は少しでもお料理に集中しようと──水を張り直したお鍋を、勢いよく持ち上げて、火に掛けました。
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　ミュセルとクラーラが夕食を作ってくれている間──僕達は居間に集まっていた。

　ソファに座る僕と美み埜の里りさんの前に、エルビアが二人立っている。

　いや。もちろん、彼女が二人いるわけではなくて片方はエルビアと同じ格好をしたアマテナだ。そんなことは百も承知だけれども、やっぱり『エルビアが二人』と表現してしまうのは、二人の外見における最大の相違点が、今は消えているからだ。

　すなわち──

「まあ……こんなところでしょう」

　並んでいるエルビアとアマテナを交互に見ながら、満足げに呟つぶやくのは光流ヒカルさんである。

　その手に握られているのは──ヘアスプレー。

　そう。白銀に近いアマテナの髪や耳、尻尾の毛を、光流さんがヘアスプレーでエルビアと同じ色に染めたのである。

「これは……？」

　綺き麗れいに色の染まった自分の尻尾を呆ぼう然ぜんと見つめながら、アマテナが呟く。

　事前に細かい説明はされないまま、いきなり、見たこともない道具で髪や尻尾の色を染められたのだ──冷静沈着が持ち味の彼女も、驚いて当然だ。

「髪とかを染める僕達の国の道具」

　僕は笑いながらそう説明した。

「今後ずっとここにいるわけにはいかないだろうけど、逃げ延びるにしてもなんにしても、しばらくはここで身を潜めておくしかないだろうからね。エルビアの格好をしておくのがいちばん無難だよ」

「このヘアカラーですけど──お風呂に入ってシャンプーで洗髪すれば落ちますが、軽く水を被ったり汗をかいた程度では色落ちしたりしません。風呂のたびにいちいちやり直さなくてはいけませんし、髪も少し傷むかもしれませんが、完全に染めてしまうよりはいいでしょう」

　と光流さんが説明する。

「髪はともかく、尻尾とかに強いヘアカラー使うわけにはいかないものね」

「少なくとも絵の具より断然ましです」

「……面目ないっす」

　美み埜の里りさんと光流ヒカルさんの言葉にエルビアが首を竦すくめる。

　実は僕達に隠れてアマテナを匿かくまっている間、エルビアは絵の具でアマテナの髪や尻尾の色をごまかしていたのだ。だけどエルビアが持っているのは基本的に水性絵の具だけなので、風呂に入ると落ちてしまうし──何より汗をかくだけでも溶けてくる。下手をすると色つきの汗をかいちゃうことになるわけだ。

　光流さんの言う通り、それよりはこのヘアカラーの方が断然、良いだろう。

「…………」

　エルビアは驚きの様子でアマテナを見つめている。

　それこそ──ペトラルカの人形を作ったときにも思ったけれど──定番の『鏡のパントマイム』とかやってもらいたいくらいだ。

　そんなふうに考えながら僕らも二人を凝視していると──ふと、アマテナがこちらを向いて眉を顰ひそめた。

「……なんだ？」

「いやぁ、本当にそっくりだからさ、感心してるの」

「そうか……？」

「そうっすよー」

　とエルビアが頷うなずく。

　彼女の方が僕達と暮らして長い──というか日本文化や日本の道具に馴な染じみがある分、ちょっと余裕がある感じである。

「鏡で見たらよく分かるよ。持ってくる？」

「それより、もっといい方法がありますよ」

「え？」

　僕が聞き返して振り返ると──光流さんがスマホを取り出すのが見えた。

　右手でスマホのカメラをアマテナに向けて、左手を振る。

「はい、こっちに注目。写真撮りますよ。エルビア、横に並んで？」

「はいっす！」

「な、なんだ？」

　やはりわけが分からず当惑しているアマテナを、エルビアと一緒に写真に収める光流ヒカルさん。

　彼はすぐに撮った写真を液晶画面に表示すると、二人に向けてそれを差し出した。

「ほら。そっくりでしょう？」

「これは……？　鏡か？　違うな。魔法？　いや……しかし……」

「写真ってやつだよ。これも僕達の道具。それにしても似てるでしょ？」

「……確かに……」

　さすがにこうやって見せられると、アマテナも今の自分がエルビアそっくりだと、自覚せざるを得ないのだろう。あるいは……なまじ髪の色という見間違えようのない特徴がある分、エルビアと自分の目鼻立ちがそっくりだ、ということを今まであまり意識していなかったのかもしれない。

「でも、アマテナがエルビアを演じるうえで、一つ問題があります」

「問題？」

　聞き返す僕に、頷うなずく光流さん。

「いくら見た目が同じでも、仕草や表情が違えば、偽者だとバレてしまいます」

「あー……」

　きっぱり言い放つ光流さんを前に──僕と美み埜の里りさんは顔を見合わせる。

　これはペトラルカの人形のときにも出てきた問題だ。

　確かに見た目がどれだけ似ていても、表情や仕草、口調が違うと、別人だとバレてしまうかもしれない。特にエルビアは良くも悪くも表情が豊かなので、基本が無表情のアマテナとは落差がありすぎる。

「ただでさえエルダントはバハイラムとピリピリしている状態です。少しでも正体が見破られないように、身も心もエルビアのフリをしてもらわなければいけません」

「それは──分かるが」

「……というわけで」

　光流さんが一回、軽く手を叩たたいた。

「今からアマテナさんに、演技指導をしたいと思います！」

「……!?」

　わけが分からない、といった様子で周囲を見回すアマテナ。

　だけど正直言って──僕達は光流さんがそう言い出すのを、予測していた。

　ペトラルカの影武者を操る魔法使い、ロロンの指導のときも、光流さんは仕草や表情、口調の違いを指摘して、これを真似る訓練の指導を請け負っていた。『他人にそれらしく見られる』ために何を強調し何を抑えるべきか、彼はよく分かっているのだ。

「演技指導っすか？」

　状況が吞のみ込めていないのか、首を傾かしげながらエルビアも聞き返す。そういえば彼女はロロンへの指導の現場を知らないから……具体的なことがよく分かっていないのだ。

「演技指導っていうのはあれだよ。本を頭に載せて落とさないように歩くとか、スープは音を立てて飲まないとか、そういうことをだね」

「慎しん一いちさん、それはお嬢様らしく振る舞うとかそういうもので、今回とは全然関係ないと思いますけど？」

　説明する僕を遮る、冷ややかな光流ヒカルさんの声。

「あ、いや、例えです、例え」

「まあ確かにエルビアだったら、本を頭から落とさないよう歩くことはできるかもしれないけどね」

　と苦笑する美み埜の里りさん。

　まあ確かに姿勢がどうとかいう以前に、エルビアなら持ち前の運動神経と平衡感覚で本を頭の上に載っけたまま走ったりすることだってできそうだ。でもそれは同じウェアウルフであるアマテナも同じなわけで。

「それはさておき」

　脱線しそうになった話題を戻すために咳せき払ばらいを一つ。それから光流さんは、エルビアとアマテナを交互に見ながら──優しげに微笑んだ。

「エルビアさんも協力してくださいね」

「は、はあ……」

　微妙に不安げなエルビア。

　彼女は光流さんがこういうふうに笑うときには何かあると気付いているのだろう。

「では始めましょう。まずアマテナさん、エルビアになったと思って、慎一さんに抱き付いてください」

「「…………は？」」

　僕とアマテナの、聞き返す声が綺き麗れいに重なった。

「え？　光流さん、何言って……」

「ほら、早くエルビアになりきってください。これくらいできないとすぐに正体がバレますよ？」

　僕を無視して、光流さんがアマテナを促す。

　僕に抱き付かなくても正体はバレないと思うんですけど。

　っていうか、そもそも、なんで抱き付く必要が？

「……分かった」

　アマテナは小さく頷うなずくと、僕に歩み寄ってきた。

　気むずかしそうでもそこはやはり軍人──正当な立場から発せられた『命令』ならば疑念や逡しゆん巡じゆんを押し殺してこれを実行する。そして今、光流ヒカルさんは彼女にとって指導教官なのだ。

　いやちょっと待って。そこは疑おうよ！

　アマテナは無造作に僕の身体に腕を回してきた。

　嗚あ呼あ、服越しとはいえ、ふくよかな胸が、豊かな胸が、僕の身体に押しつけられて気持ちいいやら申し訳ないやら。しかしアマテナはさらにぐいぐいと惜しげもなく自分の胸を僕に押しつけ…………ってあのアマテナさん。ちょっと強すぎやしませんか。

　というかこれって抱き付くというより……

「ちょっ……い……痛い痛い痛いっ!?」

「…………」

「折れる折れる背骨が！　折れる！」

　ぎりぎりと音が聞こえてきそうな強さで僕の身体を抱き締める──というか締め付けるアマテナの両腕。骨まで軋きしむような感覚に僕は悲鳴を上げた。

「アマテナ、ちょっと──アマテナってば！」

「なんだ？」

「これ抱き付くのと違う！　どうみても絞め技だよ！」

「抱き付くのは絞め技に入る前の準備行動だろう？」

「違……いたたたたた!?」

　さすが軍人！　考え方がちょっと（かなり）違う！

「アマテナ、一度慎しん一いちさんを放してください」

　光流さんからの指示で、僕は地獄の抱擁から解放された。

「今のは『エルビア』ではないですね」

「……そうなのか」

「そうです。エルビア、出番ですよ、お手本を見せてあげてください」

「え？　いいんすか？」

「はい。思う存分どうぞ」

「──え？　って、ぬわっ!?」

　まるでお年寄りみたいに、痛む背中に手を回してさすっていた僕は──しかし次の瞬間、エルビアの体当たりを受けて床に引っくり返っていた。

「ちょっ……!?」

「シンイチ様～！」

　痛みに顔を顰しかめる僕の上に、エルビアがのしかかるようにして抱き付いている。

「シンイチ様シンイチ様シンイチ様！」

　しかも嬉うれしそうに僕の胸やら首筋やらに自分の頰ほおを擦り付けてくる。さらにそれでは足りないとばかりにエルビアは僕の顔を舐なめ始めて──それこそ『シンイチ様』を『わん』という吠ほえ声に変えれば、飼い主にじゃれつくワンコそのままだ。

　倒れたせいで背中は痛いけど、まあ、その、こんなふうに抱き付かれるのは悪い気持ちではない。しかも当然、身体は密着状態、エルビアの豊かな胸は、ちょうど、僕の鳩みぞ尾おちから下腹の辺りに当たっていて、これがなんというか、その……僕の有頂天なアレに触れそうで触れないという微妙な…………

「ちょっ……エルビア、やばいから、やばいから！」

　せめて密着部分だけでも減らそうと僕はなんとか上半身を起こす。

　しかしそんなこっちの苦労を余よ所そに──

「これが『エルビア』です」

　何故かドヤ顔でそう言う光流ヒカルさん。

「さあ、アマテナも」

「……私もこれをするのか？」

「はい、エルビアになりきってもらわないといけませんので」

「…………」

　アマテナは、一瞬、躊ちゆう躇ちよするような表情を見せたけれど──すぐにいつもの無表情に戻ると、光流さんの指示に従い、僕の身体に抱き付いてきた。

　まずった。身体を起こしたのは失敗だった。

　これでは『後ろから抱き付けますよ』と言っているようなものではないか。実際──エルビアが抱き付いたままなので、アマテナは斜め後ろから腕を回して僕の背中に自分の身体を押しつけてきた。

　おおう……！

　女の子二人の身体に挟まれて僕はひたすら焦る。

　ただでさえエルビアもアマテナも胸が大きいのに、服装はと言えば二人とも、上半身チューブトップ──上半身に限って言えば、下着同然というか、肩は出てるわ鎖骨は出てるわおへそは出てるわで、ほとんど裸に近い。しかも僕は僕でこんなことになるとは思っていなかったのでシャツ一枚だ。その薄手の布が僕の理性を守る唯一の防壁と言えた。

　ああ、でも柔らかなおっぱいが、おっぱいが、僕を前後から、前後から、これでもかこれでもかええいこれでもかと……！

　やばい。やばい。本当にやばい。

　このままでは僕の股間──もとい沽こ券けんにかかわる！

「さあ！　胸を押し付けながらぐりぐりと頰ほおや頭を慎しん一いちさんに擦こすりつけて！」

　楽しそうな光流さんの指示に、素直に従う二人。

　だめ、ああそんなにしたら──らめええええ!?

「っていうか、光流さん、あんた楽しんでるでしょ!?」

「えー。そんなことないですよー」

　ものっそい白々しい口調でそう言って明後日あさつての方を向く光流ヒカルさん。

　だがその唇と頰ほおが緩んでいるのを僕は見逃さなかった。

「私はただ演技指導してるだけですよぉー」

「あんたなあ！　あああああ、み、美み埜の里りさん！」

　そうだ、美埜里さんだ、美埜里さんなら僕を助けてくれ──……

「慎しん一いち君」

　必死に助けを求めて手を伸ばす僕を見下ろしながら、美埜里さんは言った。

「良かったね。獣ケモっ娘こハーレムだよ☆」

「頼りにならねえええええ!?」

　美埜里さんまでもが明らかに狼狽うろたえる僕を見て面白がっている。

　というか笑顔で親指を突き立てて『やったね！』とか言いながらポケットから彼女はデジカメを取り出した。

「……って美埜里さん、写真撮らないで！　光流さんも！　あっ、エルビア、そこはダメ！　だめえええええええ!?」

　…………まあ、そんなこんなで。

　結局、僕が解放されたのは、じっくりたっぷり、僕を玩具おもちやにして遊ぶのを堪能した光流さん達が中止を宣告する、十数分後のことだった。
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　夕食と風呂の後──僕は自室で撮影講習会についての考えをパソコンでまとめていた。

　そもそも通常の授業とは別枠の特別授業でやるのか、それとも何かの授業の延長でやるのかも、まだ決まっていない。生徒全員が３ＴＳやデジカメを持っているわけでもないので、通常の授業枠に組み込むと、写真撮影の手段を所有していない何割かの生徒にとっては無意味な内容になってしまう。

　さて、どうしたものか。

　そんなことを考えていると……扉を叩たたく音が聞こえた。

　この時間ならたぶんミュセルが夜食を持ってきてくれたのだろう。パソコンの画面の端の時計表示を見るとちょっといつもより早いけれども。

　作業を中断して僕は立ち上がると、部屋の扉を開ける。

　そこに立っていたのは予想通りミュセル──ではなかった。

「アマテナ……どうしたの？」

　そこに立っていたのは、エルビアの服を着たアマテナだった。ただしお風呂に入って髪を洗った後だからか、髪などの色は元の白に戻っている。まあ今夜はもう誰かお客が来ることもないだろうから、大丈夫かな。

「少し話がある。今は平気か？」

「うん、まあ大丈夫だけど……」

　部屋にアマテナを招き入れた僕は、そのまま椅子に腰を下ろす。

　対してアマテナは、僕が勧めた椅子には座らず、僕の前に来ると頭を下げてきた。

「ど、どうしたの？」

「匿かくまってくれたこと、感謝している」

　淡々とした口調だけど、はっきりとアマテナはそう言った。

「気にしないで。っていうか頭上げて。あんまり大したことはしてないから。それに、まだ安心するのは早いよ。エルビアの真似もいまいちだしね」

　ちなみに──最初こそ僕達をからかって遊んでいた光流ヒカルさんだったが、後半はちゃんと、どうすればエルビアらしく見えるのか、アマテナに指導してくれた。ただ、それでもやはり堅物のアマテナにエルビアっぽく振る舞うなんてのは、一朝一夕には無理みたいで──とりあえず来客があった場合は、できるだけアマテナは部屋に引っ込んで窓際に立たないように、と言ってあった。

「まあアマテナの演技力がどうこうというより、エルビアの真似をするのも難しいと思うけどね。エルビア自身が噓うそつけない性格だから」

「そうなのだ」

　苦笑する僕に──意外にもアマテナは溜ため息を吐ついた。

「あいつは隙だらけで失言も多い。すぐ顔に出る。そこが特にダメなところだ」

　まあ軍人として、とか競争社会で生き抜くためには、という意味では確かにエルビアはいろいろと抜けているところが多い。

　だけど──

「でも一緒にいてすごく安心感があるっていうか」

「安心感……？」

「いつも思ったままのことを言ってくれるっていうか……あのくらい、素直だと僕としても気を遣わないで良いというか……」

　心ないお世辞の上手い人より、素直な感想をそのまま言ってくれる人の方が、こちらも気楽につきあえる──なんてこともある。もちろん、だからって罵ば詈り雑ぞう言ごんを相手にぶつけるのが正しいってわけでもないし、多少の遠慮や気遣いはあった方が良いのだろうけれども。

「……ふむ」

　腕を組んで何事か考える表情を見せるアマテナ。

「クールビューティーは悪いことじゃないと思うけど、いつも無表情というか、きつい表情をしていると、それはそれで何考えてるんだろうって怖くなるときもある──……」

　深く考えずそう言ってから──しまったと僕は口をつぐむ。これではまるでアマテナを批判しているようではないか。

　けれども、アマテナは特に気にした様子もなかった。単に『クールビューティー』って言葉の意味が分からなかっただけかもしれないけれど。いや。前後の言葉と併せて考えれば、さすがにそれはないか。

「だが──」

　アマテナはいつも通りの無表情で言った。

「自分の内面をすぐ顔に出したり、表情を変えたりするのは隙だ」

「隙……」

「相手に付け込まれかねない。……だからエルビアは軍では出世できない」

「……そういうものなの？」

「常に相手の内面を読み合いながら、自分の隙を見せず相手の隙をつくのが基本だ」

　きっぱりとアマテナは言い切った。

　うーん。

　アマテナの言いたいことは分かる。敵と相対するとき、簡単に自分の考えを読み取られるわけにはいかないだろう。それは単純にエルダントの兵士が相手、という場合だけでなく、同じ組織の内部においても、異なる派閥に属する相手は『敵』と見なし得る。

　そういう相手とやり合う場合は──それに勝つことを出世と呼ぶならば、やはり、感情や思考が表情や態度に表れやすいのは、不利な条件なのだろう。

「でもそれって、疲れない？」

「……疲れる？」

　僕の呟つぶやきに、アマテナは軽く首を傾かしげた。

　まるで知らない異国の言葉を聞いたかのような反応だ。

「そう。気持ちが疲れるっていうか」

「……どうなのだろうな」

　僕は椅子に座ったままアマテナを見上げて──それからふと思い出して、僕は彼女を手招きする。彼女が机を回り込んで僕の横に来ると、僕はノートパソコンの画面を少し彼女の方に向けた。

「これ見てよ」

「なんだ？」

　マウスを操作して画面に呼び出したのは──光流ヒカルさんから送ってもらった、演技指導のときの写真だ。スマホといえども画素数からすれば、馬鹿にできない高画質である。

　で──

「これは……」

　アマテナに見せたのは──初めて写真というものを撮られて、驚きの表情を浮かべている彼女自身の姿だ。それはいつもの沈着冷静なアマテナと違って、年齢相応の、普通の女の子に見える。
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「これなんてさ、可愛いというか、一緒にいてホッとするよね」

　僕としては褒めたつもりというか、アマテナに彼女の新たな魅力を提示して、『これがアタシ……（赤面）？』的な展開を誘導するつもりだったのだけど──バハイラムの女性軍人は、むしろ眉を顰ひそめた。

「隙だらけではないか」

「いや、でもさ、常に隙がないってのは……なんて言うか、会う人会う人、皆に、お前を信じてない、お前は敵だって言って回っているみたいでさ、それを言われる側としてはちょっときついものがあるよ」

「…………」

　意外なことを言われた──といった様子で目を瞬しばたたかせるアマテナ。

「誰も彼もが、隙を見せたとたんに、踏み込んでくるってわけでもないでしょ？　むしろ周りにはアマテナを助けようと思っててくれる人だっているんじゃないの？　でもそういう人達まで、近づけなくなっちゃわないかな」

「…………」

　しばらくアマテナは俯うつむいて何事か考えているようだったけれど。

　ふと顔を上げて僕の方をまっすぐ見つめてくる。

「お前も私からそう感じるのか？」

「今は、アマテナがそんなふうに思ってないって分かってるけどさ」

　僕達のことを本当に敵だと思っているのなら、そもそも、いくらエルビアに言われたからってここまで逃げては来ないだろうし……素直に光流ヒカルさんの演技指導を受けたりもしないだろう。彼女が隙を見せないのは、単純に、それがもう彼女の習性みたいになっているからだ。

「そういうものか」

　思案するように顎に手を添えて呟つぶやくアマテナ。

「たぶんね」

「……そうか」

　小さく頷うなずきながら──彼女は、なおも何か考え込んでいるようだった。
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　そんでもって──翌日。

　僕と美み埜の里りさん、光流さんは登校前にエルダント城へ来ていた。

　ちなみに今日はミュセルの担当する授業はない。なので彼女は家でクラーラにメイドとしてのあれこれを教えていることだろう。クラーラのあの無表情っぷりはアマテナのそれと同様に筋金入りっぽいので、まず愛想というものを教えるのが大変なのだろうけれど。

　それはともかく。

　いつも通りに案内された謁見の間には、これまたいつもの如く、玉座に座るペトラルカと、彼女を挟むようにして両側に立つ、騎士ガリウスとザハール宰相の姿があった。

「ええと──」

　まず最初に、定例報告──つまり〈アミュテック〉での活動や学校のことについてを報告した。これらは報告書を書いて提出もしているのだが、やはり自分の口から説明する方が分かりやすいだろうと思うし、ペトラルカ側からもそれを求められていた。

　まあ、単純にペトラルカに会える時間が増えると思えば、別にこれは手間じゃない。

　一通りの僕らの報告に、ペトラルカ達は頷いてゆく。

　そして──

「……新しいメイド？」

　ペトラルカが僕が最後に切り出した話を聞いて、眉を顰ひそめた。

　言うまでもなくクラーラのことである。

「うん。本人曰いわく、ミュセルの親戚らしいんで、雇ってみたんだけど。いいよね？」

「もちろん、そちらの裁量内で雇う分には、こちらから何か言うようなことはないが……しかしまた側そばに侍はべる女を一人増やしたわけか……？」

「側に侍るって……別に僕個人のお世話役ってわけじゃないし」

　まあ本当のところ、増えたのは一人ではなく二人なんだけれども、これは言えるはずもなく。

「陛下──」

　脇から騎士ガリウスが窘たしなめるかのように声を掛ける。

「とりあえず今日はそのことよりも話すべきことが……」

「──む。そうじゃったな」

　渋々といった様子でペトラルカは頷うなずく。

　彼女の代わりにその『話すべきこと』を口にしたのは騎士ガリウスだった。

「前に、バハイラムに何やらおかしな動きがあると話していたが」

　ガリウスの言葉に、思わずぎくりと反応しそうな自分の表情を、意識して抑え込む。

　もしかしてアマテナやクラーラのことがバレてしまったのでは？　と不吉な想像が脳裏をかすめるけれど──まあそれなら、メイドを増やした話題のときに、何か言われているはずだ。

「何かあったんですか？」

　緊張する僕に代わって美み埜の里りさんが訊たずねる。

　さすがは大人の女性にして自衛官──といったところか。その口調は至って平然たるもので、後ろめたさなんてみじんも感じられない。自制心が半端ないのだ。

「密偵からの報告が集まって、少しバハイラムの内情も見えてきた」

　と騎士ガリウスは言った。

　バハイラム王国がエルダント帝国にエルビアのような密偵を大量に放っているのと同様、エルダント帝国もバハイラム王国の側に密偵を放っているのだ。この辺はもう本当にお互い様の状態である。

　で、彼らからもたらされた情報を総合するに……

「どうもバハイラム軍の内部で、大規模な粛清が行われているらしい」

「それって……」

　アマテナ達の話と合致する。

「つまりはバハイラム軍内部での大幅な刷新が行われているということだ。当然、バハイラム軍は、普段通りの動きができない。この辺りは多分に推測が混じるが──自分達の状況を我々に悟られないために、あえてエルダント側へ攻め込むような姿勢を見せていたらしい」

　これも彼女らの推測と同じだ。

「おそらくバハイラム側は本気でエルダント帝国に攻めてくるつもりはないのだろう。だから安心──というほどではないが、あまり神経質になる必要もなかろう」

　小規模な部隊の国境侵犯は数多くあるけれど、これは大軍による侵攻の前触れ、大侵攻の前の強行偵察の類いではない──そうエルダント側では結論づけたらしい。

「でも粛清ってなんでまた」

「バハイラムは極端だからな」

　と騎士ガリウスは言った。

「軍に限らず国家体制そのものがこの数代で整備されたものだ。歴史的な裏打ちがあるわけではなく、言うなれば大急ぎで組み立てた家屋のようなもの──あちこち隙間だらけだ。結果として、国王の下の平等を謳うたいながら、上層部から末端まで、体制の陰で私腹を肥やす者が後を絶たない。結果──貧富の差は我がエルダントよりも遥はるかに激しい」

「ははぁ……」

「なので先代国王のときにも二度ばかり大粛清が行われているし、今の国王も即位した直後に一度、綱紀粛正を謳って汚職軍人や汚職役人を大量に処刑している」

「…………処刑」

　嫌な言葉だ。

　僕が顔をしかめていると──

「どうした、シンイチ」

　そんな僕の様子を不思議に思ったのか、ペトラルカが声を掛けてきた。

「あ、いや、なんでも……」

「そうか？」

「処刑とか聞くとね、つい、怖いなって……思ってただけ」

　これはごまかしでもなんでもなくて、本当のことだ。

　人を殺したわけでもないのに、死という絶対罰をもって罪を償わせる──という考え方はやっぱり怖い。もちろん、見せしめの一つも掲げて見せなければ、汚職だのなんだのが広がる一方だということも──そして激しい貧富の差を意識的に生み出すことは、間接的な殺人であるということも、分かってはいるのだけれども。

「……あ、そうじゃ」

　ふと、何かを思い出した様子でペトラルカが笑顔を作る。

　まるで楽しい遊びを思いついた子供みたいな──

「聞いたぞ。今度の休みに、屋敷でサツエイカイをするらしいな？」

「え？　なんでそれを……」

「噂うわさで聞いたのじゃ」

　そういえばペトラルカの重臣の何人かは、生徒の親だ。

　生徒から親、親からペトラルカ、という流れで撮影会──というか撮影講習会の話が耳に入ってもおかしくはないのだけれど。完全にこれは予想外だった。

　しかも──

「妾わらわも行くぞ！」

　きっぱりそう言い切るペトラルカ。

「え？　でもそれは──」

「なんじゃ、困ることでもあるのか？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　そのうち、ペトラルカが屋敷まで遊びに来るだろうことは想定していたわけだけど。

　まさかこんなすぐに、とは思っていなかったのだ。アマテナの方はさておき、クラーラのメイドっぷりに不安が残る今、変なところから彼女らのことがバレなければ良いのだけど。

「だったらよかろう！」

　鼻息荒くそう言うペトラルカ。

　ふと脇に目をやると──ザハール宰相が何やら疲れたような、諦めきったような顔をしていた。きっと何度もペトラルカを止めたのだろうが、すっかり盛り上がってしまった彼女はまるで聞く耳持たなかったに違いない。

「ザハールもそう辛しん気きくさい顔をするでないわ！」

　ペトラルカは玉座の肘掛けを掌で叩たたいて言った。

「護衛もつけるし、何よりシンイチの屋敷じゃ。心配することなど何もない！」

「はあそれは……重々承知しておりますが」

「楽しみにしておるからな」

　念を押すようにペトラルカが言う。

　騎士ガリウスの方を見ると──彼は無言で肩を竦すくめた。

　まあ以前の憂国士団ベイドゥナの一件以来、ペトラルカは城の外に出るのを著しく制限されている。そこにきてこの間の日本への密入国だ。騎士ガリウスとしては、あまり彼女にストレスを溜ため込ませすぎないようにと、気を遣っているのだろう。

　要は、撮影講習会はペトラルカにとって適度なガス抜きということだ。

　まあそれは分からないでもないけど──

「うーむ……」

　生徒と、ペトラルカと、護衛達と。

　人の目が増えれば増えるほどに、アマテナやクラーラのことがバレる危険性が上がる。

　今度の休みまでに対策を練っておかないと──僕は密かにそう決めた。
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　授業が始まって早々──僕は授業内容の変更を宣言した。

　本来であれば今日の授業は、日本語のアニメを観みながら、それを翻訳する、という内容のはずだった。生徒達もずいぶんと日本語を覚えてきたので、あまり難しくない内容の、それも日常系であれば、ある程度は聞き取りもできるようになってきたのだ。

　それはさておき。

「今日はカメラの使い方、写真の撮り方について、の話をするよ」

　僕は教壇の上から生徒達を見回してそう言った。

　僕は自分のスマートフォンを取り出して、皆によく見えるように示す。

　ことさらに僕が指示をしなくても、察しの良い子達は、すぐに３ＴＳやデジカメを取り出して机の上に置くのが見えた。この辺──オタク文化の吸収に貪欲な彼らは、ずいぶんと積極的である。

　僕が今日教えるのはまず撮影のガイドライン──つまり心構えだった。

　これだけはできるだけ早めにやっておかないと、もう時間的な余裕がない。

　何しろ次の休みには屋敷で、皆が集まって写真撮影会をするわけだし、そこにペトラルカや護衛の騎士達までやってくるのだ。現場で改めて説明している暇はないだろう。

　そして基本的な礼儀マナーや規範ルールを知らずに撮影会なんか始めればどうなるか分からない──いやおおむね想像がつくからよけいにまずい。ロイクとロミルダのときですら、競うように写真を撮りまくっていたのだ。

　これが数倍、十数倍の人数になった場合、妙な競争心というか意地の張り合いが生じたり、調子に乗ったりして、好き勝手にあちこち撮り始める可能性が高い。

　それこそ僕やミュセル、美み埜の里りさん、エルビア、光流ヒカルさん、ブルーク、シェリスの私室とか……場合によってはその家具の中身まで。

　もちろん、バハイラムの軍服が仕舞ってあるクラーラの部屋や、アマテナが隠れている部屋なんかも例外ではないだろう。

　そうなっては困る。とても困る。

　まずは勝手に写真を撮ることは──誰か個人の姿はもちろん、その人の私物や、私室の様子を撮るのも、了承を得ない限りは良くないことなのだ、というのを分かってもらわねばならない。

「写真を撮ることは楽しいと思うし、その場の状況を残しておきたいと思う気持ちもよく分かる。というよりカメラってもともとそのためのものだと思う」

　生徒達が僕の話に耳を傾けていることを確認しながら、僕はスマホで表示した画像を消すと、それを教卓の上に置いた。

「でも自分が撮りたいって気持ちだけで、勝手に撮影をするのはよくないことなんだ」

　少し口調を厳しめにする。

　すると生徒達は驚いたように顔を見合わせた。

「たとえば、レイヤーさん──コスプレしている人がいるとしよう」

　僕はとりあえず光流ヒカルさんを脳裏に思い浮かべながら言った。

「コスプレっていうのは、自分のなりたい何かになって、そんな自分を楽しむものだ。漫画の主人公とか、アニメのヒロインとかね？　でも中途半端な『なりきり』は白けるだけだよね。それが記録に残っちゃったら、なおさらだ。たとえば『魔法少女レンタル☆まどか』のヒロイン、まどかが、いくら疲れたからって、物陰で『あー、だるー』とか言いながらヤンキー座りしてたら嫌でしょ？」

「…………」

　ざわめきが教室の中を広がっていく。

「レイヤーさんだってそんな場面を写真に撮られたくはないんだよね。もちろん、誰だって疲れるし、ヤンキー座りそのものが別に悪いわけじゃない。けれどどうせ記録に残るなら精一杯まどかを演じて、可愛く撮ってほしい──同じ『レンタル☆まどか』を愛する者としてはそう思うのは当然でしょ」

「なるほど……」

　教室のあちこちで頷うなずく生徒達の姿が見える。

　とりあえずだいたいのところは納得してくれたようだ。

「写真を撮るときに声を掛けるっていうのは、レイヤーさんにキャラになりきってくださいってお願いでもあるし、レイヤーさんがそのキャラになりきるスイッチでもある。お互いがコスプレに求めているのは、そのキャラだからね」

　レイヤーにとっては、自分ではないそのキャラになりきるということで。

　撮影する側にとっては、レイヤーさんを通してそのキャラを見るということで。

「だから無断で写真を撮るのは、レイヤーさんにとって失礼で、コスプレの根元に関わる問題なんだ」

　とりあえずは分かりやすく端的な例として、コスプレで説明したけれど……本題はここから。

「……で、それって、僕達の日常生活にも関係してるって分かる？」

　とたん──僕の言葉に、きょとんとした表情を浮かべる生徒達。

「残されるとは思っていない顔を残されるのって、恥ずかしいよね？　寝顔とか、大あくびとか。女の子とか、朝起きて、まだ眠くて、髪もとかしてない状態で、鏡に映る自分とか見ることあるだろうけど──どう？　そのままの姿で皆と会える？」

「…………」

　慌てて首を振る女子生徒達。

　男子生徒の反応はいまひとつ鈍いけど、まあこれはしょうがないだろう。

　ちなみに僕は、以前、今言ったような状態の紫し月づき──妹と廊下で鉢合わせして、思いっきり蹴られたことがある。

　ともあれ──

「しかも勝手に、相手に気付かれない形で撮るなんてことになったら、これは隠し撮り──日本じゃ、犯罪として処罰される場合だってある。自分の見られたくない姿を残されてることにすら、気が付かないって──怖いことでしょ？」

　生徒達がそれぞれ顔を見合わせる。

　うーん。まだやっぱり実感湧かないか。

　ならば──

「だってみんなも、着ぐるみの中身を間違って撮っちゃったとか、ウルトラ●ンの背中のジッパーなんて見たくないでしょ!?」

　僕はぐっと拳を握り締めてそう主張した。

　夢を壊すようなものを、間違って見てしまっても、嬉うれしくなんかない。むしろ悲しい。そうならないためにも、ところ構わず勝手に写真を撮るべきではない──と僕は言った。

「中の人などいない！」

　ゴ●ラだって、ガ●ラだって、ガバ●ンだって、みんなみんな、生きているんだ友達なんだ──もとい、みんな中の人なんかいないんだ！　間違って撮影所の倉庫に潜り込んで、折り畳まれた状態の怪獣の着ぐるみの不気味さに思わず泣いちゃうような、可哀想な子供もいないんだ！

　……いや本当にあれは怖い。トラウマものだ。

　それはさておき。

　いつの間にか熱弁をふるっていた僕は、その様子を見て呆あつ気けにとられている生徒に気が付いて──話題を逸らすべく、一度、咳せき払ばらいをした。

「そんなわけなので、写真を撮るときにはちゃんと一言声を掛けること。僕の屋敷に来るのはいいけど、それはちゃんと覚えておいてね」

　そう言って、静かに締めくくる。

　一瞬の静寂の後──

「はーい！」

　生徒達は皆、手を挙げて頷うなずいてくれた。
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　シンイチ様達が学校に行っている間──私とクラーラさんは洗濯と掃除をします。

　クラーラさんは器用で要領も良いので、実作業の基本的な部分は私が教えることはほとんどありません。このお屋敷で効率良く仕事をするにはどうしたら良いのか、といったことを時折、教えながら作業を進めていくのです。たとえばお掃除はどの部屋から順番にやっていけば、早く終わるか。お洗濯は誰の服から始めて、誰の服を最後にすれば、水が汚れにくくてすすぎが簡単に済むのか──といったことです。

　ちなみに服はたいてい、エルビアさんのものがいちばん汚れているので、彼女の服が最後です。

　そして──

「一度、居間で休憩しましょうか」

「はい」

　掃除に使った、汚れた水の入った桶おけを手に、私達は歩き出しました。戻る途中にあった物置部屋に掃除用具を片付け、手を拭いて、私達は居間に入ります。

　居間には誰の姿もありませんでした。

　シェリスさんとブルークさんは、他でお仕事をされているのでしょう。

　私はクラーラさんに居間で待ってもらい、厨ちゆう房ぼうから茶器を二組持ってきます。シンイチ様達にお出しするような本格的なものではなく、中身の茶葉も安物ですが、疲労回復に効くのを期待して蜂蜜をひと匙さじ、溶かし込んであります。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　私達はテーブルを挟んで向かい合う形で、ソファに腰掛けました。

「疲れてはいませんか？」

「大丈夫です」

「そうですか」

「はい」

　…………

　そこで会話が途切れてしまいました。

　実際の作業をしているときは、別にお喋しやべりする必要もないので気が楽なのですが……こうして休んでいるときには、お互い黙り込んでいると、少し居心地が悪く感じてしまいます。

　何か適当な話題はないだろうか──そんなふうに思って私が考えを巡らせていると。

「──ミュセルさん」

「え？　あ、はい」

　意外にもクラーラさんから私に話し掛けてきてくれました。

　もしかして彼女も、この沈黙を気まずいと感じていたのでしょうか。表情に乏しいせいか、あまり気にしているようにも見えなかったのですが──

「次は何をするのですか？」

「そうですね、旦那様達がお帰りになった頃に夕食の準備を始めます。やっていただくことは昨日と変わりません。あ、ただ今日はデアトゥフォスを使うのですが、それは薄切りにして、よく火を通してください」

「……生ではなく、ですか？」

　クラーラさんがそう言って首を傾かしげます。

　確かにデアトゥフォスは、生で食べるのが一般的で、美味しいと言われています。

　ちなみにデアトゥフォスは、シンイチ様曰いわく、ニッポンの『とまと』という食べ物に近いとのことでした。

「はい。シンイチ様は生だと食感が苦手らしくて、あまり召し上がってくださらないのです。ですが火を通すと召し上がってくださいます」

　シンイチ様が「美味しい」と褒めてくださいながら、私の作った料理を食べてくださるお姿を思い出して──私はつい自分の頰ほおが緩んでしまうのを感じます。

　シンイチ様はたいていの場合に、私がお出しするものを『美味しい』と言ってくださいますが、それでも苦手な食材や味付けというものがあるようで……お召し上がりになる際の早さや順番が違ったりします。

　そういう点を覚えておいて、私は料理の内容を少しずつ変えていくようにしています。

　より──シンイチ様に喜んでもらえるように。

「分かりました」

　クラーラさんが小さく頷うなずきました。

「そうすることでシンイチ様が喜んでくださるのであれば」

「…………」

　私は──ふと思い出します。

　そういえば昨日からクラーラさんは、これをするとシンイチ様が喜んでくれるのかと、たびたび私に訊たずねてきました。

　もちろん仕事として、旦那様に喜んでもらうことは大事です。ですが厳密なことを言えばこのお屋敷のメイドは、シンイチ様以外にも、ヒカル様にお仕えするのが仕事ですし、お二方の護衛役のミノリ様も御奉仕の対象になります。

　食事の際には同じ食卓につきますが、本来ならばブルークさん、シェリスさん、そしてエルビアさんは使用人という立場ですから、メイドたる私達が御奉仕する対象としてまず気を遣うべきなのは、先の御三方なのです。

　なのにクラーラさんが訊たずねてくるのはシンイチ様のことばかりです。

　これは──どうしてなのでしょうか？

「……あ、あの、クラーラさん？」

「はい」

「クラーラさんは、その、シンイチ様を……」

　ふと以前──バハイラムへ行ったときのことが思い出されます。

　クラーラさんは、別れ際、シンイチ様の頰ほおに、口付けをしていました。あれはただの挨拶に違いないと、私は自分に言い聞かせていましたし、シンイチ様もそうおっしゃってくださいましたが……

「お慕い申し上げている……というか……その……」

　一度、疑いを抱いてしまうとどうしようもなくて。

「……殿方としてというか……異性としての……好意を……」

「はい」

　戸惑いながら延々と言葉をこねくり回していた私に──クラーラさんは端的にそう答えてきました。

　私は胸が痛むのを感じます。

　もちろん……シンイチ様のことを誰がどう思おうとその人の自由です。またシンイチ様が誰のことをどう思われるのかも同じです。私はあくまでシンイチ様にお仕えしている使用人の一人に過ぎませんし、お側においていただけるだけでも充分に嬉うれしい──はずなのですが。

　でも──

「シンイチ様は二番目に好きな方です」

「……え？　に、二番目、ですか？」

「一番目はお姉様──アマテナ・ハーナイマン様です」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなくクラーラさんはそう言いました。

「あ、そ、そうなのですか」

　私としてはそう答えるしかありません。

　しかしアマテナさんは女性ですから、その場合は同性同士ということで──ひょっとしてクラーラさんは、恋愛的な好き嫌いではなく、単に人間としての好き嫌いや、尊敬できるか否か、の話をしているだけなのでしょうか？

　それとも……

「むしろ、貴女あなたは？」

「え？」

「そんなことを聞いてくる貴女あなたは、どうなのですか？」

「そ、それは……！」

　私は答えに詰まります。

　そもそもクラーラさんが問うている『好き』『嫌い』がどちらの意味なのかも分からないのです。もちろん……人間としての好き嫌いの意味でも、シンイチ様のことを私が嫌うはずがありません。シンイチ様は私にとって主人ですし、頭も良く、しかもお優しいのです。私が嫌う理由がまったくありません。

　シンイチ様の笑顔が見たくて。とにかくお側そばにいたくて。

　その一心で、シンイチ様に嫌われないよう、お仕えしてきましたが。

　それは尊敬の気持ちからなのか、それとも──

「シンイチ様は」

　ふとクラーラさんが何か思い出した様子で言いました。

「心に決めた人がいるとおっしゃっていました」

「……え……？」

　一瞬、意味が分かりませんでした。

　同時に私は視界がいきなり暗くなったように感じます──まるで貧血を起こしたかのように。

　心に決めた人。

　それはつまりシンイチ様が、伴侶として望まれる方という意味で。

　いったい……どなたなのでしょうか？

　ミノリ様？　エルビアさん？　それとも陛下……？

　まさかコルドバル卿きよう……ということはないと思うのですが。

　千ち々ぢに乱れる心の中を、幾つかの名前が浮かんでは消えます。

　そして──

「貴女なのかと思っていたのですが」

「え？　私が──え？」

「心に決めた人です」

「そんな……私は」

「ですがその様子では違うのでしょうか。まだお手つきにもなっていないようですし」

「お……お手つきって……」

　その言葉の意味が分からないほど、私も無知ではありません。

　確かにクラーラさんの言うようなことは、私とシンイチ様の間では一度もありませんでした。

　でも……

「そういえば、そういう病気なのでした」

　クラーラさんが首を傾かしげて言います。

　病気。それはシンイチ様が──ということでしょうか。

「……病気、とは？」

「女性と体を重ねると死んでしまうそうです」

「え!?　そうなのですか!?　そんな病気が？」

「珍しい病気であるとお聞きしています」

「そんな……」

　初めて聞く話です。

　私はますます自分の不ふ甲が斐いなさに目め眩まいがしました。

　少なくともシンイチ様がエルダントに来られてからは、ずっといちばんお側そばでお仕えしてきたという自負が私にもありました。シンイチ様のことならば、私は、この神聖エルダント帝国の中ではいちばん詳しいのだと。

　けれども私はそんな、これ以上ないというくらいに近しい場所にいながら……シンイチ様がお命に関わるような病に罹かかっておられることを知らず、気付くことすらできなかったのです。

　ニッポンにしかない病気なのでしょうか。後でミノリ様やヒカル様に詳しくお聞きした方がいいかもしれません。食べてはいけない食材なども、あるかもしれませんし……

「シンイチ様……」

　なんだか無性に悲しくなって──私は自分の爪を嚙かみながら、胸の奥からあふれ出てくるわけの分からない気持ちに耐えようとしました。
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　夕食は皆で食べる。

　これは僕が提案してからのこの屋敷の基本的な決まり事になっている。

　もちろん、これは強制力のある規則ではないし、誰かが仕事でどうしても夕食の時間に間に合わないとか、理由があればそれぞれで勝手に食事をとることはあるけれど……それが『当たり前』になっている。少なくとも僕らの屋敷では。

　身分や立場の違いは食事に同席するうえで関係がない。

　だから──アマテナやクラーラも例外じゃなかった。

　夕食をとるような時間に、来客があるのも稀まれだし、外は暗いので、闇に紛れて離れの物置小屋に緊急避難するのもそう難しいことじゃないだろう──という計算もあった。

　そんな、以前より人数の増えた夕食風景の中……

「……ミュセル？」

　ふと僕はミュセルの様子がいつもと少し違うことに気付いた。

　具体的には小さな溜ため息を頻繁についているし、食事の手も止まりがちなのだ。

「あんまり食べてないね。具合でも悪いの？」

「…………」

「ミュセル？」

「あ……え？　は、はい！」

　やや声を大きくすると──ようやく、びっくりした様子で目を瞬しばたたかせてミュセルが返事する。どうも何かを考え込んでいて、僕の声が聞こえていなかったらしい。

「申し訳ございません、なんでしょうか？」

「いや。あんまり食べてないから──具合でも悪いのかって」

「いえ、そんなことありません」

　笑顔になって──というか笑顔を取り繕ってミュセルは言う。

　ぎこちないというか、無理をしているのが明らかだ。

　しかし……本人が言うつもりがないようなことを、根掘り葉掘り聞くのも憚はばかられた。

「そう？　でももし具合悪いなら言ってね」

「は、はい。ありがとうございます……」

　頷うなずくと、ミュセルは食事を再開する。

　よく考えたら、アマテナやクラーラがいることで、彼女の仕事は──用意する食事や洗濯の量は増えているのだ。クラーラに手伝ってもらうとはいえ、指導をしながらだから、ミュセルに掛かる負担が大きくなっているのかもしれない。

　ミュセルの性格からして、仕事だからと文句も言わずに頑張っちゃいそうだし、そこは主人の立場にある僕が気をつけないといけないんだろう。

　なので──

「クラーラは仕事に慣れた？」

　話しかけられて、メイド服姿のクラーラが顔を上げる。

「はい。そのデアトゥフォスは私が切って調理しました」

　クラーラに指差されて僕は、自分の小皿に載せられている赤い食べ物に視線を落とす。

　日本のトマトとよく似た野菜のこれは、生だと食感が苦手で、僕はあまり好きじゃない。けれど薄切りにして焼いてもらうと、食感が変わって問題なくなるのだ。もともと味が苦手なわけではなかったし。

「そうなんだ」

　メイドとしての仕事は、それなりに上手くやっているらしい。

　相変わらず愛想がないというか、表情に乏しいけれども。これはやはりすぐには変わらないだろう。僕はもう一人の愛想のない軍人さんの方に視線を向ける。

「アマテナは、エルビアの真似できそう？」

「……やるしかないだろう」

　憮ぶ然ぜんとしてそう答えるアマテナ。

　あ。やっぱりこっちもまだまだ無理っぽい。

　しかも肯定も否定もはっきりしなかったアマテナの言葉に被かぶせるようにして──

「アマ姉、全然ダメなんすよー！」

　とエルビアが唇を尖とがらせて言ってきた。

　なんと言うかこっちはちょっと得意げだ。

「──エルビア」

　と……アマテナに睨にらみ付けられて、とたんに、首を竦すくめて項うな垂だれたけれども。

「まあ性格が全然違うから難しいよね」

　そんな二人のやり取りに苦笑する僕。

　見た目がほぼ同じの、エルビアとアマテナ。表情や喋しやべり方さえどうにかすれば、ちょっとやそっとのことではバレないと思うのに──しかしそれがいちばん難しかったりする。

「ただ次の休みに、生徒とペトラルカが屋敷に来るから気を付けないと……」

　言いかけて僕は──騎士ガリウスから聞かされた話を、思い出した。

「そういえば今日、城でバハイラムの話を聞いたんだけど、やっぱりバハイラムの国内で大規模な粛清が行われてるらしいって」

「…………」

　無言で頷うなずくアマテナ。

　当事者の彼女にしてみれば、何をいまさら──といったところだろう。

　ただ……

「でもなんて言うか……バハイラムって何度かこういう粛清をしてるって聞いたけどさ。アマテナとか、まだ試験的に僕らから仕入れた品を流しているだけで、大してお金儲もうけとかしてないんでしょ？」

「無論だ」

　とアマテナは言った。

「私は私腹を肥やすのが目的でシンイチに協力したわけではない。オタク作品に関しても、我々は何度かエルダントに侵入する任務もこなしていたから、その際の戦利品、資料として持ち帰ったものならば、現場に携わる者の特権のような扱いで──今までは特に問題視されることもなかったのだ」

　つまり少量のオタク作品を持っているだけならば、逮捕されるようなこともなかったと。

「だがそういうことを推奨されていたわけでは、無論ない。その一点をもって逮捕に踏み切ることも、制度としては不可能ではないのだ」

「あー……」

　なんとなく分かる。

　何か深刻な被害が出ているわけではないから、基本的に見逃されているのだけれど、厳密なことを言えば違法で、『問題だ！』と騒ぎ立てる者がいれば、逮捕されちゃう──僕らの感覚だと、商業作品の二次創作同人誌とかが、分かりやすいけど。

　しかし……

「……でもそうなると」

　ふと光流ヒカルさんが首を傾かしげて言った。

「どうしてアマテナが、槍やり玉だまに挙げられたんでしょうか？」

「あ。それは──そうだよね」

　エルダントに潜入したことのあるバハイラムの人間はアマテナだけじゃない。

　たぶん、いろいろ持ち帰っている者は他にもたくさん、いるだろう。そういう者達を全員、粛清する──となるとたぶん、現実的じゃない。下手をすると国境付近に配置された軍隊の戦力が半減しかねないんじゃないか？

　同人誌の二次創作でもそうだけど……ああいうので権利者から訴えられるのは、『見せしめ』の意味合いが強い。一人を派手に訴えて『一線を越えたらこうなるからな？　気をつけろよ』と似たようなことをしている百人、千人、万人に警告するのだ。

「分からん」

　アマテナは首を振った。

「正直──クラーラが知らせてくれなければ、逮捕されるまで気がつかなかっただろう」

「うーん……？」

　なんだか妙な話だな。

「私思うんですけれど」

　光流さんも首を傾げながら──言った。

「アマテナっていつも硬い表情で、自分の内心見せない雰囲気してますよね。ひょっとして軍にいたときもそうだったんじゃないですか？　上司とか同僚相手でも」

「そうだな。誰が相手でも隙を見せるわけにはいかない。出世競争──とまでは言わないが、他人の足を引っ張りたがる者はどこにでもいる」

「やっぱり」

「……『やっぱり』？」

　肩を竦すくめる光流さんの言葉を、アマテナが眉を顰ひそめて繰り返した。

「それが原因ですよ。何考えてるか分からない人って、機会があったら排除したいって思うのが人情じゃないですか」

「ちょっ……光流ヒカルさん……!?」

　身も蓋もない言い方に僕は慌てた。

　しかし……

「…………」

　しばらくアマテナは何事か考えていたみたいだけれど、ふと、呟つぶやくように言った。

「そういえばシンイチにも似たようなことを言われたな」

「え？　僕？」

「隙を見せないということは、敵意を剝むき出しにしているようなものだと」

「……あ」

　まあ確かにそういう話はしたけれども。

「オタサーでもよくあるんですよ」

　光流さんは肩を竦めて言った。

　オタサー……オタク系サークル。僕はオタクではあっても、その手の集団には所属していなかったから、その辺の機微はよく分からないのだけれど……

「三人いれば派閥ができあがるものですから」

「そういうもんなの？」

「そういうものです」

　澄ました顔で光流さんは頷うなずく。

　コスプレ系だと、何人かで集まって特定作品のキャラを網羅したりすることもあるみたいだから、やはり集団としての付き合いみたいなのが出てきやすいんだろうか。まあ一人だけでコスプレするより、友達とわいわいやる方が楽しいってのは分かる。

　そんな和わ気き藹あい々あいとした集団の中で、一人、いつも仏頂面で何を考えているのか分からない奴がいたら……『あいついらなくね？』的なことを言い出す人間が出てくるのも、まあ、分かる。

　オタサーと軍とを一緒にして考えちゃうのも、問題なんだろうけどさ。

　人間対人間の付き合いという意味で、基本、と考えれば──

「…………」

　何やら思い当たることでもあるのか、アマテナは手元に視線を落として黙考中。

　その様子を──右隣でクラーラが、左隣でエルビアが気遣わしげに見つめていた。
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　暗闇の中で何か音が聞こえたような気がした。

「…………？」

　目を覚ましてみたものの──意識はどこか、ぼんやりしていて身体を動かす気にはなれなかった。まだ夢の中に半分浸かっているかのような、暖かな海に漂っているみたいな、そんな夢ゆめ現うつつの心地よさだ。

　目に映るのは、自室の天井──もとい寝台に附属する天蓋だ。

　窓から射さし込む月明かりのおかげで、とりあえず視界が闇に閉ざされてしまうことはないけれど……空気の冷たさや、時折聞こえてくる虫の鳴き声からして、時刻は間違いなく真夜中なのだろう。

　まだ起きるには早すぎる時間だ。僕は再び瞼まぶたを閉じる。

　視覚が途切れると、とたんに、身体そのものの感覚が気になってきた。全体的に重いというか──何かが身体の上に乗っかっているかのような。しかもその重みは次第に、足元から上へ上へと這はい上がってきて……

「……ん？」

　実際体の上に何かが乗ってる？

　睡魔に身を委ねようとしていた僕は──しかしさすがにその違和感を見過ごせず、改めて目を開いた。

　すると──

「ク、クラーラ!?」

　被っていたはずのブランケットがない。でもってその代わりに、僕の腹に跨またがるような形で、クラーラが馬乗りになっていた。しかもその姿はメイド服ではなく、股間や胸元の、最低限の部分を覆い隠すだけの薄布──たぶん、というか、間違いなく下着だ。

「あの……何をやっておられるのでしょうか？」

　あまりのことに思わず敬語である。

　対してクラーラは薄闇に光る双そう眸ぼうで──さすがは半獣人だ──僕を見つめながら、淡々とした口調でこう言ってきた。

「これもメイドとしてのお勤めですから」

「どこの十八禁ゲームだよ!?」

　思わず叫ぶ僕。

　というか、いつの間に!?　というかどうやって部屋に!?

　鍵は掛けておいたはず……あ、いや、もしかしてちゃんと閉まってなかった？　それかミュセルの持つ予備の鍵をどうやってか拝借して……？

　ぐるぐると頭の中に駆け巡る疑問。だが今は、それを考えている場合ではなくて。

「……シンイチ様……」

　下着から伸びているクラーラのすらりとした足が、闇に慣れた僕の目に映る。文字通りの脚線美──細すぎもせず、太すぎもせず、その輪郭は溜ため息が出るくらいに綺き麗れいな曲線を描いている。しかもその太股から、寝間着越しに彼女の体温を感じてしまい──頼みもしないのに僕の心臓はアクセル全開のフル稼働中である。

「ク、クラーラ……？」

　改めて彼女の顔を見上げる僕。

　ちろりと彼女の唇からのぞく紅いものは──あれは舌か。僕の上に馬乗りになって舌した舐ねぶりするその様は、まるで獲物を狙う肉食動物だ。

　ああ、そういえばこの子、虎だっけ。

「シンイチ様……」

「ひ、ひぇっ!?」

　繰り返し、僕の名を呼ぶと──緩慢な動作で、クラーラが覆い被さってきた。

　ぬおおおおおおお!?

　すでに眠気など因果地平の彼方かなたに吹っ飛んでいる。

「シンイチ様……」

　耳に寄せられた唇から、掠かすれたような甘い声と、荒い吐息が漏れる。

　心なしか、彼女の体温が高い気がした。熱？　──いや、これは……興奮してる？

「まさか……」

　この状態には覚えがある。

　これは──あれだ。半獣人に定期的に訪れる、月のモノだ。

　一ヵ月周期の発情期…………

「クラーラちょっと待って！　落ち着いて……！」

　僕の制止の声は、最後まで続かなかった。

　何故ならクラーラの両手が僕のパジャマを摑つかむと、左右に引きちぎったからだ。小柄とはいえやはり半獣人──本気を出すとこれくらいのことができちゃうわけだ。

「ひゃあああああ！」

　思わず悲鳴を上げる僕。

　けれどもそんな僕の叫び声を気に掛ける様子もなく、クラーラは露わになった僕の胸に顔を寄せる。最初に柔らかく暖かな頰ほおの感触。そして次に湿ったような、濡ぬれたような、まさに生暖かい感触は……彼女の唇、いや、これって舌!?

「クラーラ、やめっ、くすぐった……」

　くすぐったさと、それ以外の感覚の境界線をなぞるかのような舌の動きに、僕は思わず鳥肌が立ってしまうのを感じていた。似たようなことはエルビアにやられたことがあるけれど、やはり猫科なのか、ちょっと舌の感触が違う。

　というかそんな冷静に違いを意識している場合ではなくて……！

「クラーラ、駄目、駄目だって、駄目──」

　かすれた声で繰り返す僕。

　しかしクラーラはちっともやめてくれなくて──

「クラーラ！」

　鋭い声が飛んできた。

　ぴたりと動きを止めるクラーラ。同時に──窓辺から射さし込む月の光とは別の灯あかりが部屋に点った。おそらくは入り口近くに置かれていた、精霊利用のランプだ。軽く弾くと中に封入された精霊が驚いて光る。

　もちろん──声の主は僕じゃない。

　聞き覚えのあるそれは──

「アマテナ……」

　声の聞こえてきた方向へ僕は顔を向けた。

　開けっ放しだったのか、ちゃんと扉を閉めていなかったのか理由は分からないけれど、部屋の入り口に、アマテナが立っていた。

「お……お姉様……」

　顔を上げて振り返ったクラーラは──大股で歩み寄ってくるアマテナを見て、表情を強こわ張ばらせていた。いつもの無表情な彼女とはまるで別人である。まあそれは僕の上に跨またがっていたときからそうだけども。

「ち……違うんです……これは……」

　クラーラが慌てたように首を左右に振る。

　いちばん大好きと公言してはばからない『お姉様』にこの現場を見られた彼女の心境は……喩たとえるなら彼氏に浮気現場を見つけられた彼女だろうか。いや、どっちも女の子だし、もともと僕がバハイラムで捕虜になっていた頃には、アマテナ公認というか、僕とアレなことやソレなことをするように命令されていたみたいだから、この喩えは変かな。

「これは、その」

「シンイチの上から降りろ」

　言い訳を口にしようとするクラーラの手首を少し強引な仕草で摑つかむと、アマテナは彼女を寝台から引きずり下ろした。クラーラもそれに抗う様子もない。

　アマテナは改めてクラーラを自分の前に立たせると──目を細めて言った。

「あの日だろう。分かっている」

「お姉様……申し訳ありません」

　クラーラは俯うつむいて頷うなずく。

　それを確認してからアマテナは僕の方を見て言った。

「クラーラが迷惑をかけた。すまない」

「あ、い、いや……えっと……仕方ないことだっていうのは……分かってるから……」

　むしろ、本来はご褒美なわけで。

「情けない。バハイラム軍人として恥ずべきことだ」

　とアマテナは言った。

「……ん？」

　なんだか僕の想像とちょっと違う反応だ。

　アマテナは少し怒っているみたいだけど、やはりそれは『妹分』が自分以外にすり寄っているからといった嫉妬の類いとかでは、ないみたいだ。軍人として恥ずかしいっていうけど、それはいったいどういう意味だろう？

「欲望に負けて男性を襲うなど……克こつ己き心しんが足らない証拠だ。自制の効かぬ軍人など車輪のとれた荷車よりも役に立たない。ただでさえ半獣人は、自制心に乏しいと、軍では出世しにくい立場にあるというのに」

「あ…………」

　なるほど。そういうことか。

　僕の知り合いのバハイラムの人って、全員が半獣人だったから、ついついバハイラムを半獣人の国家みたいに考えがちだけど──よく考えたらこの世界じゃ、エルダントに限らず、人間が圧倒的多数なんだった。バハイラムも当然、人間が多い。前に観みた王父様ってのも人間だったし。

（そういえば、エルビアも『気持ち悪くないっすか？』なんて言ってたしな……）

　人間至上主義みたいなのはたぶん、この世界では普通の考え方なのだ。

　いかにバハイラムが王父様の下では皆家族、平等である、なんて唱えていても、実際には有形無形の人種差別が当然に存在するわけで。半獣人は、人間族に比べて出世しにくいのだろう。そしてそれを正当化するために、人間側が『半獣人は自制心に乏しいから』とかなんとか理由を付けているのではないだろうか。

　だからこそ、軍の中でそれなりの地位を確保しようと、アマテナは──そしてクラーラも、自制心、克己心がありますよ、大丈夫ですよ、と周囲に主張する。半ば無理矢理に感情の表出を抑え込んだ結果──無表情でお堅い言動が増えてしまい、それが何年も続いて、今では彼女らにとって基本の態度になってしまっているのだろう。

　当然……半獣人の特徴的な生理現象である『月のモノ』などは、強い精神力で押さえ付けてこそ一人前、という認識なのだろう。

　なんだか必要以上に、すんごく体育会系というか──大変そうだと思うのは、僕が軟弱な元自宅警備員だからだろうか。

「病気のことを忘れていました……すみません」

　クラーラが僕の方を向いて申し訳なさそうにそう言ってくる。

「病気……？」

　思わず聞き返した僕は……しかしすぐに、彼女の言う病気が、バハイラムに誘拐されたときに僕がついた噓うそなのだと、理解した。迫ってくる彼女をなんとか押しとどめるために、『女の子とエッチなことをすると死んじゃう』と言ったのだ。

　まさか未だにアレを信じているとは思わなかった。

　しかも──

「なんだ、シンイチは病気なのか？」

「あ、いや、その」

　アマテナにまで真顔で訊たずねられて、僕は返答に困った。

　ここで、病気のことは噓でした、とはいろいろな意味で告白し辛い。

　ここは話題を逸らしておくのが得策か──

「そ、それより」

　大慌てで何か話題を、と頭の中を引っかき回しながら、僕は言った。

「エルビアだけじゃなくて、半獣人はみんなこんなことがあるんだね」

「ああ。こればかりは仕方ない」

「そうなんだ」

　上手く話題を逸らせたみたい。

　しかし、そうか……やっぱり半獣人って皆こうなのか。

　あ、でもそうすると──

「ということは、アマテナもこうなったりするの？」

　純粋に疑問に思って、僕はそう口にした。

　その瞬間──

「…………！」

　僕はまったく予想だにしなかったものを見た。

　すなわち──おそらくは恥ずかしさから、顔を真っ赤に染めたアマテナを。

「聞くな！」

「は、はい！　ごめんなさい！」

　勢いよく怒鳴られて、思わず僕はベッドの上に正座をしてそう答えてしまう。

　ああ。まあ恥ずかしいことだって言ってたもんね。咄とつ嗟さのこととはいえ──何を聞いてんだよ僕も。相手が日本人でここが日本だったら、セクハラで訴えられかねない。

　そんなことを考えながら、僕が額に汗を浮かべていると──

「シンイチ様!?」

　外の廊下から何やら勢いよく走ってくる足音が聞こえた。

「何かあったっすか!?」

　そう言いながら現れたのは、ミュセルとエルビア。そして遅れて美み埜の里りさん。どうやら僕達の騒ぎを聞きつけて、やって来たらしい。

　助かった。

　僕はそう思ったのだけれど……

「……慎しん一いち君」

　美埜里さんが眼鏡の奥で目を細めるのが見えた。

　他の二人はというと、ただただ目を丸くして僕を──僕達を見つめている。

「貴方あなた、何してるの？」

「何って……」

　美埜里さんに訊きかれ──僕は自分が今置かれている状況に、改めて気が付いた。

　ベッドの上に正座状態、しかもパジャマがはだけている僕。

　そんな僕の前に立っているアマテナと、下着姿の──しかも半脱げのクラーラ。

「まさかクラーラを部屋に引きずり込んで……？」

「違います！」

　疑いの眼まな差ざしを向けてくる美埜里さんに、僕は大慌てでそう弁解した。

　要するに、僕がクラーラを部屋に連れ込んで、あんなことやこんなことをやろうとした矢先、アマテナに見つかってしまった……たぶん、彼女らが想像しているのはそんなところだろう。

「僕がそんなことする男に見えますか!?」

「見えないわね。ヘタレだもの」

　あっさり掌を返すように美埜里さんは言った。

「……あの、はっきり言われると傷付くんですけど」

　誤解が解けるのは嬉うれしいけれど、即座にヘタレ認定の返事があると、それはそれで悲しくなるというかなんというか。

　でもって──

「ずるいっすよ!?」

　と──何故かいきなり怒り出したのはエルビアだ。

「アタシだってずっと我慢してるんすよ!?　それなのにどうして二人が先にシンイチ様と交尾しようとするんすか！」

「交尾って言い方やめて!?」

　もうツッコミが追い付かない。

「……もしかして、二人ともあの日？」

　やっと事態を把握したのだろう。首を傾かしげながら、僕の脇に歩み寄った美埜里さんが、確認するようにそう囁ささやいてきた。

「そうです……」

　僕は無実です。何もしてません。

　襲われたのは僕の方なんです……

「……ん？」

　ぼくはある言葉に引っかかった。

　二人とも？

「勝手なことしないでほしいっすよアマ姉！」

　その間もエルビアはアマテナに食って掛かっている。

「私はまだ何もしていない」

「まだってなんすか！　まだって！」

「私は誇り高いバハイラムの軍人だ！　月のモノの衝動に負けるなど──」

「ミュセルならともかく、アマ姉に先を越されるとか納得いかないっす！」

「あ、あの、エルビアさん……？」

　さらりととんでもないことを言い出すエルビアに、ミュセルも目を白黒させている。

　まあそれはともかく──

「今あの日なのはクラーラだよ？」

　このままでは埒らちがあかない感じなので僕がそう言って姉妹の言い争いに割り込んだ。

　アマテナがここにいるのは、あくまで月のモノを迎えて理性が霞かすんじゃったクラーラから、僕を助けるためだ──と。

　しかし……

「え？　でも」

　僕を振り返ったエルビアがきょとんとした表情で言った。

「アマ姉のあの日もそろそろっすよね？　だからアタシてっきり……」




　──ごっ……！




　これまた平然ととんでもないことを言い出すエルビアの後頭部に、勢いよくアマテナの鉄拳が食い込んだ。うわあ。痛そう……

「いった……！　な、何するんすか、アマ姉……」

「言うな！」

　涙目になりながら頭を押さえて蹲うずくまるエルビアへ、やはり赤い顔をしてアマテナが叫ぶ。

　なんと言うか……恥ずかしがって狼狽うろたえるアマテナが、ちょっと、新鮮。そんなこと言うと僕までぶん殴られそうだけども。

　で──

「……で、慎しん一いち君の貞操は無事に守られたの？」

「貞操とか言わないでください」

　僕は呻うめくように言うと寝台にぐったりと身を投げ出す。

　一方──

「叩たたくことないじゃないっすか、アマ姉！」

「うるさい！」

「だいたいアマ姉がシンイチ様を襲おうとするから……」

「私は違うと言っているだろう！」

　言い争う獣ケモノっ娘姉妹の声を聞きながら──僕は欠伸あくび混じりの溜ため息をついた。





第三章　やっぱり平穏無事とはいかなくて







　なんだかんだで休日がやってきた。

　それはつまり、生徒達と約束していた屋敷での撮影会の日でもあった。

「先生！　これどうですか!?」

「こっちのも観みてください！」

　屋敷の中庭には、デジカメや３ＴＳを片手に、楽しそうにしている生徒達の姿。結局、教室のほぼ全員がなんらかの形で撮影機材を持っている。改めてデジカメを手に入れた子は、３ＴＳを持っていない子に貸したりして、全員に行き渡った感じである。

　さすがに教室の全員となると、写真を撮る量も半端ない。

　けれどまあ、ここまでは──これだけならば普通の撮影会だ。

　しかし──

「はい、こっち向いてー！」

「撮るよー！」

「零ゼロはそんなポーズしないよ！」

　ぶっちゃけ中庭で行われているのは、ただの撮影会ではなかった。

　あろうことか全員が、どこかで見たような──というか漫画やアニメやゲームの中で見たことのある格好をしているのだ。

　そう。コスプレ撮影会である。

　しかも撮る側も撮られる側も皆一様にコスプレ中。

　もちろん──衣装の大半を用意したのは美み埜の里りさんと光流ヒカルさんである。ただ集まって屋敷の写真を撮るだけではつまらないだろう──と急きゆう遽きよ、二人が提案したのだ。中には親に頼み込んで、出入りの仕立屋に服を作らせてきた子もいる。

　ただ……実を言えばコスプレ撮影会にしたのは、別の狙いもある。

　一つは『撮られる側』の心理を知ってもらいたい、ということ。自分でコスプレをすれば、『意図しない瞬間に写真を撮られること』について、実感として理解できるだろう、というのが光流さんの考えである。

　そしてもう一つは、コスプレ撮影会、という形にしておけば、屋敷の中を不必要にうろつき回ったりはしないだろう、という美埜里さんの考えもある。クラーラはともかく、アマテナが見つかったりすると、間違いなくややこしいことになる。屋敷に入れるにしても、電源のある部屋や、僕や光流さんの部屋だけに限定しておけば、アマテナが写真に撮られちゃう、なんて可能性も大幅に減るはずだ。

　まあそんなこんなで。

　やってきた生徒達のほとんどは美埜里さんや光流さんが用意したコスプレ衣装に興味津々、皆がすぐにお気に入りの衣装を身につけ、これを美埜里さんや光流さんが安全ピンとかクリップでサイズ調整──あっという間に全員がどこぞの作品の中の登場人物になりきっていた。

「いいねー、はい、そのまま遠くを見てー」

　生徒達に混じってそんな指示を飛ばしているのは──自身も一眼レフのデジカメを構えた美埜里さんである。

「撮りまーす、三、二、一、はい！」

　正面、上から、下から、とさまざまなアングルでシャッターを切るその姿は妙に手慣れていて……どこのプロカメラマンだよと、突っ込みを入れたくなるくらいだ。しかもなんだかこう撮り方がエロいというか、撮影しながらの喋しやべり方が、こう、褒めておだてて、唆そそのかす感じというか──そのうち『いいね、じゃあとりあえず上着から脱いでみよっか！』『そこで思い切って全部脱いじゃおう！』などと言い出しかねない。

　すでに男子生徒同士に肩を組ませて写真とか撮ってるし。

　しかも……

「はい、その位置で──」

　光流ヒカルさんは光流さんで、日陰に陣取って、何やら妙な機械を弄いじっている。

　機械は一抱えほどの大きさで、彼の足元からもくもくと煙を──というか霧を吐いているのだ。たぶん、スモーク・マシンとかフォグ・マシンとか言われる機械だろう。

　そういえば最近は、コスプレ写真を撮るテクニックの一つとして、こういう機械を使って雰囲気を盛り上げる、なんて手法もあるんだとか。まあ実際、霧の中に立つキャラは神秘的で、ゴスロリ系やハードボイルド系の格好だと、すごく様になる。

　で──

「ふむ……」

　僕は中庭の隅に置かれた椅子に座って、皆が撮影したりポーズをつけたりするのを眺めている。こういう場では生徒達を指導するのはむしろ、光流さんの方が遥はるかに適任なので、今回は電源管理とか裏方に回るつもりだった。

　しかし……

「シンイチ！」

　ふと名前を呼ばれて声のした方を見ると──ひときわ目立つ人物が一人、笑顔でこっちに駆け寄ってくるのが見えた。

　ペトラルカだ。しかも彼女も、ご多分に漏れずコスプレ中。

「どうじゃ!?」

　デジカメ片手に満面の笑みで僕を見上げてくるペトラルカ。彼女は僕のすぐ目の前までやってくると、くるりと一回転してみせた。

　長い銀髪とゴスロリ系衣装のスカートがふわりと踊る。

　おお。可愛い……！

「似合うか？」

「うん、すごく──っていうかこれ」

　僕は彼女の着ているコスプレの衣装がなんなのかすぐに気付いていた。というか気付かざるを得ない独特の格好である。

『担かつ姫ぎのアンジェリカ』のヒロイン、アンジェリカである。銀色の長い髪と太めの眉、蝶ちようをモチーフにしたヘアアクセサリー、白と黒を基調とした服──まではまあ普通だけれども。その背中に自身の身体よりも大きな箱を担ぎ、さらにはでっかい狙撃銃みたいなのまで抱えていたりするので、そりゃもう目立つ。

　ちなみにその箱の中身がなんなのかは作中では明らかにされていない。一説には、謎の生物が入っているそうだけども。

「ヒカルに勧められてな」

　とペトラルカは笑顔で言う。

「なんでもシンイチの父君の作品じゃそうじゃのう？」

「あー……うん。まあね」

　僕は苦笑して頷うなずいた。

『担かつ姫ぎのアンジェリカ』は、僕の父の書いたラノベだ。父の書いた本の中ではわりと売れた方みたいで、アニメ化もする予定だと聞いている。

「しかしすごいな」

「うん？」

「いや……本当によく似合ってるっていうか、もともとが銀髪だからウィッグも要らないし、そもそもあっちもやんごとなき立場のキャラだし、コスプレって次元じゃないくらいによく似てる」

　ペトラルカは皇帝陛下で──アンジェリカは姫君だけども。

　そもそもアンジェリカというキャラは小柄なので、そういう意味でもペトラルカがコスプレする分には無理がない。違いと言えば目の色くらいのものだけど、正直、衣装がハマりすぎていて違和感が仕事していないレベルである。特徴のある太めの眉も、どうやら美み埜の里りさんか光流ヒカルさんが化粧品で描いてくれたみたいだった。

　ううむ。このペトラルカのアンジェリカ・コス──父に見せてやりたいくらいの完成度だ。

「シンイチがそう言うのであれば、そうなのじゃろうな」

　両手を腰に当てて、満足そうにペトラルカは頷いた。

　そんな彼女の後ろには、何人かの女性騎士の姿があった。一応、万一の場合に備えての護衛役だろう。

「箱は軽いの？」

　発泡スチロールか何かだろうか。

　まさか中身は詰まっていないだろうし。

「軽いぞ。ほれ」

　僕の質問に、ペトラルカは身軽なことを強調しようとしたのか──もう一度、その場で半回転した。

　しかし──

「きゃっ!?」

　回転した拍子に、背負っていた箱が、通り掛かった誰かにぶつかった。

「む──すまぬ」

　ちゃんと謝りながら、ペトラルカが尻餅をついたその相手を見遣る。

　それはミュセルだった。

「大丈夫か、ミュセル」

「は、はい。軽くぶつかっただけで……むしろ、私こそ申し訳ございません」

　逆に謝り返すミュセル。

　彼女は脇から差し出された手に摑つかまって立ち上がった。

「──む？」

　ふとペトラルカが目を瞬しばたたかせる。

　彼女が見ているのはミュセル──ではなくて、彼女に手を差し伸べた、もう一人のメイドさんだった。どうやら二人で皆に出すお茶やお茶請けの用意をして、再び厨ちゆう房ぼうに戻るところだったみたい。

「其そ奴やつは……？」

「ああ。その子が例の」

　僕は内心、緊張しながらも、努めて平静を装って言った。

「ミュセルの遠縁で、一時的にメイドとして働いてもらってるクラーラだよ」

「……初めまして」

　ペトラルカに、ほとんど無表情で頭を下げるメイド服姿の少女。

　ちなみに偽名ではなく、そのまんまの名前を使っているのは、呼ばれたときに咄とつ嗟さに反応しやすいようにと考えたからだ。

「其その方ほうが例の……」

　メイド服姿のクラーラを、ペトラルカがまじまじと見つめる。

　その様子を見ながら、内心、僕は緊張で心臓が早打ちするのを感じていた。

　ヘッドドレスで隠した獣耳を見られやしないか。作り物のエルフ耳に気付かれやしないか。そしてそれはミュセルも同じらしく、彼女は不安げな表情を浮かべて、ペトラルカを見つめていた。

「あまりミュセルと似ておらぬな」

　とペトラルカが呟つぶやく。

「し、親戚だからね。しかも遠縁で瓜うり二ふたつってわけにはいかないよ」

「ミュセルと同じくハーフエルフなのか？」

「い、いえ。母の方の親戚で……その……」

　ぎこちなく答えるミュセル。

　ペトラルカを相手に噓うそをつくのが、心苦しいのだろう。

　一応、『母方の親戚としてやってきた』ことになっているけれど……万が一にバレた場合、ミュセルにお咎とがめが行かないように、『ミュセルも今回、初めてその存在を知った親戚』という『設定』にしてある。まあミュセルとしても母方の実家とは没交渉だった期間が長いので、そういうことがあっても不思議ではない。

　もしクラーラの素性がバレてしまった場合、僕は『ミュセルも騙だまされていた』ことにするつもりだった。

「ふうむ……」

　僕達の内心の不安と緊張に気付いているのかいないのか、ペトラルカはなおも興味深そうにクラーラを眺めている。

　クラーラも無表情ではあるけれど、さすがに緊張しているらしく、いつもより顔が強こわ張ばっているように思えた。まあ、普通であれば、クラーラにとってペトラルカは敵国の元首──こんな距離で絶対に相対することのない相手だしね。

「クラーラ、と言ったか？」

　不意にペトラルカはクラーラにそう話し掛けた。

「はい」

「シンイチは助平な男じゃからのう。気を付けよ」

「な、何言い出すの!?」

　思わず慌てる僕を見て──ペトラルカが声を上げて笑った。

　どうやらクラーラの変装はバレたりしなかったようだ。ペトラルカはむしろ上機嫌で腰に手を当てると、僕の方を見上げて言った。

「シンイチのことじゃから、また胸の大きさでメイドを選んだのかと思ってな」

「偏見デス」

　大きい胸も好きだけど、僕はちっぱいも大好きです。というか本当、いつまでそのネタ引きずるんだよ!?

「胸の大きい者ばかりを側そばに置いているわけではないと知って安心したわ」

　要するにペトラルカは──クラーラが自分と同じような体型、いわゆる貧乳らしいと知って、仲間意識を持ったらしかった。まあ当然と言えば当然か。もともとクラーラがバハイラムで僕の世話役に選ばれたのは、『ペトラルカと同じく年齢より幼く見えるから』だ。僕はバハイラムには、ペトラルカが囲っている愛人か何かだと思われていたのだ。

「そうか、シンイチは大きい胸が絶対の好みではないのか」

「前から言ってるだろ。僕はどんな大きさでも美お味いしくいただけます」

「そうかそうか」

　頷うなずくペトラルカは、嬉うれしそうだ。

　そんなにちっぱい仲間を見つけたことが嬉しいんだろうか。

「それよりシンイチ、楽しんでいるか!?」

「楽しんでるよ。そもそも撮影会はうちの主催だし。ペトラルカこそどうなの？」

「妾わらわはすごく楽しいぞ！」

　ペトラルカはデジカメ片手に両腕を広げる。

　以前、映画を撮影したときもそうだったけど……ペトラルカはコスプレして『別の自分になる』ことがストレス解消になっているようだ。若くして皇帝陛下という立場にいる彼女の重圧を一いつ時ときでも取り除くのにも役立つなら、このコスプレ撮影会は一石二鳥、いや、一石三鳥だと言えるだろう。

「む、あの衣装は『薔ば薇ら姫ひめ』のものではないか!?」

　ペトラルカはふと視線を僕達から、生徒達の方へと向ける。

　彼女が見ているのは、アニメ『薔薇姫』のキャラクターの衣装を着ている女子生徒だった。そういえば光流ヒカルさんと初めて会ったときにも、反応していたし、ペトラルカは『薔薇姫』がお気に入りらしい。

「そこの！　ちょっと妾わらわにも撮らせよ！　──シンイチ、またあとでな！」

　ペトラルカは僕達にそう言い残すと、瞳を輝かせ、目的の被写体に向かって駆け出して行った。護衛役の騎士達も、そんなペトラルカを慌てて追いかけていく。

　どうやら言葉通りペトラルカは、心の底からこの撮影会を楽しんでくれているらしい。「楽しんでくれてるみたいでよかったよ」

　そう言いながら僕は改めて、ミュセルへ顔を向けた。

「……大丈夫？」

　ミュセルは緊張の面おも持もちのままだった。

　やはりペトラルカを騙だましていることが、心苦しいのだろう。

「……はい、なんとか……」

「ごめんね。無理させちゃうけど……」

「いえ……」

　ミュセルは健気に笑顔を作って見せてくれた。

　うーん……とりあえずは上手くごまかせているみたいだけど、さすがにいつまでもこのまま、というわけにはいかないだろう。きちんとペトラルカに事情を話して、アマテナとクラーラを処罰なしで亡命とかなんとかさせたりはできないだろうか？

「クラーラは楽しんでる？」

　せめて少しでも気を紛らわそうと、僕はクラーラにそう訊たずねた。

「このような催しは初めてで……少し、戸惑います」

　呟つぶやくようにそう言うクラーラ。

　よく考えたら彼女は、アマテナが僕からオタク作品を受け取っている関係で、少しはアニメや漫画について知っているだろうけれど……詳しくはないはずだ。そんな状態でいきなりコスプレ撮影会に放り込まれたら、途方に暮れちゃうというか、コミケ初体験で衝撃を受ける一般人みたいな心境になっても、おかしくない。

「あまり楽しくない感じ？」

「いえ、そんなことはありません」

　きっぱりとクラーラはそう言った。

「ならよかった」

　この子は良くも悪くも表裏がないので、これは本当のことだろう。

「ミュセルは辛いかもしれないけれど、今日一日だけは我慢して」

「あ、あの、サツエイカイそのものは、楽しいです」

　少し慌てた様子でミュセルはそう言った。

「皆様素敵な衣装を着ていらして、楽しそうで……見ている私も楽しいっていうか」

「そういえばミュセルは何か衣装着ないの？」

　ふと思いついて僕は訊たずねる。

「い、いえ、私なんかが、そんな……恐れ多い……」

　慌てて遠慮するミュセル。

　ひょっとして生徒達が皆、貴族や裕福な家の子弟ばかりだから、そこに混じるのを躊ちゆう躇ちよしていたりするんだろうか──などと思っていると。

「そんなことありません！」

「ひゃっ!?」

　突然割り込んできた声に、ミュセルは悲鳴じみた声を上げた。

「ヒカル様……」

　振り返った僕とミュセルはそこに微笑する光流ヒカルさんを見た。

「可愛い子は、可愛い衣装を着るべきです。男子でもそうなのですから、女子ならなおさら」

「……光流さんが言うと説得力あるよね」

「黙りなさい」

　じろりと僕を睨にらむ光流さん。

　いや、あの、褒めたつもりなんですけど。

「とにかく、せっかくの催しなのですから、何もしないなんてもったいないですよ」

「え？　え？　あの……」

「早くこれに着替えてください」

　光流さんの気迫に圧倒され、ミュセルは差し出されたそれを受け取る。

　それは──薄紅色のドレスだった。

「これは……？」

「『担かつ姫ぎのアンジェリカ』に出てくる、ヴィクトリカの衣装です。クラーラにはこっち」

「私も？」

　光流さんに衣装とウィッグを渡されて、クラーラが目を瞬しばたたかせる。

「クラーラさんは紅あかアンジェリカの衣装です。化粧などは私が、撮影は美み埜の里りさんが担当してくれますので、さっさと着替えてください」

「え、え……？」

「エルビアだってノリノリでコスプレしてますよ。楽しまなければ損です」

　光流ヒカルさんの指差す先には──生徒に混ざってコスプレをしているエルビアの姿があった。

　ここまで揃そろえられたらさすがに僕にも分かる。衣装とポニーテール状のウィッグからすれば『担かつ姫ぎのアンジェリカ』に出てくる忍者アカネだろう。ペトラルカと並んでポーズをとっていて、それを美埜里さんが一眼レフデジカメで激写しまくっていた。

「『担姫のアンジェリカ』併せです！」

　ドヤ顔でそう言う光流さん。

「……って慎しん一いちさん。反応薄いですね」

「いやまあ、父親の作品のコスプレって息子的にはとても微妙なので」

　僕は苦笑して言った。

　一応、ラノベ原作も漫画版も読んではいるのだけれど、キャラの背後にあの変なおっさんの顔が透けて見えると、イマイチ萌もえにくいというか。

　光流さんの様子を見ていると、むしろ、『担姫のアンジェリカ』併せは、僕の反応を見て弄いじるつもりだったみたいだから、なおさらに──どういう表情をして良いのかも分からない。

　ただ──

「じゃあ慎一さんはミュセルのヴィクトリカとか、見たくないです？」

「うっ……？」

『担姫のアンジェリカ』に出てくるヴィクトリカは、デザイン的にはいわゆるお嬢様キャラだ。わりとワガママ自由奔放、といった設定なので、ミュセルとは正反対と言えるのだけど、だからこそ、ミュセルがヴィクトリカの格好をしているのはこう、意外性があって良いかもしれない……！

「見たいかも……」

「ほら！」

　やっぱりドヤ顔でミュセルの方を振り向く光流さん。

　ミュセルは一瞬、気け圧おされたように首を竦すくめていたけれど──

「シ……シンイチ様がお望みであれば」

「私も否いなはありません」

　ミュセルが頷うなずくのを見てクラーラも頷く。

「それから慎一さんにも衣装を用意してあります」

　と光流さんは言った。

「ひょっとしてソールのコスプレ？」

　ソールというのは『担かつ姫ぎのアンジェリカ』の主人公の忍者なのだけど。

「まさか。身のほどというのをわきまえてください」

　光流ヒカルさんは言った。

「慎しん一いちさんには『最前線君』のコスプレを」

「なんでだよ!?」

「ちゃんと縦ストライプのシャツと黒いデイパックを用意してあります」

「いや、そうじゃなくて」

　そもそもそれコスプレなのか？

「コスプレ撮影会なんですし、そんな端っこで座ってないで、飢えた狼おおかみのような鋭い上目遣いで、胸元にカメラを構え、戦場カメラマンの如くレイヤーさんを撮りまくるのが筋というものでしょう！」

　勝ち誇るような表情でそう言う光流さん。

　いや、戦場カメラマンはレイヤーさんとか撮らないと思います。

　まあそれはさておき──

「要するに端っこで見てないで、混ざれと」

「そういうことです」

　と光流さん。

　まあ確かに彼の言うことには一理あるというか──こういうお祭り騒ぎ的な場で、一人、傍観者的に佇たたずんでいる人間がいると、白けるというのは分かる。さすがにコスプレは遠慮するとして、撮影くらいは僕も参加した方が良いだろう。

　そういうわけで、僕はポケットからスマートフォンを取り出そうとして。

「あれ？」

　ズボンのポケットにスマホの感触がない。

　どうやらこんなときに限って、部屋に忘れてきてしまったらしい。

「部屋にスマホ忘れちゃったから、二人が着替えてる間に取ってくるよ」

「では二人は、こちらで着替えてください」

　光流さんに背中を押されて連れて行かれるミュセルとクラーラを見送った僕は──いったん中庭から離脱して、自分の部屋へと向かった。
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　──十分後。

　スマートフォンを片手に僕は中庭に戻るべく屋敷の廊下を歩いていた。

　ミュセルやクラーラはもう着替え終わっただろうか。いや。さすがに十分じゃ無理かな。そんなことを考えつつも、僕の脳裏にはコスプレ衣装を着た二人の姿（想像図）が描かれていたりする。お嬢様っぽいドレスを恥ずかしそうに着ているミュセルと、無表情ながら満更でもない表情をしているクラーラ。

　おお。たまらん。想像だけで、ご飯三杯はいけます。

　まあ、実際の姿は見てみないと分からないわけだけど、コスプレにかけては一家言ある光流ヒカルさんが、それぞれに似合わない衣装を選ぶはずはないし──僕の妄想はそう裏切られることもないだろう。何より美人さんは何着ても似合うしね。

　僕はにやにやと一人笑いながら廊下を歩いて行く。

　すると──

「……あれ」

　ある部屋の扉が、壁から少し浮いている。

　きちんと閉じられていないのだ。

　まあそのこと自体は別に問題視するようなことじゃないのだけれど──問題はそこがアマテナとクラーラの部屋だということである。そして部屋の中には今、アマテナがいるはずだ。エルビアが中庭の撮影会に出ているので、アマテナは外に出ることができないのである。

「不用心だな……」

　一応生徒達には、屋敷の中には無断で入らないよう言ってある。また生徒達が用があるのは電源やオタクグッズのある部屋だけで、普段は使われていない客間など、素通りするだろう──という程度のことは、分かっているのだけれど。

　それでも何かの拍子に間違えて部屋を覗のぞいてしまうことが、あるかもしれない。

　扉が開いていれば、なおさらだ。

　単純に閉め忘れか、それとも少し空気を入れ換えたかったのか──むしろ中庭に面した窓は開けられない──いずれにせよ用心するよう、アマテナに声を掛けておくべきだろう。

　僕は扉の隙間から部屋の中を覗き込む。

　それから──

「…………」

　アマテナの名を呼ぼうとしたところで、ふと、固まってしまった。

　エルビアの服を着てエルビアの髪色をしたアマテナが、自分の姿をしげしげと鏡で見ていたからである。

　鏡越しに映る彼女の表情は、何やらとても真剣で──いやまあいつも彼女は生真面目な感じなのだけど、今はなおさらに──声を掛けるのが躊躇ためらわれたのだ。邪魔をしちゃいけない、そんなふうに思ったのである。

　しかし──

「──ん？」

　鏡に僕の姿が映っていたのだろう。

　アマテナは肩越しにこちらを振り返ってきた。

「なんだ、シンイチ」

「あ、いや、扉が開いていたから……気をつけてと……」

「……そうか」

　アマテナは頷うなずく。

「部屋の換気をしたかったのだが、不用心だったな、すまない」

「アマテナは何してたの？」

　僕は部屋の中に入って後ろ手に扉を閉めながらそう訊たずねた。

「…………」

　一瞬、アマテナは何やら気まずそうに僕から視線を外す。

　彼女はそして部屋の隅すみに置かれている文机の方を見遣った。

　彼女の視線を追った僕は──そこに二枚の写真が置いてあることに気付いた。

　美み埜の里りさんや光流ヒカルさんが、撮った写真をプリントして、持ってきたのだろうか。

「見ていい？」

「……ああ」

　アマテナの了承を得た僕は、文机へ歩み寄って写真を見る。

　二枚の写真はどちらも、エルビアの格好をしたアマテナが写っていた。

　一枚は、突然撮られたことに驚いているアマテナの写真。もう一枚は、あらかじめ声を掛けられたのだろう──撮られることが分かっている様子で、いつも通りの無表情なアマテナが写っていた。

「これがどうかしたの？」

　どちらも、写りは決して悪くない。

　問われてアマテナは──短く溜ため息を吐ついた。

「お前に言われた通りかもしれんと思ってな」

「僕に？」

　アマテナとはいろいろ話をしたけれど、どのことだろう？

「自分を守る鎧よろい、内心を見せないという仮面……そういうものが、むしろ私自身を追いつめていたのかもしれない、とな」

　そう言いながらアマテナは、再度鏡を見つめる。

　そこに映っているのは、格好も髪型もすべてがエルビアにそっくりな、しかしそれでもエルビアではないとすぐに分かる、アマテナの姿だ。

「ヒカルの話も──理解はできる」

　アマテナは一瞬、躊ちゆう躇ちよするような間をおいて言った。

「内心が分からない人間と一緒にいることが、他者に非常に不快感を──いや緊張感を与えていたのかもしれん。なんとかして排除したいと思うくらいにな」

「そんなこと……」

　ない──とは言えない。

「隙を見せるべきではないと思っていた。いや。実際に隙などない方が良いと今でも思っているが……隙を隠すために、ことさらに、表情を消し、口調を平板にし、硬い仮面を被ることが最善かどうか、疑問も覚えたのでな」

　二枚の写真に写る二人のアマテナ──見ていてどっちと仲良くなりたいかと聞かれると、僕としては驚いている写真の方だ。感情が表に出ているせいか、そこを取っかかりとして話し掛けやすそうに見える。

　そしてそれは……エルビアの特徴でもある。

　あるいは、アマテナはもともとエルビアと同じく、感情豊かな方なのかもしれない。けれどもあんまり喜怒哀楽を開けっぴろげに示すと、悪い奴から、そこにつけ込まれる場合が少なからずある。アマテナはそれに懲りて、感情を抑えて表に見せないようにしているだけで──だからこそ、どこかに少し無理が出ているのかも。

「エルビアのように、だだ漏れはだだ漏れで、問題かもしれないが」

　そんな僕の考えを読み取ったかのように、アマテナはそう付け足した。

「まあねえ……」

　軍人だの密偵だのという仕事のうえでは、エルビアの脳天気さは間違いなく足を引っ張るのだろう。実際にエルダント側に捕まったときも、失言しまくりだったし。

　でもだからといって、敵どころか、誰に対しても胸襟を開かない、そんな冷たく硬い印象の相手と一緒に仕事をしたいかと言われると──僕としても躊躇を覚える。

　結局は中庸──バランスなのだと思うのだけど。

　これって僕が甘いのかなあ。

「多少は緩めるということも必要かもしれん」

　緩く唇の両端を吊つり上げて、アマテナが苦笑する。

　お。苦笑いでも、なんか可愛い。

　これが落差ギヤツプ萌もえってやつですね！

「そうだね」

　僕は笑いながら手に持っていたスマホを掲げてみせる。

　カメラ機能を選択してタップ。液晶画面にアマテナの顔が映し出される。

「じゃあせっかくだからアマテナ、ちょっとにっこり、笑ってみようか」

「うっ……？　に、にっこり？」

「エルビアみたいに。にぱーって」

「…………にぱぁ？」

　とたん、無表情どころか、しかめ面になるアマテナ。

　まあ、これはこれで、気持ちがよく出ていて悪くない。

　それからしばらく──僕は、『エルビアみたいな』笑顔を取り繕おうとして四苦八苦するアマテナを見て、楽しんだのだった。
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　撮影会はおおむね成功だった。

　まあ撮影よりもコスプレの方が主体メインになっちゃってたところはあるけれど、皆、楽しそうにしていたし、『写真を撮るときは一声掛けて』というのも、だいたい定着していたみたいに見えた。やはり『無断で写真を撮るな』と叱りつけるのではなくて、『お互い気持ちよく撮ったり撮られたりするために、一声掛けてより楽しみましょう』って提案の方が受け入れてもらいやすい。

　とにかく皆、満足そうな笑顔を浮かべて帰っていった。

　ペトラルカなんかは案の定──『まだ帰りとうない！』とか駄々をこねて護衛の騎士達を困らせていたけれども。結局、彼女は迎えに来た騎士ガリウスに引きずられて、帰っていった。

　ちなみに──騎士ガリウスがわざわざ迎えに来たのは、なんでも『国境を突破して潜入したバハイラムの特務部隊があるらしい』との報告を受けたので念のため、ということだった。今までの小競り合いとはどうも様子が違うんだとか。

　ともあれ……

「今日は本当によかったわー」

　みんなで夕食を囲みながら、ほう、と感動の息を吐くのは美み埜の里りさんである。

「特に『担かつ姫ぎのアンジェリカ』併せ！　陛下すごく似合ってたし、今度ガリウスさん達に写真あげようっと」

「あの衣装は気合入れて作りましたから」

　と光流ヒカルさんも満足げに言った。

「アンジェリカは陛下に似合うだろうって、ずっと思っていたんです。着ていただけて本当によかったです」

　そう言う彼はいつもより本当に楽しげで、ああ、光流さんも目一杯楽しんだんだなってのがよく分かる。どちらかといえば彼もあんまり感情を表に出さない方だけど、やはり好きなこととなると目の色が変わるのだ。

「もちろんミュセル達の衣装もです」

「ミュセル達もすごく似合ってたね」

「そ、そうですか……？」

　恥ずかしそうに頰ほおを染めるミュセル。

　彼女もまた、撮影会で疲れただろうに──夕食にも手を抜いたような様子はない。本当に健気というか真面目というか、良いメイドさんである。

「クラーラもいろいろとありがとうね。楽しかった？」

「はい」

　頷うなずくクラーラは──さすがに多少疲れたような顔をしていた。

　まあ立場上、ミュセル以上に緊張していただろうから、当然なのだけれど。

「エルビアは？」

「アタシも楽しかったす！　またやりたいっす！」

　続いて質問すれば、背後の尻尾をぶんぶん揺らしながら、エルビアが笑う。

　女忍者のコスプレをしていた彼女は、最後の方、撮影側の要求リクエストに応じて、本物の忍者みたいに本当に飛んだり跳ねたり木にぶら下がったりして、大活躍だった。

「今度はブルーク達も参加できたらいいね」

　いきなり話を振られたブルークとシェリスが、驚いたように顔を見合わせた。

「あっしらも、ですかい？」

「私達のことはお気になさらずとも──」

　ブルークとシェリスは驚いたようにそう言うけれど……やっぱり彼らも仲間外れにはしたくないのだ、僕としては。もちろん、いざやってみて面白くない、馴な染じめない、というのならば無理強いはしないけれどね。

「こういうことは、みんな一緒の方が楽しいんだよ」

「へぇ。旦那様がそうおっしゃるなら」

　そう言って顔を見合わせるブルークとシェリス。

　リザードマンに似合うコスプレ衣装となると、さすがに選択肢の幅が狭まるような気もしたけれど──いや待てよ。いっそゴ●ラとかどうだろうか。さらに一歩進んでメカゴジ●とか。いや、あれはコスプレじゃなくて、もう着ぐるみの範はん疇ちゆうになったりするのか？

「だから次はアマテナも参加できるといいね」

　そう言って僕はアマテナの方を振り向く。

「いや、私は……」

「エルビアとの双子コーデができますね！」

　躊ちゆう躇ちよするアマテナの言葉を遮って光流ヒカルさんが楽しそうに言った。

「双子こーで？」

「二人で同じ衣装を着ることを、お揃そろいとか、双子コーデというんです」

　きょとんと首を傾かしげるエルビアに、光流さんはそう説明した。

「格闘ゲームとかで色違いキャラもよく見掛けますし、仕立ては同じで色だけ変えたりとか、逆にまったく同じで鏡みたいに見せたりとか──まあ、たいていはさすがに似せるのにも限界があったりするんですが」

「服だけじゃなくて、本人の見た目も同じの、完璧な双子コーデね。いいかも」

　感心したように言うのは美み埜の里りさんである。

「ほぇー……そんなのがあるんすねぇ」

　感心の表情で呟つぶやくエルビア。

　彼女はそれから自分そっくりの姉の方を振り返って言った。

「今日のも、アマ姉、参加したらよかったのに」

「無理に決まってるだろう」

「あ、そっか。そっすね」

　間髪入れず答えるアマテナに──エルビアは肩を竦すくめた。

　よほどに楽しかったのか、アマテナ達が何故、ここにいるのかをエルビアは忘れ果てていたらしい。まあこういうお馬鹿なところが、やはりエルビアらしいのだけれども。

　しかし……

「──!?」

　不意に電子音が食堂に鳴り響いた。

　メールや電話の着信を示すような普通の、耳触りの良い音ではない。むしろ地震警報のような──聞く者に緊張を促さずにはいない、一種の警報音サイレンだ。無論、このエルダントでそもそも電話やメールが着信することそのものがないのだけれど。

「な……なんすか？」

　驚いて食堂にいた皆の動きが止まる。

　そんな中──

「…………」

　美埜里さんがポケットからスマホを取り出した。

　警報音を発しているのはこれだ。

「美埜里さん、それ……？」

「警報装置よ」

　厳しい顔と声で美埜里さんは僕の問いに答えると──スマホを操作して音を切った。

「警報装置って……まさか……」

「侵入者」

　美み埜の里りさんの一言に、食堂の空気が一気に冷たくなった。

　以前、僕が攫さらわれたこともあるせいで、この屋敷とその周辺には自衛隊が設置した、高度な警戒監視装置がある。細かい仕様は僕も知らないのだけれど、赤外線や音響探査等、幾つかの装置を併用して、何か異常があれば、美埜里さんのスマートフォンやパソコンに連絡が入る。

　同時に駐留地の自衛隊にも、連絡が行っているはずだ。

　ただし自衛隊の駐留地から屋敷までやってくるのには、車しや輛りようを用いても七分か八分ばかり時間が掛かる。近くの森やら何やらで迂う回かい路ろを走らねばならないうえに、道が舗装されていないのであまり速度が出せないのだ。警報を聞いて即座に出動したとしても、準備を含めると十分はかかると見た方が良いだろう。

「数は……七、いえ、八？」

　スマホを操作しながら、美埜里さんが目を細める。

「でも妙ね。監視カメラにはそれらしき人影は──あ」

「どうしました？」

　僕が訊たずねると、美埜里さんはスマホの画面をこちらに示して見せた。

　どうやら動画記録らしい。十数秒遡ってカメラの捕らえた映像を見ている状態なのだけれど──

「な、なんです、これ？」

　一瞬、動画がおかしいのかとも思った。

　そこに映っているのは夜の森だ。屋敷のすぐ近くである。

　風景としては別に変わったところはない。

　ただ、その一部がまるで、切り取ってずれたかのような──上手く表現しにくいのだけれど、風景の一部が、一瞬、ずれては戻り、ずれては戻り、を繰り返している。

　これは……

「迷彩かしらね」

「迷彩って──こんなに風景に溶け込むって、光学迷彩レベルですよ？」

　確かに僕の見た『それ』は映画の『プレ●ター』や、アニメの『攻殻●動隊』なんかに出てくるような、単なる迷彩の域を超えた偽ぎ装そう術じゆつだ。周囲の風景に合わせるのに、多少の時間差タイムラグが生じるみたいで、そのおかげで存在を察知することができるけれども、そもそも注意して見ていなければ、まったく分からないレベルだ。

「……クラーラ」

「はい、お姉様」

　突如、アマテナとクラーラが立ち上がった。

「ど、どうしたんすか？」

　エルビアが目を丸くしてそう二人に問う。しかしアマテナはそんなエルビアを一いち瞥べつすらすることなく──美み埜の里りさんの方を向いて口を開いた。

「追っ手だ」

「心当たりがあるの？」

「バハイラム軍の半獣人部隊の中に、隠密工作専門部隊がある。少数だが精鋭だ。国内情勢のごまかしに使われるような連中ではない、むしろ暗殺や誘拐が専門だ。私もシンイチを攫さらうときに彼らを使った」

「…………！」

　驚いて顔を見合わせる僕達。

　でもこの高度な迷彩はいったい──魔法か何かだろうか？

　でも確か半獣人は魔力が低いから、あんまり高度な魔法は使えないって聞いたような。

「エレアマチ族ですかい」

　そう言ったのは──意外にもブルークだった。

「そうだ」

　頷うなずくアマテナ。

「エレアマチ族って？」

「リザードマンの中にも、ちいと、変わった特技のある一族がおりましてね。皮膚の色を変えられるんでさ。色の種類や変える速さには限界はありやすが、森の中なんかに潜んでいる分には、すぐ側そばにいても気付かねえこともありやす」

「……保護色……カメレオンみたいなもんか……」

「どこ行くの!?」

　鋭い光流ヒカルさんの声に振り向くと──アマテナとクラーラが食堂から出て行こうとするところだった。

「これ以上、迷惑は掛けられん。屋敷を出て行く」

　アマテナは端的にそう言った。

　しかし──

「まだ追っ手かどうかなんて分からないじゃないか」

「追っ手以外に考えられない。むしろ今まで来なかったことが不思議なくらいだ。バハイラム軍はエルビアが──私の妹がここにいることを知っている。窮地に陥った私がエルビアを頼るだろう、と考えるのは当然の思考だ」

「でも──」

「ここで戦って騒ぎを起こすわけにはいくまい。そうなるとエルダント側にも私達のことがバレる」

　だから出て行く──と。

　頷うなずき合い、歩き出そうとするアマテナとクラーラ。

　それを見て、エルビアがイスから腰を浮かした。

「ア、アマ姉！　だけど今出て行ったら危ない──」

「仕方ない」

「でも……けど……」

　アマテナ達を引き止めようと、エルビアは必死に考えているみたいだけど、どうにも言葉が出てこないようだった。確かに理屈としてはアマテナ達の言うことの方が正しい。

　けれど──

「……庇かばってくれたことは、嬉うれしかった」

　エルビアの方を見ながら──ぽつりとアマテナはそう言った。

「え……？　アマ姉……？」

　よほどに意外な言葉だったのだろう。どこか間の抜けた声で、エルビアが聞き返す。だがアマテナはそれ以上は言葉を交わす必要もない、といった様子で再び食堂から出て行こうとする。

「あ、あの！」

　さらに立ち上がって声を上げたのは──意外なことに、ミュセルだった。

「ミュセル？」

「あの……私も、今出て行くべきではない、と思います……！」

　驚く僕の方をちらりと見て──それからミュセルは、遠慮がちな、しかし確信の響きを含んだ強い口調で、そう言った。

　彼女が見つめているのは、アマテナ、というよりもその隣に寄り添うクラーラだった。

「気にする必要はない、本来、ここにいるべきではない人間が、いなくなる、ただそれだけの──」

「わ、私！」

　アマテナの言葉に反はん駁ばくするかのように、ミュセルは言った。

「その……後輩ができたみたいで……嬉しくて……その……だから……いるべきではないとか、そんなふうには思えません……！」

「…………」

　アマテナは黙り込む。クラーラも無言で無表情のまま。

　ただ──僕は、クラーラの尻尾がゆらゆらと揺れているのに気付いた。バハイラムにいるときにも何度か同じ仕草を見たことがある。確かめたことはないけれど、あれはたぶん、彼女が嬉うれしいときに示す癖だ。

　だから──
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「……僕もミュセルやエルビアの言う通り、今、出て行かない方がいいと思う」

　僕もそう言った。

　ただし感情論で二人は止められないと分かっているので、口を開きつつも必死にいろいろと理屈をでっち上げる。こういうのはわりと得意なのだ。

「屋敷で騒ぎを起こされなくても、アマテナ達を追ってバハイラム兵が来たってエルダント側にバレたら、芋づる式に僕達が匿かくまってたこともバレちゃうよ。ここにはエルビアがいるんだから」

「それは……」

「僕らの都合でもあるんだよ」

　駄目を押すようにそう言ってから、僕は美み埜の里りさんを振り返った。

「美埜里さん、追っ手の位置、だいたいで良いから分かります？」

「……屋敷の裏手ってところかな」

　答える美埜里さんの口調に若干の焦りが含まれているのに、僕は気付いた。

　まずいな。これはたぶん、本当に洒落しやれにならない敵なのだろう。

　しかし──

（いや。敵の強さは問題じゃないんだ。どうせ、後、数分もすれば自衛隊が来てくれる。となると、むしろ──）

　屋敷に近付いてきた敵。

　バハイラム兵。

　アマテナ。クラーラ。

　以前の拉致事件──

　…………

　あ、そうか。

「それだけ近くまで来てるなら、結局屋敷の近くで見つかる可能性の方が高いでしょ。だったらいっそのこと、バハイラム兵がまた僕か、光流ヒカルさんを誘拐しに屋敷を襲ってきたってことにした方が都合よくない？」

「シンイチ様、それって……」

　ミュセルが驚いたような顔で僕を見る。

　スマホから顔を上げた美み埜の里りさんや、食堂の出入り口で足を止めたままのアマテナやクラーラ、エルビア、光流さん、ブルークとシェリス、この場にいる全員を見回して、僕は自信たっぷりの『ちょい悪』な表情で頷うなずいて見せた。

「ここで撃退した方が、都合がいい」
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　もちろん──バハイラムの特務部隊だか特殊部隊だかを相手にまともに戦えると思うほど、僕も馬鹿じゃない。

　エルビアやアマテナ、クラーラは身体能力は高いはずだけど、それは向こうも同じだし、何よりそのアマテナやクラーラを取り押さえに来ている連中なのだから、正面からやり合ったら勝てないのは当然の話だ。

　かつて僕を屋敷から攫さらうのにアマテナが使った連中だというのなら、この屋敷に誰がいて、どの程度戦えるかも知っている可能性が高い。

　つまり、彼らが予想もしなかった一手を指さない限り、僕達に勝目はないだろう。

　かといって、今からいろいろ準備したり策を練っている余裕はない。

　できることは限られているわけだ。

　となると──

「──上手くいくといいけど」

　僕は居間でスマートフォンの画面を見ながら呟つぶやいた。

　美み埜の里りさんにパスコードを教えてもらって、僕のスマホも警備装置の映像や情報を見ることができるようになっている。幾つもの監視用機器を併用しているおかげで、くだんの追っ手──風景に溶け込むことのできるエレアマチ族ってのが、だいたいどこにいるのかは分かる。

　とりあえず僕は──ブルークとシェリスには、屋敷の点検のふりをして見回りをしてもらっていた。

　いくら姿を隠せるといっても、動けば風景と『ズレ』が出る。

　となると、誰かが自分の方を見ている間は、エレアマチ族ってのも身動きできないはずなのだ。ブルークとシェリスが歩き回っている限り、彼らの動きは鈍いものにならざるを得ない。

　それで、どれだけ時間が稼げるかが勝負だ。

　ちなみに──僕は美埜里さんに頼み、警備装置は誤作動を起こしたということにしたうえで、自衛隊の出動を見合わせてもらった。練兵場にいる自衛隊が動けば、どうしてもエルダント軍も気付く。そうなっては、アマテナやクラーラのこともバレてしまう可能性が高い。

　僕は、僕達だけでバハイラムの特務部隊を制圧するつもりだった。

　そして──

「──シンイチ様」

　ミュセルが居間にやってきて僕に声を掛けてくれる。

　メイド服では動きづらいと判断したのだろうか。彼女は外出用の、動きやすいワンピースに着替えていた。

「他の方は……？」

「まだだよ。すぐ準備を終えて来ると思うけど」

　あまり時間が掛かっては『作戦』が台無しになる。

　まあ『作戦』なんて呼ぶのも恥ずかしいような、一発ネタ頼りの仕掛けだけども。

「……そういえば、ちょっと意外だったな」

「え……？」

「ミュセルがクラーラを引き止めたの」

　目を瞬しばたたくミュセルに、僕は続けた。

　実のところ、ミュセルがクラーラを庇かばう理由は、本来ない。

　クラーラにはミュセルと一緒にメイドの仕事をしてもらったけれど、それは彼女の素性を隠すための変装だ。しかもミュセルは、僕らに頼まれたから彼女の面倒を見ていただけで、クラーラに対して特別な思い入れなどなくて当然だ。

　むしろ仲の良いペトラルカに噓うそをつかねばならない、そのことの負担の方が遥はるかに大きかっただろうに──『後輩ができたみたい』なんて好意的にとらえてくれるとは、僕は思ってもみなかった。

「そうですか……そうですね」

　僕の呟つぶやきに、ミュセルは小さく笑った。

　苦笑っぽいけれど、その大きな目はどこか優しげに見えた。

「後輩ができたこと……本当に、嬉うれしかったんです」

「さっきも言ってたね」

「それに……」

　いったん言葉を切ると、ミュセルはちらと僕を見上げてくる。

　うっ……？

　もう何度目か分からないし、いい加減慣れてもいいと思うのだけど、こう──ミュセルに上目遣いで見つめられると、やっぱりドキドキするんだよなあ。

「クラーラさんと話をすることによって、いくつか自分でも気付いていなかったことが分かったりもして……」

　その言葉は僕に言っているというより、独り言を漏らしているかのようでもあり。

「どういう意味？」

「…………」

　僕は訊たずねてみたけれど、ミュセルは恥ずかしげに首を竦すくめて微笑むだけで──何も答えてはくれなかった。あるいはもう一度問えば、彼女は答えてくれたのかもしれないのだけれど、そこに、ちょうど美み埜の里りさんがやってきて、その話は打ち切りとなった。

「慎しん一いち君、ミュセル」

　美埜里さんはいつもの９ミリ拳銃でも、機関拳銃でもなく、非殺傷用の電撃器スタンガンを握っていた。これはバハイラムの部隊を殺さずに制圧しようというよりも、単純に銃声を立てないように、という意図だ。

「念のために確認するけど、万が一に、慎一君や光流ヒカル君の身に危険が及ぶようなら、私は銃を使うからね？」

　この場合の銃というのは９ミリ拳銃の意味だろう。

　つまりは僕達の身の安全を、アマテナやクラーラの秘密を守るよりも優先する、という意味である。つまり、これ以上僕のわがままにつきあって譲歩はしない、ということ。これは彼女の立場からは当然というか、自衛隊の出動を止めてくれただけでも御の字だ。

「分かってます」

　僕は気を引き締めてそう答える。

　そこへ──

「持ってきました」

　エルビアと一緒に部屋から光流ヒカルさんが戻ってきた。
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　それは……とても気持ちの悪い光景だった。

　まるで写真の一部をフォトレタッチソフトでいじっているかのように──大まかに人間一人分くらいの面積が、風景から一瞬ずれて、また馴な染じむ。それの繰り返しなのだ。

　問題のエレアマチ族は、体色を変化させて周囲の風景に馴染んだ保護色を出すことができるけれども、それはつまり本当に透明化しているわけじゃない。忍者が石垣模様の布を被って隠れるのと同じで、いざ屋内に入ると壁伝いに移動しなければ──廊下の真ん中を歩いたりすれば、すぐにバレる。

　とはいえ、その身体の色を変化させる能力は、脅威的だった。

『塗り分け』が細かいうえに──早いのだ。

　カメレオンだのカエルだのの保護色は、さすがに瞬間的に色を変えたりはしない。だがエレアマチ族のそれは、ゆっくり動いているとはいえ、数秒単位でほぼ周囲の色彩を取り込んで自分の姿を隠してしまう。確かコブシメ──コウイカとか呼ばれるイカの類いは、一秒かそこらで皮膚の色と偏光性を変化させて周囲に紛れてしまうため、海のカメレオンとか言われてるらしいけど、むしろエレアマチ族の体色変化は、カメレオンというよりもそっちに近い。

　いったいどういう生存戦略の結果、こんな能力を持った種族が生まれたんだろうか。

　それともこっちの世界じゃ、進化論は通用しなかったりするのかな。

　そんなことを頭の片隅で考えつつ──

「──はい、そこまで」

　七人のエレアマチ族が居間に入ってきたのを確認し、僕はそう宣言した。

　同時に部屋に設置していた撮影用のライトを二基、点灯する。全方位に光を放散する通常の照明と異なり、強い光を一方向に投げて陰影を作る──撮影時にはそれで奥行きを強調したりするわけだけど──ライトは、保護色のエレアマチ族を、正しくはその影を、くっきりと壁や床に刻んでくれた。

　これでエレアマチ族の『見えない』という特性は、ほぼ殺したも同然だ。

　ぎくりと身を強こわ張ばらせるエレアマチ族。

　保護色をやめたその姿は、中途半端な色彩で固定されている。

　改めて見ればその姿はカメレオンそのものだった。基本的な体型はブルーク達とよく似ているのだけれど、頭部の二つの眼球が、やたらにでかくて、しかも盛り上がっているのである。

　はっきり言って、かなりグロい。

「投降しろとは言わないよ。素直に帰ってくれればこっちは何もしない」

「…………」

　エレアマチ族は、一瞬、ぎょろぎょろとその目を動かしてたけれども──一斉に、僕の方を見ると、身構えた。

　まあそうなるか。お帰りくださいって言われて、帰る特殊部隊はいないよね。

　エレアマチ族が身構えるのと同時に……部屋の隅に控えていたエルビア、美み埜の里りさん、そしてアマテナとクラーラが彼らに飛び掛かった。

　彼女らは、いずれも手には武器を持っている。

　もっとも──武器といっても、アマテナとクラーラはミュセルから借りた料理用の肉叩たたき棒と、すりこぎ、エルビアに至っては鍋だ。室内での小回りと、相手が鱗うろこ持ちであることを前提とした場合、生半可な刃物よりも、鈍器類の方が有効と判断したからである。さすがに美埜里さんは電撃器スタンガンだけれども。

　これでも素手かそれに近い状態の相手には充分──僕はそう踏んでいた。そもそもエレアマチ族の特性からすれば、大ぶりの武器は携帯できない。彼らの能力では武器や服までは保護色で覆うことができないからだ。

　しかし──

「──え？」

　僕は愕がく然ぜんとした声を漏らす。

　エレアマチ族が──一斉に裂け目みたいにでっかい口を開くと、自分の腹の中から短剣を引っ張り出したからである。しかも腕ではなく、その、やたらに長く伸びる──舌で。

　そういえば、アマテナが「エレアマチ族は武器を隠し持っている」とは言っていたけれど。まさか、こーゆー『隠し方』だとは思ってもみなかった。精せい々ぜい、メリケンサックとか針とか、その程度かと思っていたのだ。

　なんなの、その万国びっくり人間ショーみたいな隠し芸は!?

　鋭い打撃音が居間に響く。

　咄とつ嗟さにアマテナ達の武器を短剣で受け止めたのである。

「アマテナ・ハーナイマン、諦めて我らに討たれよ」

　武器を交えながらエレアマチ族の一人がそう言った。

　エレアマチ族は七人、対してアマテナ達は四人。

　もちろん、僕やミュセルもこの場にはいるし、光流ヒカルさんやブルーク、シェリスのこともエレアマチ族は知っているだろうけども……そのうえで充分な戦力、と彼らは考えているのだ。実際、接近戦では僕やミュセル、光流さんは、ほとんど役に立たない。

　しかし……

「抵抗せねば楽に殺してやる」

「──ふん？」

　戦いながらアマテナが眉を顰ひそめる。

「生きて連れ帰って審問にかけずとも良いのか？」

「むしろ生きてバハイラムに戻られてはまずい、との仰せだ」

　ぎょろりぎょろりと目を動かしながらエレアマチ族は言う。

　さらに次の瞬間──

「げっ……!?」

　僕は驚きの声を漏らしていた。

　エレアマチ族がいきなり、ものすごい勢いで体色を変化させ始めたからだ。

「…………！」

　アマテナ達も驚いた様子でいったん、エレアマチ族から距離をとろうとする。

　体色を変化させているといっても保護色ではない。だからそこにエレアマチ族がいる、ということは確かに分かるのだ。

　しかし、高速で体色を、それも無秩序に変化させるエレアマチ族は、見る角度によっては、どこが手でどこが頭でどこが胸で──という見分けがつかない。極彩色が氾濫する塊がそこにいるのが分かるだけで、どこからどう攻撃が飛んでくるのか、正確に分からないのだ。

「くっ──」

　さすがのアマテナ達もこれは戦い辛づらいらしい。

　後退する彼女らを追ってエレアマチ族が前に出る。

　僕達を包囲するような形で、カメレオン人間達は、迫ってきた。これが彼らの奥の手というか、勝算なのだろう。ただ保護色で物陰に潜むだけではない、むしろ積極的に混こん沌とんたる色を帯びることで、相手に攻撃を先読みさせないのだ。

　なまじ武術に秀でている人間ほど、これには混乱するだろう。

　そして──

「死ねッ……！」

　ひときわ大きく短剣を振りかぶるエレアマチ族。

　その顔に──白い霧が覆おおい被かぶさったのは、次の瞬間だった。

「……!?」

　何事かと動きを止めて、いったん、後退するエレアマチ族。

　だが彼らを追うかのように白い霧はさらに広がっていく。

　僕の座っていた椅子の真下から出たそれは、瞬く間に居間を満たした。

「なんだ……!?」

　エレアマチ族が呻うめくように言うのが聞こえた。

「馬鹿か貴様らは？　自ら──」

　視界を閉ざしてどうするんだって？

　うん。まあ結果的に見通しは悪くなるんだけどね。

　なにせスモーク・マシンだから。閉ざされた室内で使えば、そりゃあっという間に周りが見えなくなるよ。

　けれど僕の目論見は視界を閉ざすこと──じゃない。

「これ……は…………？」

　エレアマチ族の声が急速に間延びしていく。

　よし。効いた。

「スモーク・マシンってのはさ、つまり」

　言っても分からないだろうなあと思いつつ、せっかくなので、僕はにやりと悪役っぽい笑みを浮かべて解説することにした。

「ドライアイスを水に突っ込んで生じる煙なんだよね。水が蒸発するときに熱を奪うように、ドライアイスは気化していくその瞬間に熱を奪う」

　だから保冷剤として使われる。

　夏場、アイスクリームを買ったときに、お店の人に入れてもらったドライアイスを水に突っ込んで、もくもくと煙を出させた──なんて経験は誰でもあるだろう。

　僕がやってるのはアレそのものだ。

　光流ヒカルさんがコスプレ用のスモーク・マシンに使うため、大量のドライアイスを用意していたのだ。正確には業務用のドライアイス製造装置を取り寄せて、自衛隊の駐屯地でせっせとドライアイスを製造していたらしい。僕が使ったのはその……余りだ。

　とはいえ、閉ざされた居間を冷たい霧で覆うには充分な量である。

　ちなみにあの煙、二酸化炭素だと勘違いしがちだけど、実際には小さな小さな氷や水の粒なんだとか。まさに霧そのものだ。

　もちろん、霧は即座に無色透明な水蒸気になって消えていくけれど──その際にも周囲の熱を奪う。自分で熱を造り出して体温を維持できる僕達と異なり、リザードマンであるエレアマチ族は、この霧に晒さらされていると、如実に体温が下がって……結果、その身体能力が低下する。

　ブルークが朝が弱いのと同じだ。

「む……う……」

　それでもエレアマチ族は戦う意思を棄てていなかったみたいなのだけど。

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉！」

　僕とミュセルが駄目押しに放った〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉──その応用版が、居間の中で渦を巻く。流動する空気にさらされ、霧に身体をまかれ、ますます冷えていく──つまりは空冷であり、扇風機に当たっているようなものだ──エレアマチ族。

　動きの鈍る彼らに、アマテナ達が飛び掛かったのは、次の瞬間だった。
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　そんなこんなで──とりあえず僕達はエレアマチ族の撃退に成功した。

　身体を冷やされ動きの鈍っていた彼らは、もうアマテナや美み埜の里りさんの敵ではなかったのだ。彼らは全員、アマテナとクラーラによって縄で縛られ、さらには冷水を溜ためた浴槽に放り込まれている。しばらくは縄がなくとも、まともに動けないはずだった。

　そして──

「しかし逮捕じゃなくて目的が暗殺ってのは……」

　見張りをブルークとシェリスに頼み、僕達は居間で顔をつきあわせて、これからどうするかの相談をしていた。

　具体的には僕と光流ヒカルさん、美埜里さん、エルビア、そしてアマテナにクラーラ、という面メン子ツである。ミュセルはお茶を淹いれてきますと言って、厨ちゆう房ぼうの方に行っている。

「多分に憶測が混じるが……」

　アマテナは腕を組んで言った。

「エレアマチ族の特務部隊に対する命令系統のことを思えば、私の上官、もしくはさらにその上の者が命じた可能性が高い」

「どういうこと？」

「審問に掛けない、掛けない方が良い、というのは……たぶん、上官が自分の汚職だのなんだのを、すべて私にひっ被せたうえで、殺してしまうことで、責任の所在を有う耶や無む耶やにするつもりだったのだろうな」

「あー……なるほどね」

　僕は頷うなずいた。

　死人に口なし、というか、汚職事件で槍やり玉だまに挙げられた政治家が言うところの、私ではございません、すべて秘書が勝手にやったことでございます──っていうアレか。

「ひどいですね」

　と光流さんが呆あきれた様子で言う。

「でもそうなると、ますます、アマテナの逮捕って誤解というか、憲兵の先走りなんじゃないのって感じだけど……」

「いったい、何がどうなってアマ姉に疑いが掛かるようなことになったんすかねえ？」

　この手のややこしい話にはあまり興味を示さないエルビアも、さすがにこれについては気になるらしい。

「なんにしても、後であの連中を尋問した方が良いでしょうね」

　美み埜の里りさんがまとめるようにそう言った。

　そして──

「あ。ミュセル──」

　美埜里さんが居間の入り口の方を振り返る。

　ミュセルがお茶を淹いれてきてくれたのだろう。僕も美埜里さんと同じく、なんの気なしにそちらに目を向けて──

「──え？」

　愕がく然ぜんと凍り付いた。

　ミュセルは居間の入り口に立っている。

　ワゴンを押して──そしてその喉に刃物を突きつけられた状態で。

「シンイチ……さ……ま……」

　彼女の白い首筋に黒塗りの短剣が食い込んでいる。少しでも押すか引くかすれば、その瞬間に血を噴くであろう──そんな刃の当て方だった。

　彼女の背後にいるのは……

「討ち漏らしがいたわけね……」

　美埜里さんがぼそりと呟つぶやく。

　そう。そこに立っているのはエレアマチ族だった。

　そういえば、最初に警報装置に引っかかったのは、七人か八人か、人数までははっきりしなかった。僕は入ってきた連中が七人だったので、てっきりそれが全部だと思っていたのだけれど、なんらかの理由で一人だけ別行動していたエレアマチ族がいたらしい。

　あるいは後方に待機していた指揮官の類いだろうか。

　いずれにせよ──これは。

「仲間を解放しろ。さもなくばこの女を殺す」

　エレアマチ族は静かな口調でそう告げてきた。

　怒鳴るでもなければ勝ち誇るでもない。冷静に、損得計算をして状況を判断している者の口調だ。激げき昂こうでもしていれば、挑発なり懇願なり、とにかく口車で隙を作ったり、やりようは幾つかあると思うけど……落ち着いている相手には、そういう手も使えない。

　まずい。どうしよう。

　焦りながらも手を考える僕だけれど──駄目だ、何も思いつかない。

「その子を殺したら次の瞬間に死ぬのは貴方あなただけど？」

　と美埜里さんが９ミリ拳銃を抜きながら言う。

　ドラマや何かでは、こう、人質には当てず、ぎりぎりの精密射撃で相手を撃つ、なんて描写もたまに見掛けるけれど──いくらなんでもこの状況でそれを期待するのは無茶だろう。何しろ相手は自由自在に体表の色を変えられるから、どこが頭でどこが胸で──というのが非常に判別しにくい。一撃で急所を撃ち抜かないと、間違いなくエレアマチ族の刃はミュセルの喉を搔かき切るだろう。

「死を恐れて特務隊の兵など務まらん」

　平然とエレアマチ族はそう言った。

「…………」

　美み埜の里りさんは唇を嚙かんで無言。

　僕に分かる程度のことは彼女だって分かっているはずだ。

　駄目だ。やっぱり打つ手がな──………………




　──異音。




　文字にすれば、ぼぐ、という感じの鈍い音がした。

　でもって次の瞬間、エレアマチ族が崩れるようにしてその場に倒れていた。いや。その右腕だけがミュセルに刃を突きつけたまま動かない。その腕にエレアマチ族はぶら下がるような感じだ。

　その不自然な状態でようやく僕は気付いた。

　ミュセルに刃を突きつけていたエレアマチ族の右腕を、別な誰かの右腕が、さらに後ろから摑つかんでいたのだ。

　……って。

　いったい誰が!?

　呆ぼう然ぜんとする僕らの視線の先──よろめくような動きで逃げるミュセルの背後から現れたのは、覆面の人物だった。全身黒ずくめ、見えているのは目め許もとだけ、それこそ先のエレアマチ族よりもよほど、忍者っぽい格好である。

　そして──

「…………」

　覆面の人物が増えた。

　いや。さらにさらに、覆面の人物の背後から一人ずつ、同じ覆面姿の黒装束が左右に踏み出したのである。総計三人。そして真ん中の人物が、己の覆面に手を掛けた。

　勢いよくはぎ取られる黒布。

　その下から──ショートの金髪が踊るように現れる。

　黄金に縁取られたその顔に……僕は見覚えがあった。というか、それとまったく同じ顔の人物が僕の側そばに二人もいた。

　これって──

「ジジ姉!?」

　僕の後ろで、エルビアが素っ頓狂な声で叫んだ。

「姉上？」

　アマテナもまた呆然とした口調でそう呟つぶやく。

「ジジ姉って……」

　僕はその名前に聞き覚えがあった。

　エルビアからも、アマテナからも、聞かされていた。

　すなわち──

「ジジレア姉様！　あたし達の姉っす！」

　……え？　どうなってんの？

　なんでエルビア達の長姉がこんなところに？

　僕達は状況が吞のみ込めず、ぽかんとしたまま、動くことができない。

　一方──並んで立つエルビアとアマテナを交互に見て、ジジレアは、どこかのんびりとした笑みを浮かべると、形のいい唇を開いてこう言った。

「掃除、終わったわよ」
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　とりあえず、僕達に対して敵対する意思はない。

　そう示すために、ジジレア達は揃そろって武器を僕達の前に差し出した。

　いずれも短めの剣──小剣と分類される代しろ物ものだろう──を主武器として身につけていたみたいだけど、さすがに、黒装束の下に隠し武器の類いを持っていないかどうかまでは分からない。まあジジレア達も完全に信用してもらえないことは、覚悟のうえなのだろう。要は分かりやすく目立つ武器を差し出したという行為で、意思表示した、というだけのことだ。

　僕達は──とりあえずジジレア達を居間に通した。

　エルビアやアマテナは武器を置いたけれども、当然ながら美み埜の里りさんは９ミリ拳銃で武装をしたままだ。前に美埜里さん達が、僕を救出するために傀儡くぐつ魔法の研究所を襲撃した一件があるから、彼女の手に握られているのが何かということは──こっちに銃という『未知の飛び道具』があることはジジレア達も分かっているはずである。けれど、特に警戒する様子もない。

　で──
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「ジジ姉、掃除っていったいなんのことっすか!?」

　エルビアはジジレアに向けてそう食って掛かった。

　ソファに座る僕達に対して、ジジレアの連れている部下らしき二人は、座ることなく、覆面もとらず、壁際に並んで立っている。ソファに座って僕達と相対しているのはジジレアのみである。

　しかし本当によく似てるな……金髪もなんだけど、何よりショートヘアのエルビアってのもすんごい新鮮。獣耳がより強調されてる感じだ。

　ただ……

「怒らないで、エルビア。ちゃんと説明するから」

　応えるジジレアは朗らかな口調である。

　彼女は現れたときから終始笑顔のまま──おっとりした物腰で、まるで緊張した様子を見せない。エルビアが元気な三女、アマテナが生真面目な次女、ジジレアがのんびり系の長女という感じか。

　そんなふうに僕が頭の中で三人を分類していたりすると──

「貴方あなたがシンイチさん？」

　ジジレアが僕の方を見ていきなり話し掛けてきた。

「え？　は、はい」

　突然声を掛けられ、僕は思わず背筋を正してしまう。

　ジジレアはそんな僕に向けて、何やら意味深に笑みを深めると──続いてアマテナの方へ視線を向けた。

「実はねアマテナ、貴女あなたがシンイチさんと通じていたこと、知っていたの」

「……!?」

　ジジレアのさりげない口調とは裏腹に、アマテナが驚きよう愕がくに表情を強こわ張ばらせる。

　だがハーナイマン家の長女はそのまま世間話をするような風ふ情ぜいでこう続ける。

「それにエルビアが関わっていたこともね」

「あ……う……」

　エルビアが慌てたようにジジレアから顔を背けた。

「だからまあ、ここに逃げてきているだろうことも予測がついていたのね」

「……だから私を逮捕しに……？」

　緊張からか、普段にも増して抑揚のない声でアマテナはそう訊たずねた。

　が──ジジレアはあっさりと首を横に振る。

「いいえ。それは関係ないわ」

「では何故……」

「知ってるでしょ？　最近、軍の上層部の腐敗が著しくてね」

　まるで近所の主婦が『最近、加か納のうさんちの息子さん、不登校なんですってー』とか噂うわさ話ばなしするような、やっぱり緊張感を欠きまくった口調である。

「さすがに見逃すわけにもいかなくなってきてね」

「だから粛清が始まったのだろう？」

　とアマテナ。

　その辺は僕らも知っているバハイラムの事情だ。

　しかし──

「でも、だからといって真正面から捕まえにかかると、対策を打たれて逃げられるでしょう？　相手だって馬鹿じゃないし、大物はそれなりの地位も権力も持っているしね」

　まあ……そりゃそうか。

　汚職の証拠集めます！　と宣言しているんだから、物的証拠や証人を押さえられるまで吞のん気きに待っているはずがない。強引に人を動かすことのできる立場の人間なら、なおさらだ。

　ひょっとして『突然の自殺』をした者も多かったのではないだろうか。

　怖い話である。

「だから──ね？」

　ジジレアが微笑みながら目を細めて両手を顔の前で──まるで祈るかのように、あるいはちょっとしたお願いをするかのように、ぽんと合わせた。『実はね、お姉さん、良いこと思いついちゃったのよ？』なんて台詞せりふを添えると、よく似合いそうな感じである。

「一芝居打つことにしたの。表向きはアマテナ達を、適当な罪状をでっち上げて逮捕するよう動かして、『馬鹿め、見当違いのところを探しておるわ』──なーんて、本命が油断しきったところを一網打尽」

「…………！」

　さすがに驚いたのか、エルビア、アマテナ、クラーラは顔を見合わせた。

　ジジレアの言うことが本当なら──アマテナ達は、本命の汚職軍人を捕まえるために用意された囮おとり、陽動、そういった役割だったということだ。それも本人達がまるで知らされないうちに、それを振られていたということになる。

　なるほど……エレアマチ族が派遣されてきたのも、このためだ。

　アマテナ達が罪を被って死んでくれればそれでよし。しかし万が一にも生きたまま憲兵隊に捕まって取り調べを受け、実は潔白でした──なんて分かったら、再び、汚職調査の矛先が自分に向きかねない。

　だからアマテナには、汚職軍人として死んでもらわねばならなかった……

　うわ。えげつねえ。

「一通り軍の掃除も終わったから、迎えに来たのよ」

「……全部、姉上の掌の上で踊らされていたということか」

　アマテナの呟つぶやきに、ジジレアは笑顔のまま答えない。

　クラーラは無表情でアマテナとジジレアを見比べており──エルビアはというとジジレアを上目遣いに睨にらんでいる。まあいくら説明されても『まあそうだったの！　良かったわ！　ありがとう姉さん！』なんてことにはならんよね、これは。

「大変だったのよー？」

　ジジレアは、妹達の反応などまるで目に入っていないかの様子で笑う。

「思ったより時間もかかっちゃってね。意外に汚職の関係者が多くて。こっちはほら、機密保持のために事情を知る人数が限られているしね。本当だったらもっと早く迎えに来たかったのだけど……」

「ジジ姉ひどいっすよ！」

　さすがに耐えかねたかのようにエルビアが叫んだ。

「え……？」

　怒るエルビアに、ジジレアがきょとんと首を傾かしげた。

　そしてアマテナも──若干、驚きに目を丸くしてエルビアの方を見ている。自分より先に妹が怒っていることが、意外だったのだろう。

「アマ姉、捕まりかけて──それどころか、さっきは殺されかけたんすよ!?　アマ姉が殺されたらどうする気だったんすか!?」

「アマテナなら逃げられると思っていたし？」

　まるで臆した様子もなくジジレアはそう言った。

「実際そうならなかったんだからいいじゃない。優秀な妹を持って私は幸せだわぁ」

　頰ほおを膨らませて突っかかる妹の怒気を──しかしジジレアは平然と受け流している。

　ああ。なんかこう……このジジレアって人がどういう類いの人か分かった。

　口調は優しく穏やかで、決して害などなさそうに見えるのに、やっていることがいちばんえげつない。典型的な腹黒キャラだ。前にエルビアが『三姉妹の中でジジ姉がいちばん優秀』と言っていた意味がよく分かる。組織の中では驚くほどに上手く立ち回って、がんがん出世するタイプだ。

　しかし、どうしたもんだろう。これ。

　敵でないのは分かったけど……味方とも言えないような。

　敵を欺くにはまず味方から、なんてことを、笑顔で言えちゃうタイプだ。

「…………」

　僕は意見を求めるように美み埜の里りさんの方を向くと──おおむね彼女も同じことを考えていたのか、短く溜ため息をついて握っていた銃をホルスターに戻すのが、見えた。
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　結局──アマテナとクラーラは、ジジレア達と共にバハイラムへ帰ることになった。

　ちなみに警備装置に引っかからず、彼女らが僕達の屋敷に入り込むことができたのは何故かと不思議に思っていたのだけれど……ジジレア達が改めて『脚』を呼びつけたことで、その理由は分かった。

　額に制御用の『角』を生やした傀儡くぐつ竜りゆうが、音もなく上空から降りてきたときには、さすがに僕も腰を抜かしそうになった。竜の腹側は黒く塗られており、いったん、舞い上がってしまえば闇夜にこれを見つけるのは困難だろう。

　ジジレア達はこれに乗ってやってきて、ヘリから現場に急行する特殊部隊みたいに、僕達の屋敷のすぐ側に直で降りてきたのである。

　そして──

「いろいろと世話になった」

　手早く水を浴びて髪や獣耳を元の白色に戻したアマテナが、頭を下げる。そんな彼女へ、僕は笑いながら首を横に振った。

「僕達も楽しかったよ。あと、これ」

　僕はアマテナへ、用意してあった『お土産』を渡す。

　アマテナは驚いたような顔をして、それを──木製の折りたたみ式フォトフレームを受け取った。今は二つに閉じられているために、中が見えない。

「これは……？」

　アマテナは困惑したようにその『お土産』を凝視する。

「フォトフレームっていうんだけどね。よかったら開けてくれる？」

　さっき急いで部屋から持ってきたものだ。

　僕に促されてアマテナは、ゆっくりと折り畳み式のそれを開いた。

　そこには二枚、写真が入っている。

　一枚は、光流ヒカルさんが撮った、『いきなり写真を撮られて驚いているアマテナ』をプリントアウトしたものだ。そしてもう一枚は──撮影会のときに、部屋で撮ったアマテナの写真。エルビアの格好だけれど、ちょっとぎこちない笑顔で写っている、それ。

「これは──」

　アマテナが大きく目を見開いた。

「大急ぎの間に合わせだけど、それは許してね」

　時間がなかったので、フォトフレーム自体はもともと僕の部屋にあったもの──まあ言ってしまえば中古だ。ミュセルやペトラルカの写真を入れて飾ってあったもの。写真自体は大急ぎでプリントアウトしてきた。専用の高精度プリンターではないから、じっくり目を凝らすと多少粗さが見えたりするかもしれないけれど、まあ、普通に眺める分には問題ないはずだった。

「…………」

　アマテナはじっと写真を凝視していたけれど──やがて、ゆっくりとそれを閉じた。

「……大変ではあったが、いろいろと楽しい部分も多かった」

　呟つぶやくようにそう言って──アマテナは顔を上げる。一瞬、僕を見つめる彼女の顔に、微笑が浮かんだように見えたけれど……すぐにいつも通りの無表情に戻った。

　まあ、一朝一夕には変わらないよね。

　少しは変えようと考えてくれただけで、充分。

「アマテナ、クラーラ、そろそろ行くわよ」

　アマテナとクラーラの後ろから、ジジレアがそう声を掛けてくる。

　それを聞いて、アマテナはジジレアを振り返って頷うなずくと──最後にもう一度、僕達に向き直った。

「では、そろそろ」

「アマ姉、お元気で」

「お前もな」

　尻尾を勢いよく振りながら、エルビアは笑っている。

　そういえば……エルビアがいつからエルダントに密偵として潜入していたのか知らないけれど、こうやって、彼女がゆっくりとアマテナと過ごすのは、久しぶりだったんじゃないだろうか。どんな事情でアマテナが屋敷へ来ることになったのだとしても──実際はその事情自体、まやかしだったんだけど──エルビアとしては嬉うれしかったのかも。

「たまには遊びに来てね」

　エルビアが喜ぶだろうし。

「……なかなか難しいことを言うな」

　僕のお願いに、アマテナが苦笑する。

　それから、僕はクラーラの方へも顔を向けた。

「クラーラも元気で」

「はい。シンイチ様も」

　頷うなずいたクラーラへ、僕も頷きを返す。

　そのとたん──クラーラが僕に向かって足を踏み出した。何を？　と訝いぶかしむ間も許さず、彼女はそのまま背伸びをして、僕に顔を近付けて。

「──!?」

　ちゅ。

　──と、僕の頰ほおに、そんな擬音を付けたくなるような、柔らかな感触があった。

「ク、クラ、クラーラ!?」

　さすがに二度目となると、頰に口付けをされたのだとすぐに気付く。僕は思わず彼女の唇が触れたそこを手で押さえながら身を引いた。

　自分も身を引いて僕から少し離れたクラーラは……突然のことに焦っている僕を見上げて微笑んでくる。めったに表情を見せないこの子の笑みは、本当に、それだけでやたら破壊力があった。僕は自分の心臓が跳ねまくるのを感じる。

　と──

「……？」

　何やら軽く服を──袖の肘の辺りを引っ張られて僕は一歩後ずさる。

　振り返って見れば、ミュセルが僕の服を摑つかんでいた。しかも彼女にしては珍しく、何か不服そうな、責めるような、そんな表情でクラーラを見ていて。

　え？　なに？

　僕が混乱していると──さらに。

「な、何してるんすかクラーラ！」

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたエルビアが、我に返って素っ頓狂な声を上げた。続けて彼女はキスされた僕の頰に手を伸ばして、汚れを拭き取ろうとするかのように、勢いよく掌で擦こすってきた。

「い、痛っ、エル、ビア、痛い、よ！」

「お別れの挨拶です」

「そんな挨拶聞いたことないっすよ！」

　しれっと答えるクラーラへ、エルビアは嚙かみつくように答える。

　その間も、エルビアに皮をはぎ取る勢いで頰ほおを擦こすられて、僕の頭は勢いよく右に左にと揺れている。あの。そろそろ火傷やけどとかできそうなんですけど。

　ふと視界の端に、やっぱり不服そうなミュセルの顔が映ったりして──

「慎しん一いち君──順調に女泣かせの道を歩んでるわね」

　美み埜の里りさんが面白そうにそう評する。

　いや、あの、女泣かせって──僕って、もともと世間的には『幼おさな馴な染じみに振られてヒキコモってたキモオタ』なんですけど？

「本当に──慎一さんも見境がないっていうか。クラーラとキス、アマテナを押し倒す、後なんでしたっけ？」

　指折り数えるのは光流ヒカルさん。

　見境ないって──どっちも僕が自分からしたことじゃないでしょ!?　故意じゃない、わざとじゃないから無罪、無罪、僕は無罪だ！　裁判のやり直しを要求するっ（錯乱中）！

「そうっすよ！　それっす！」

　エルビアがそう叫んだ。

　僕の頰を擦っていた手は止めてくれたけど、彼女は代わりに僕の襟首を摑つかんで顔を覗のぞき込んでくる。

「お風呂上がりのアマ姉を押し倒したんすよね!?」

「あ、あれは事故で……」

「アマ姉を押し倒したときってどこまで何したんすか!?」

「どこまで何ってなんだよ!?　何もしてないって！」

「本当っすか？」

　ものすごい剣幕で問うてくるエルビア。

　ああああ……なんで僕がこんなに怒られてんの……？

　しかも──そんな僕らのやりとりを見てアマテナが眉尻を下げて言った。

「お前も苦労するな……」

　そう言うアマテナの見ている相手は僕──ではなくエルビア。

　っていうか何アマテナもしみじみ言ってんの!?

　ひょっとして僕が責められてる？　責められてるの？

　僕が何をしたっていうんだよ!?

　などと僕が身に覚えのない罪の糾弾でパニクっていると──

「アマテナ、クラーラ」

　ジジレアが傀儡くぐつ竜りゆうの背中に登りながら二人を呼んだ。

「さすがにそろそろ行くわよー」

「はい」

　ジジレアに短く答え、アマテナとクラーラも傀儡竜に駆け寄った。

　大きな翼で空気を叩たたき、黒塗りの巨体が悠然と夜空に舞い上がる。

　結局──

「ふと思ったけど、アマテナも落ちてない、あれ？」

「そんな感じはありましたね。慎しん一いちさんにだけ笑顔見せたり」

「シンイチ様、アタシ、明日辺り『月のモノ』の予定なんすけど!?」

「現地妻二人とか、オタクのくせになかなかやるわね」

「オタクっていうより鬼畜ですよね」

「……あの、シンイチ様……私……その……」

「もう我慢しなくていいんすよね？　ね？」

　それからバハイラム勢が空の彼方に消えてからもしばらく、僕は女性陣（と光流ヒカルさん）に、身に覚えのない罪で責められ続けていた。
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　アマテナとクラーラが帰って一日が経過した。

　なんとなく寂しくなったと思うのは、単純に同居人が二人減ったということもあるけれど、彼女らを匿かくまっているという緊張感がすっぽり抜け落ちたということも大きいだろう。

　もちろん、実際には元の生活に戻っただけというか、別に特別なことがあるわけでもない。

　なので僕の一日も、アマテナとクラーラがやってくる前と大差ないことの繰り返しだ。

　そして──

「どうぞ、シンイチ様」

　夜中──部屋で作業をしていた僕のところに、ミュセルが夜食を持ってきてくれるのも、いつも通り。まあこれはアマテナ達がいたときも同じだったけれども。

「ありがとう」

　片手で食べやすいようにだろう──今夜の夜食は、クロワッサンみたいな形の、小ぶりなパンが二つ。パンを机へ置いてくれたミュセルに微笑んでから──僕は、椅子に座ったまま伸びをする。なんだかんだで後回しにしていた仕事をまとめて片付けているので、けっこう、肩が凝るのだ。

「それにしても今回は大変だったね」

　僕はミュセルの淹いれてくれたお茶を一口飲んでそう言った。

「ミュセルには仕事を増やしたりして、いろいろ迷惑をかけて、ごめん」

「そんなことありません」

　と微笑して言うミュセル。

　これも本当にいつも通り。

　ただ──

「あ……でも……」

　ふとミュセルの表情に苦しげなものが混じる。

「陛下に……噓うそを申し上げるのは少し辛かったです……」

　立場としては僕に命じられてのこととはいえ、皇帝陛下を騙だますなんて、ミュセルにしてみれば一生に一度あるかないかのことだろう。優しい性格なうえに、ペトラルカとも仲の良い彼女だから、罪悪感もあるのかもしれない。

「そうだね……」

　僕は腕を組んで考える。

「怒られるかもしれないけど、ペトラルカにはちゃんと説明しておくよ」

　少し迷ったけれども、僕はそう決めた。後でバレて怒られるよりも、先に自分から告白して謝っておく方が良いだろう。結果的には『親エルダント派』とも言うべき存在を、バハイラム王国の中に作ったようなものだろうし──なんとか許してもらえるような言い訳を考えてみよう。

「そういえば」

「──はい」

「クラーラと話すことで気付いたことってなんだったの？」

「え……」

　訊たずねた瞬間──ミュセルの顔がいきなり赤くなった。

「あ、あの、それは、その……」

　恥ずかしそうに俯うつむくと──ミュセルは、それでも足りないとばかりに、持っていたお盆を胸の前で強く抱き締める。

　なに？　なんなの？　そんな恥ずかしいこと？

「あ、べ、別に話しにくいことなら言わなくていいからね？」

「あ……いえ……その」

　ミュセルは俯いたまま、小さく首を振って言った。

「私……クラーラさんと、シンイチ様のことをお話ししていて……」

「……僕のこと？」

「はい。シンイチ様には心に決めた人がいると……」

「ええっ!?」

　初耳な話に、僕は声を上げていた。

「な、何それ!?」

「違うのですか？　クラーラさんがそうおっしゃっていたのですが」

　クラーラが？　どうしてまたそんな……

「──あ」

　そこで僕は思い出した。

　そういえば前、バハイラムに誘拐されたとき、命令されて僕と体を重ねようとしてきたクラーラに、苦し紛れの言い訳にそんなことを言ったような気がする。クラーラはそれを信じたままで──ミュセルにも言ったのだろう。

「私それを聞いて、嫌だなって思って……」

「……え？」

　それはいったい、どういう意味なんだろう。

　……っていうかさすがに、これは。

「…………」

「…………」

　赤面して俯うつむいたままのミュセルと、やっぱり赤面して言葉の出てこない僕。

　まるで時間が止まったかのような静寂が僕と彼女の間に横たわって──

「…………あ、あの」

　やがてミュセルが何か意を決したかのように口を開く。

「……たとえ……シンイチ様が御病気でも……その……」

「病気？　え？」

「女性と肌を重ねられると、死んでしまわれるとか──」

「は？　何それ？」

　と言ってから、これも思い出した。

　そういえばクラーラにそんな言い訳もしたような気がする……！

　──っていうかクラーラもミュセルになんの話をしてたの!?

「ないない、そんなことない、そんな病気ないよ！　クラーラが妙な迫り方してきたから、ごまかすために咄とつ嗟さについた噓うそです！」

「そ……そうなのですか」

　ほっとしたような表情を浮かべるミュセル。

　……いやちょっと待って？

　ミュセルがどうしてほっとするの？

　いや、待て、慎しん一いち、変な期待はするな。完璧にいけると確信して失敗した祥しよう子こへの──幼おさな馴な染じみへの告ア白レを思い出せ！　自意識過剰もいい加減にしろ！　二度も、しかもミュセル相手にあんな醜態をさらしたら、今度こそ僕は立ち直れない！

　妙な確信の下もとに僕は舞い上がりそうになる自分を戒める。

　リア充爆発しろ、リア充爆発しろ、リア充爆発しろ、リア充爆発しろ！

　大事なことなので四回唱えました！

　などと──僕が赤面するミュセルを前にテンパっていると。

「シンイチ様！」

　突如──部屋の扉が、蝶ちよう番つがいごとぶっ飛ばすかのような勢いで開かれた。

「うわっ！」

「きゃっ!?」

　思わず揃そろってびくりと身を震わせて叫ぶ僕とミュセル。

　入ってきたのは──

「エ、エルビア!?」

　そう。部屋の入り口に立っているのは──エルビアだ。しかも彼女は片手に何やらコップを持っていた。

「ど、どうしたの？」

「アタシ、お夜食を持ってきたっすよ！」

　言いながらエルビアが、大股で僕達のところへ歩いてくる。

「あ、ありがとう。でも、もう夜食ならミュセルが……」

　僕の言葉を聞いているのかいないのか、エルビアは僕のすぐ前で立ち止まった。

「…………？」

　くれるの？　でも夜食って──

　僕がコップの方に手を伸ばしたその瞬間。

「ああっ！」

　微妙に白々しい声を上げてエルビアは勢いよくその中身をぼくにぶちまけてきた。

「うわっ!?　これは……!?」

　頭からもろにそれを被ってしまい、僕は悲鳴を上げる。

　その臭いに──微妙に焦げ臭いそれに、僕は覚えがあった。

「アア、アタシッタラセッカク、シェリスサンニ尻尾ヲモラッテ、シンイチ様ノオ夜食ニシヨウトオモッタノニ、零こぼシチャッタッスネ!!　テヘ！」

「何その棒読み!?　てか次はシェリスさんかよ！」

　リザードマンの尻尾入りスタミナドリンクって、この世界では一般的なの!?

「しかも零こぼしたのわざとだよね!?」

　夜食として持ってきたというより、ぶっかけるために持ってきたとしか思えない！

　なんの嫌がらせだよこれ!?

「ベタベタだ……」

　前のときもそうだったが、どうにもこう、どろっとした液体が髪について気持ち悪い。

　シェリスには悪いが、これはさっさと洗い流し──

「──はっ!?」

　嫌な予感。というか既視感。

「そうっすね！　汚れましたね!?　さあお風呂行きましょう！」

　次の瞬間、僕はエルビアに腕を摑つかまれて、強引に椅子から引きずり下ろされる。床に尻餅をついた僕を、しかしそのままエルビアは引きずっていく。

「ちょっとエルビア!?」

　廊下を引きずられて移動しつつ、僕は身をひねって彼女の顔を見る。

　エルビアは頰ほおを紅潮させて、目の焦点もいまひとつ合ってないみたいで──しかも若干、息が荒い。まるでものすごく興奮しているみたいで……って。

　これはやっぱりアレか!?

　そういえばアマテナ達が帰った直後になんか言っていたような──

「アマ姉とは一緒にお風呂入ったのに、アタシと入らないなんてずるいんすよ！　ずるいんす！　不公平っす！　ひどいっす！」

「だからあれは事故だってば！」

　じたばたと暴れてみるものの、元引きこもりが、ウェアウルフの──それも『月のモノ』で興奮状態、普段よりも数割増しの力に勝てるはずもなく。

　エルビアはずんずんと進んでいく。

　風呂場に向かって──

「エルビア、待って待って、待って!?」

「もうおあずけはくわないっす！」

　と鼻息も荒くそう言うエルビア。

　このままじゃ僕取って食われちゃう!?　そりゃもういろんな意味で！　しかもこの状態だと明日にはミュセルはもちろん、皆に知られちゃってるだろうから──ああああ!?　そんな公開処刑みたいな脱ＤＴとか、一生もんの心ト的ラ外ウ傷マじゃん!?

「シ、シンイチ様！」

　突然のエルビアの登場に今まで硬直していたらしいミュセルが、やっと我に返ったのか──慌てたように部屋から顔を覗のぞかせるのが見えた。だけどどうして良いのか分からないのか、ただおろおろと僕達を見送るばかりだ。

　そして──

「たぁああすぅうううけぇえええてぇえええ!?」

　夜中の静かな廊下に、僕の必死に上げる叫びが響き渡るのだった。


（つづく）　







あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: ]です。

『アウトブレイク・カンパニー　萌もえる侵略者』十一巻をお届けいたします。




　……………………あ、いや、わかってる、わかってます。読者の皆さんの言いたい事は。

　前の巻のあとがきで『次は短編集』みたいな事を言っておきながら、本巻が普通に長編になってるのは、その、まあ、確かに公約違反（？）みたいなもんです。はい。




　実の処、詳細プロット立てるまでは、三本、短編用プロット用意していたのですが。

　その内の二本が細かく各シーン書き出していくと、長編と変わらない分量になってしまいまして…………まあ、結果、こうなってしまったと。すんません。十年以上もプロの物書きやってて、自分の立てた短編プロットと長編プロットの分量読み間違うとか、恥ずかしいったらありゃせんわ。

　勿もち論ろん、短編そのままのプロットという訳にはいかんので、初稿の段階で展開を二つばかり増やしました。具体的にどこが、というのはネタバレになるのでやめておきます。




　なんだかんだで多分、次の巻も元々短編用だったプロットを長編化して使う事になると思います。多分、今まで単独表紙を飾る事はなかった、あの人の話。




　しかし三本目はどうするかな。ネタ的に大きく広げにくいので、三本目は長編化できないんだよなあ。やっぱり二本ばかり短編ネタをまた考えたほうがいいのかしらん。




　いずれにせよ、『アウトブレイク・カンパニー』は読者の皆様のご支持あって、もうしばらく続けられそうです。ちょっと、「怒濤の展開」とか「どんでん返し」も用意しているので（実は本巻はそのための前ふりでもある）、よろしければ、あと何冊かお付き合いのほどを。




　ではではまた、次の本で。




　２０１４年８月27日
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◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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